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はじめに

『Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』では、Solaris™の
カーネルとネットワークのチューニング可能パラメータに関する参照情報を掲載して
います。このマニュアルには、CDEや Java™環境に関するチューニング可能パラ
メータの情報は記載していません。

このマニュアルは、SPARC™ベースシステムと IAベースシステムの両方の情報を記
載しています。

注 – Solarisオペレーティング環境は、2種類のハードウェア (プラットフォーム)上で
動作します。つまり、SPARCと IA (Intelアーキテクチャ)です。Solarisオペレー
ティング環境は、64ビットと 32ビットの両方のアドレス空間で動作し、IAでは 32
ビットのアドレス空間でのみ動作します。このマニュアルで説明する情報は、章、
節、注、箇条書き、図、表、例、またはコード例において特に明記しない限り、両方
のプラットフォームおよびアドレス空間に該当します。

対象読者
Solarisシステムの管理者は、状況によっては、カーネルのチューニング可能パラメー
タを変更しなければならない場合があります。このマニュアルは、このような習熟し
た Solarisシステム管理者を対象としています。Solarisチューニング可能パラメータ
を変更する場合のガイドラインについては、 18ページの「Solarisシステムのチュー
ニング」を参照してください。
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内容の紹介
このマニュアルは、次の章から構成されています。

章 説明

第 1章 Solarisシステムのチューニングに関する概要、およびこの
マニュアルでカーネルのチューニング可能パラメータの説
明に使用する形式の説明

第 2章 Solarisカーネルのチューニング可能パラメータの説明
(カーネルメモリーやファイルシステム、プロセスサイズ、
ページングのパラメータなど)

第 3章 NFSチューニング可能パラメータの説明 (シンボリックリ
ンクのキャッシュや、動的再転送、RPCセキュリティのパ
ラメータなど)

第 4章 TCP/IPのチューニング可能パラメータの説明 (IP転送や
ソースルーティング、バッファサイジングのパラメータな
ど)

第 5章 ネットワークのキャッシュやアクセラレータのチューニン
グ可能パラメータの説明

第 6章 特定のシステム機能のデフォルト値を変更するためのパラ
メータの説明。変更するには、/etc/defaultディレクト
リにあるファイルを変更します。

付録A 変更や廃止されたパラメータの履歴

付録 B このマニュアルの改訂履歴 (現行の Solarisリリースバー
ジョンを含む)

関連情報
Solarisシステムのチューニングには、次の書籍が参考になります。

� 『Configuration and Capacity Planning for Solaris Servers』Brian L. Wong著、Sun
Microsystems Press、ISBN 0-13-349952-9

� 『NFS Illustrated』Brent Callaghan著、Addison Wesley、ISBN 0-201-32570-5
� 『Resource Management』Richard McDougall、Adrian Cockcroft、Evert

Hoogendoorn、Enrique Vargas、Tom Bialaski著、Sun Microsystems Press、ISBN
0-13-025855-5
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� 『Sun Performance and Tuning: SPARC and Solaris』Adrian Cockcroft著、Sun
Microsystems Press/PRT Prentice Hall、ISBN 0-13-149642-3

Solarisのチューニングに関するその他の
情報源
さらに、Solarisのチューニングに関する情報源として次のものがあります。

チューニングに関する情報源 参照箇所

パフォーマンスチューニングクラス http://suned.sun.com

オンラインパフォーマンスチューニン
グ情報

http://www.sun.com/sun-on-net/performance

Sun Microsystems Pressによるパ
フォーマンスチューニング関連の文書
の注文

http://www.sun.com/books/blueprints.
series.html

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

はじめに 13



表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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一般規則
� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeon、Pentium 4の各プロセッサ、お
よびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。

はじめに 15
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第 1章

Solarisシステムのチューニングの概要

この章では、このマニュアルで使用するチューニング情報の記載形式の概要を示しま
す。また、Solarisシステムのチューニングの別の方法についても説明します。

� 17ページの「Solarisシステムチューニングでの新機能」
� 18ページの「Solarisシステムのチューニング」
� 19ページの「変数の説明の書式」
� 20ページの「Solarisカーネルのチューニング」

Solarisシステムチューニングでの新機能
次の表は Solaris 9リリースでの新しいチューニング可能なパラメータや変更点を列挙
しています。

機能 参照箇所

priority_pagingおよび cachefreeパラ
メータの削除

付録 B

ネットワークキャッシュとアクセラレータ
(NCA)のパラメータ

第 5章

inetd、keyserv、syslogd、および
rpc.nisdに関する新システム機能パラメー
タ

第 5章

次のパラメータは新しく追加または変更されましたが、変更があったことがこの文書
の付録に記載されていないものがあります。詳細は、該当パラメータを扱っている章
を参照してください。

� pages_pp_maximum
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� ufs_LWおよび ufs_HW
� md_mirror:md_resync_bufsz (Solarisリリースでは新規となる)
� tcp_deferred_ack_interval
� tcp_local_dack_interval (新規)
� tcp_deferred_acks_max
� tcp_local_dacks_max (新規)
� tcp_xmit_hiwat
� tcp_recv_hiwat
� tcp_time_wait_interval
� tcp_ecn_permitted (新規)

Solarisシステムのチューニング
Solarisは、SPARCおよび Intelプロセッサで動作する、マルチスレッドでスケーラブ
ルな UNIXオペレーティング環境です。Solarisは、システムの負荷に自動的に対応す
るため、最小限のチューニングしか必要ありません。それでも、場合によっては
チューニングが必要になることもあります。このマニュアルでは、Solaris環境で公式
にサポートされているカーネルのチューニングオプションの詳細を記述します。

Solarisカーネルは、常にロードされているコア部分と、参照が発生するとロードされ
るロード可能モジュールから構成されています。このマニュアルのカーネル部分で述
べる変数の多くはコア部分に存在しますが、一部はロード可能モジュールに存在しま
す。

システムのチューニングをする際に考慮する必要があることは、さまざまなシステム
変数を設定する方法は、処理効率を高めるという目的にとって、多くの場合、一番効
率の良くない方法であるということです。最も効果的なチューニング方法は、通常、
アプリケーションの動作を変更することです。また、物理メモリーを増やしたり、
ディスクの入出力パターンのバランスをとることも効果があります。このマニュアル
に記載された変数の値を 1つ変更しただけで、システムパフォーマンスに意味のある
影響が現れることは、ごく限られた場合にしか起きません。

さらに、もう 1つ注意すべきことがあります。あるシステムの /etc/system設定値
は、全体的であれ、部分的であれ、別のシステムの環境にも適しているとは限りませ
ん。したがって、使用する環境に応じて、このファイルに設定する値を慎重に検討す
る必要があります。このマニュアルで述べるシステム変数を変更する場合は、システ
ムの動作を前もって理解していなければなりません。

注意 –このマニュアルで記述される変数やその意味は、リリースによって変わる可能
性があります。リリースとは、Solaris Updateリリースの場合もあり、Solaris 9など
のような新しいバージョンの場合もあります。これらの変数とその意味は、予告なく
変更されることがあります。
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変数の説明の書式
各変数の説明は、次の形式に従って行われます。

� 変数名
� 説明
� データ型
� デフォルト
� 単位
� 範囲
� 動的か
� 検査
� 暗黙的制約
� どのような場合に変更するか
� コミットレベル (安定性レベル)
� 変更履歴

変数名 「変数名」は、/etc/systemファイルに指定し
たり、/etc/default/facilityファイルに指定さ
れている名前です。

ほとんどの変数名は、コロン (:)を伴わない
variableの形式をとります。このような名前は、
カーネルのコア部分内の変数を表しています。名
前にコロンが含まれている場合、コロンの左側の
文字列はロード可能モジュールの名前を表し、コ
ロンの右側の文字列はモジュール内の変数名を表
します。コロンの右側の文字列はモジュール内の
変数名を示します。たとえば :

module_name:variable

説明 この変数が何をどのように制御するかを簡単に説
明します。

データ型 符号付きまたは符号なしの、short、long、または
整数です。ただし、longのサイズは、以下のよう
にシステムによって異なります。

� 32ビットのカーネルが動作しているシステム
では、longのサイズは整数と同じです。

� 64ビットのカーネルが動作しているシステム
では、longのビット幅は整数の 2倍です。た
とえば、符号なし整数は 32ビット、符号なし
longは 64ビットです。

デフォルト システムがデフォルト値として使用している値で
す。

単位 単位の種類を表します。この項目は省略されるこ
とがあります。
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範囲 システムの検査で取り得る範囲や、データ型の上
下限を表す範囲です。

� MAXINT —符号付き整数の最大値
(2,147,483,647)を表します。

� MAXUINT —符号なし整数の最大値
(4,294,967,295)を表します。

動的か 動作中のシステムで mdb、または kadbデバッガ
を使用して変更できる場合は「はい」です。ブー
ト時の初期設定のみの場合は「いいえ」です。

検査 変数の、/etc/systemファイルで指定された、
またはデフォルトの値に対して、システムが適用
する検査内容を示します。また、検査がいつ適用
されるかも示します。

暗黙的制約 変数に対する暗黙的な制約事項 (特に他の変数との
関係において)を表します。この項目は省略される
ことがあります。

どのような場合に変更するか この値の変更が必要になる理由、エラーメッセー
ジ、戻り値を示します。

コミットレベル (安定性レベル) インタフェースの安定性を表します。このマ
ニュアルで記述するパラメータの多くは「発展中
(Evolving)」または「変更の可能性あり
(Unstable)」のいずれかに分類されます。詳細につ
いては、attributes(5)を参照してください。

変更履歴 該当する場合は、付録Aまたは付録 Bの「変更履
歴」へのリンクが示されます。この項目は省略さ
れることがあります。

Solarisカーネルのチューニング
次の表では、パラメータに適用可能なチューニングの方法を示します。

チューニングパラメータの適用方法 参照箇所

/etc/system ファイルの変更 21ページの「/etc/systemファイル」

カーネルデバッガ( kadb) の使用 22ページの「kadb」

モジューラデバッガ (mdb)の使用 22ページの「mdb」
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チューニングパラメータの適用方法 参照箇所

nddコマンドによる TCP/IPパラメータの設
定

第 4章

/etc/default下のファイルの変更 154ページの「NCAパラメータのチューニン
グの概要」

/etc/systemファイル
/etc/systemファイルは、カーネル変数の値を静的に調整する機構を提供します。
このファイルに指定された値は、ブート時に読み込まれ適用されます。このファイル
に対する変更は、システムがリブートされるまでオペレーティングシステムに適用さ
れません。

Solaris 8より前のリリースでは、システム変数の値を設定する /etc/systemのエン
トリは、次の 2つの処理段階に分けて適用されていました。

� 最初の処理段階では、さまざまなブートストラップ変数 (maxusersなど)を取得
し、基本となるシステムパラメータを初期設定します。

� 次の処理段階では、ブートストラップ変数を使用して基本構成を計算し、
/etc/systemファイルに指定されているすべての値を適用します。ブートスト
ラップ変数に関しては、この処理段階で計算された値やリセットされた値は、
/etc/system ファイルに指定されている値で置き換えられます。

2つめの処理段階では、許容されないような値を変数に設定したり、初期構成で値が
上書きされる変数 (max_nprocsなど)に値を割り当てたりするため、この処理段階は
ユーザーや管理者にとって混乱を招く場合がありました。

Solaris 8リリースで、構成パラメータを計算する前にすべての値を設定する 1つの処
理段階が設けられました。

例— /etc/systemを使用したパラメータの設定
次の /etc/systemエントリでは、NFSバージョン 2ソフトウェアを使用してマウン
トされたファイルシステムに対し先読みするブロックの数を指定します。

set nfs:nfs_nra=4

適正でない値からの復元
値を変更する前に /etc/systemのコピーを作成しておけば、不正な値を簡単に元の
値に戻せます。

# cp /etc/system /etc/system.good

/etc/systemに設定した値が原因でシステムがブートできない状態になった場合
は、次のコマンドでブートします。
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ok boot -a

このコマンドを実行すると、ブートプロセスで使用する各ファイルの名前をシステム
から要求されます。/etc/systemファイルの名前が要求されるまで Returnキーを
押して、デフォルトの値を適用します。Name of system file [/etc/system]:
というプロンプトが表示されたら、正しい /etc/systemファイルのコピーの名前か
/dev/nullを入力します。

ファイル名 [/etc/system]: /etc/system.good

/dev/null を入力すると、システムは /dev/null から構成情報を読み込もうとし
ます。しかし、/dev/null は空のため、システムはデフォルト値を使用します。シ
ステムがブートした後、/etc/systemファイルを修正できます。

システム回復に関する詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してくださ
い。

kadb
kadbはブート可能なカーネルデバッガであり、その一般的な構文は adbと同じで
す。例外割り込みについては、kadb(1M)を参照してください。kadbの利点の 1つ
は、ユーザーがブレークポイントを設定でき、そのブレークポイントに達したらデー
タを調べたり、カーネルコードを 1つずつ実行できることです。

kadb -d を指定してシステムをブートすると、コアカーネルの変数に値を設定できま
す。ただし、ロード可能モジュールの値は、そのモジュールが実際にロードされたと
きに値が設定されます。

kadbの使用に関する簡単な説明が、『Writing Device Drivers』の「Debugging」に記
載されています。

mdb
mdb(1)は Solaris 8リリースから提供されているモジューラデバッガです。このデ
バッガは、拡張が容易であるという点で現在の Solarisデバッガの中でも独特のもので
す。このデバッガのプログラミングAPIを使用して、モジュールをコンパイルするこ
とによって、デバッガのコンテキスト内で希望する処理を実行することができます。

さらに、mdbには、コマンド行での編集、コマンド履歴、組み込み出力ページャ、構
文チェック、コマンドパイプラインなどの、いくつかの便利な機能があります。カー
ネルに対する事後検査用のデバッガとしては、このデバッガをお勧めします。

例— mdbを使用した値の変更
整数変数 maxusersの値を 5から 6に変更するには、次のようにします。
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# mdb -kw
Loading modules: [ unix krtld genunix ip logindmux ptm nfs ipc lofs ]
> maxusers/D
maxusers:
maxusers: 495
> maxusers/W 200
maxusers: 0x1ef = 0x200

> $q

実際に変更する場合は、maxusersを変更したい変数のアドレスに、値を設定したい
値に置き換えて、このコマンドを実行します。

モジューラデバッガの使用方法についての詳細は『Solarisモジューラデバッガ』を参
照してください。

kadbや、mdbでは、モジュール名接頭辞を指定する必要はありません。モジュール
がロードされると、そのモジュールのシンボルは、コアカーネルのシンボルやすでに
ロードされているその他のモジュールのシンボルとの共通の名前空間を形成するから
です。

たとえば、UFSモジュールがロードされると想定した場合、ufs:ufs_WRITESは、
個々のデバッガでは ufs_WRITESとしてアクセスされます。しかし、/etc/system
ファイルに設定する場合は、ufs: 接頭辞が必要です。 kadb にモジュール名接頭辞
を含めると、未定義のシンボルメッセージが表示されます。

特別な構造
Solarisのチューニング変数にはいろいろな形式があります。tune_t_gpgslo、
tune_t_fsflushr、tune_t_minarmem、tune_t_minasmem、
tune_t_flckrecの実行時の状態は、/usr/include/sys/tuneable.hに定義さ
れた tune構造体で表わされます。カーネルが初期設定された後は、これらの変数の
値は、この tune構造体の対応フィールドに入ります。

以前のバージョンの『Solarisのシステム管理 (第 2巻)』を始め、さまざまなマニュア
ルには、tune構造体の変数に値を設定する適切な方法として tune:field-name (field-
nameには前述の実際の変数名を指定する)という構文が指定されていました。しか
し、この設定は何のメッセージもなく失敗します。ブート時にこの構造体に変数を設
定するには、必要なフィールド名に対応する特別な変数を初期設定する必要がありま
す。そうすれば、これらの値がシステム初期設定プロセスで tune構造体にロードさ
れます。

複数のチューニングパラメータが置かれるもう 1つの構造体に、vという名前の var
構造体があります。var構造体の定義は /usr/include/sys/var.hファイルにあ
ります。autoupや bufhwmなどの変数の実行時の状態はここに格納されます。
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システムの動作中に tune構造体や v構造体を変更しないでください。システムの動
作中にこれらの構造体のフィールドを変更すると、システムがパニックになることが
あります。

システム構成情報の閲覧
システム構成を調べるツールはいくつかあります。ツールには、root特権が必要なも
のもあれば、非特権ユーザーが実行できるものもあります。動作中のシステム上で
mdbを使うか、あるいは kadbでブートし、カーネルデバッガですべての構造体や
データアイテムを調べることができます。

sysdef
sysdef(1M)コマンドは、System V IPC設定や、STREAMSチューニング可能パラ
メータ、プロセスリソースの制限値、tune構造体と v構造体の各部分の値などを表
示します。たとえば、512Mバイトの Ultra™ 80システム上で sysdefを実行する
と、「チューニング可能パラメータ」セクションは次のように表示されます。

10387456 maximum memory allowed in buffer cache (bufhwm)
7930 maximum number of processes (v.v_proc)
99 maximum global priority in sys class (MAXCLSYSPRI)

7925 maximum processes per user id (v.v_maxup)
30 auto update time limit in seconds (NAUTOUP)
25 page stealing low water mark (GPGSLO)
5 fsflush run rate (FSFLUSHR)
25 minimum resident memory for avoiding deadlock (MINARMEM)

25 minimum swapable memory for avoiding deadlock (MINASMEM)

kstat
kstatデータ構造体群は、さまざまなカーネルのサブシステムやドライバによって維
持されています。この構造体群は、カーネル内のデータをユーザープログラムに提供
する機構を提供します。この機構を利用する場合、プログラムはカーネルのメモリー
を読んだり、root特権を持つ必要はありません。詳細については kstat(3KSTAT)を
参照してください。

Solaris 8リリースから、コマンド行インタフェースから kstat構造体群を選択して
表示できる kstat(1M)が提供されています。 kstat情報を処理する Perlモジュー
ル kstat(3EXT)も利用できます。
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注 – Solaris 9リリースは cachefreeをサポートしないため、unixモジュール内に
あるsystem_pagesという名前のkstat構造体群は、 cachefreeの統計を記録しま
せん。
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第 2章

Solarisカーネルのチューニング可能パ
ラメータ

この章では、ほとんどの Solarisのカーネルのチューニング可能パラメータについて記
述しています。

� 28ページの「一般的なパラメータ」
� 30ページの「fsflushとそれに関連するチューニング可能パラメータ」
� 35ページの「プロセスのサイズのチューニング可能パラメータ」
� 39ページの「ページング関連のチューニング可能パラメータ」
� 51ページの「スワッピング関連の変数」
� 53ページの「一般的なカーネル変数」
� 54ページの「カーネルメモリーアロケータ」
� 56ページの「一般的なドライバ」
� 58ページの「一般的な入出力」
� 61ページの「一般的なファイルシステム」
� 66ページの「UFS」
� 72ページの「TMPFS」
� 73ページの「仮想端末」
� 76ページの「ストリーム」
� 77ページの「System Vメッセージキュー」
� 80ページの「System Vセマフォ」
� 85ページの「System V共有メモリー」
� 88ページの「スケジューリング」
� 89ページの「タイマー」
� 90ページの「Sun4u特有」
� 91ページの「Solarisボリュームマネージャのパラメータ」
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チューニング可能パラメータ情報の記載
箇所

チューニング可能パラメータ 参照箇所

NFSのチューニング可能パラメータ 第 3章

TCP/IPチューニング可能パラメータ 第 4章

ネットワークキャッシュとアクセラレータ
(NCA)のチューニング可能パラメータ

第 5章

一般的なパラメータ
この節では、物理メモリーやスタックサイズに関する一般的なカーネルパラメータに
ついて説明します。

physmem
説明 OSとファームウェアを除いたメモリーの物理ページ

数に関するシステムの値を変更します。

データ型 符号なし long

デフォルト そのシステムで使用できる物理メモリーのページ
数。これには、コアカーネルとそのデータが格納さ
れているメモリーは含まれません。

範囲 1からシステムの物理メモリーの総量まで

単位 ページ

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか より少ない物理メモリーで実行したときの影響を調
べたい場合。このパラメータに対しては、コアカー
ネルやそのデータ、その他のさまざまなデータ構造
体 (起動処理の初期に割り当て)などのメモリーは考
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慮されません。したがって、physmemの値は、より
小さなメモリー量を表わすよう、想定したページ数
より小さくすべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

lwp_default_stksize
説明 カーネルスレッドが作成されるときに、呼び出し

ルーチンが使用するサイズを明示的に指定しない場
合に使用される、スタックのサイズのデフォルト
値。

データ型 整数

デフォルト 32ビットの SPARCや IAベースのプラットフォーム
では 8192

64ビットの sun4uプラットフォームでは 16,384

範囲 0から 262,144

単位 バイト。ただし、getpagesize(3C)から返される
値の倍数。

動的か はい。変数の変更後、作成されるスレッドに影響が
あります。

検査 8192以上 262,144 (256 × 1024)以下で、かつシステム
ページサイズの倍数でなければなりません。これら
の条件が満たされないと、次のメッセージが表示さ
れます。

Illegal stack size, Using N

Nの値は、上述のデフォルト値です。

どのような場合に変更するか スタック容量が足りないためにシステムがパニック
になる場合。この問題を解決する最もよい方法は、
システムが容量を使い果たす原因を明らかにし、そ
れを修正することです。デフォルトのスタックサイ
ズを増やすと、ほとんどすべてのカーネルスレッド
のスタックが大きくなるため、カーネルのメモリー
使用量が増加します。増加した容量は一般には使用
されず、無駄になります。さらに、カーネルの使用
量が増えると、同じメモリープールを使用する他の
リソースの容量が少なくなるため、システムの作業
を行う能力が低下するおそれがあります。副次的な
影響には、カーネルが作成できるスレッドの数が少
なくなるということがあります。したがって、この
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方法は、根本的な原因が解消されるまでの一時的な
回避策として使用すべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

logevent_max_q_sz
説明 キューに入れることができる、syseventdデーモ

ンへの配送を待つシステムイベントの最大数。シス
テムイベントキューのサイズがこの制限に達する
と、他のシステムイベントをキューに入れることは
できません。

データ型 整数

デフォルト 2000

範囲 0からMAXINT

単位 システムイベント

動的か はい

検査 ddi_log_syseven(9F)と
sysevent_post_event(3SYSEVENT)を介してシ
ステムイベントが生成されるたびに syseventフレー
ムワークはこの値をチェックします。

どのような場合に変更するか システムイベントのログ、生成、または送信が失敗
したことをエラーログメッセージが示す場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

fsflushとそれに関連するチューニン
グ可能パラメータ
この節では、fsflushとそれに関連するチューニング可能パラメータについて説明し
ます。
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fsflush
システムデーモン fsflushは定期的に実行され、主に次の 3つのことを行います。

� fsflushは、呼び出されるたびに次のことを行います。

1. 一定の時間を経過したダーティーなファイルシステムページをディスクにフ
ラッシュします。

2. メモリーの一部を調べ、変更されているページをそれぞれのバッキングストア
に書き込みます。ページは、変更されており、かつ次の条件のどれにも該当し
ない場合に書き込まれます。

� カーネルページである
� 空いている
� ロックされている
� スワップデバイスに関連付けられている
� 現在入出力操作に使用されている

この結果、書き込み権に基づいて mmapされ、かつ実際に変更されている
ファイルのページがフラッシュされます。

ページはバッキングストアにフラッシュされますが、それを使用しているプロ
セスとの接続は保たれます。フラッシュしておくと、システムのメモリーが不
足したときのページの再利用が簡単になります。これは、フラッシュ後にその
ページが変更されていなければ、ページを回収する前にそのページをバッキン
グストアに書き出す必要がなくなり、遅延を避けられるからです。

3. ファイルシステムのメタデータをディスクに書き込みます。この書き込みは n
回目の呼び出しごとに行われます。nはさまざまな構成変数から計算されま
す。詳細は、31ページの「tune_t_fsflushr」と 28ページの「チューニン
グ可能パラメータ情報の記載箇所」を参照してください。

呼び出しをどのような頻度で行うかや、メモリー走査を実行するかどうか、ファイル
システムデータのフラッシュを行うかどうか、そしてそのフラッシュをどのような頻
度で行うかは、構成可能です。

ほとんどのシステムでは、fsflushによって、メモリーの走査と、ファイルシステム
メタデータの同期化を行うのが一般的です。システムの使用状況によっては、メモ
リーの走査はほとんど意味がなかったり、CPU時間を使用しすぎることがあります。

tune_t_fsflushr
説明 fsflushを呼び出す間隔を秒単位で指定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 5

範囲 1からMAXINT
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単位 秒

動的か いいえ

検査 値がゼロ以下の場合は、値は 5に再設定され、警告
メッセージが出力されます。このチェックが行われ
るのはブート時だけです。

どのような場合に変更するか 下記の autoup を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

autoup
説明 個々の呼び出しでダーティーページに関して検査す

るメモリー量と、ファイルシステム同期操作の頻度
を、tune_t_flushrとともに制御します。

さらに、autoupの値は、空リストからバッファを
書き出すかどうかの制御にも使用されます。
B_DELWRIフラグが付いているバッファ (変更され
ているファイルコンテンツページ)は、空リストに置
かれている時間が autoup秒を超えると書き出されま
す。autoupの値を増やすと、バッファがメモリー
に置かれている時間が長くなります。

データ型 符号付き整数

デフォルト 30

範囲 1からMAXINT

単位 秒

動的か いいえ

検査 autoup がゼロ以下の場合は、30 に再設定され、警
告メッセージが出力されます。このチェックが行わ
れるのはブート時だけです。

暗黙的制約 autoupは tune_t_fsflushrの整数倍でなければ
なりません。最小でも autoupは
tune_t_fsflushrの 6倍以上でなければなりませ
ん。そうでないと、fsflushが呼び出されるたび
に余計なメモリーが走査されます。

dopageflushがゼロでない場合にメモリーを
チェックするためには、(全体のシステムページ数 ×
tune_t_fsflushr)が autoup以上でなければな
りません。
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どのような場合に変更するか autoupや tune_t_fsflushrの変更が必要になる
状況はいくつかあります。

� 大きなメモリーをもつシステム—この場合に
は、autoupを増やすと、fsflushの個々の呼
び出しで走査されるメモリー量が少なくなりま
す。

� メモリーの要求量が最小限のシステム— autoup
と tune_t_fsflushrを両方とも増やすと、走
査の回数が減ります。autoup対
tune_t_fsflushrの現在の比率を維持するに
は autoupも増やす必要があります。

� 一時ファイルの数が多いシステム (メールサー
バーやソフトウェアビルドマシンなど) —多数の
ファイルが作成されて削除された時、fsflush
によって、これらのファイルのデータページが
ディスクに不必要に書き込まれるおそれがありま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

dopageflush
説明 fsflushの呼び出しで、変更されたページをメモ

リーから探すかどうかを制御します。fsflushの
個々の呼び出しでは、システムのメモリーページ数
が調べられます (動的再構成の操作によりメモリー
ページの数が変わっていることがある)。個々の呼び
出しでは、(全体のページ数 × tune_t_fsflushr)
/ autoupページが走査されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか システムページスキャナの実行がまれな場合
(vmstat出力の sr欄に値 0が示される)。

コミットレベル 変更の可能性あり
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doiflush
説明 fsflush呼び出しでファイルシステムメタデータの

同期化を行うかどうかを制御します。同期化は、
fsflushの N回目の呼び出しごとに行われます。
ここで N は (autoup / tune_t_fsflushr) で
す。これは整数の割り算であるため、
tune_t_fsflushrが autoupより大きいと、コー
ドが反復カウンタが N以上であるかどうかを
チェックするので、同期化は fsflushが呼び出さ
れるたびに行われます。Nは fsflushを実行する
ときに 1度だけ計算されることに注意してくださ
い。その後で tune_t_fsflushrや autoupを変
更しても、同期化操作の頻度に影響はありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 一定期間にファイルが頻繁に変更されるため、フ
ラッシュによる負荷がシステムの動作に悪影響を与
える場合。システムがリブートされる際に消えたり
状態の一貫性がどうなっても構わないファイルは、
TMPFSファイルシステム (/tmpなど)に置いた方が
いいでしょう。Solaris 7以降のリリースが動作して
いるシステムでは、mountの -noatimeオプション
を使用することによって、iノードトラフィックを減
らすことができます。このオプションを使うと、
ファイルがアクセスされた時に iノードの更新が行
われません。

リアルタイム処理を行うシステムでは、このオプ
ションを無効にし、アプリケーションによって
ファイルの同期化を明示的に行い、一貫性を保つこ
とを望むこともあるでしょう。

コミットレベル 変更の可能性あり
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プロセスのサイズのチューニング可能パ
ラメータ
システムで使用されるプロセスの数や個々のユーザーが作成できるプロセスの数を制
御する変数がいくつかあります。基本となる変数は maxusersです。この変数は、
max_nprocsや maxuprcに割り当てられる値の基になります。

maxusers
説明 maxusersは、当初、システムがサポートできるロ

グインユーザーの数を定義するものでした。カーネ
ルの生成時には、さまざまなテーブルのサイズがこ
の設定値に基づいて決められていました。しかし、
現在の Solarisリリースでは、サイズの決定は主にシ
ステムのメモリー総量に基づいて行われます。その
ため、今までの maxusersの使い方は、大部分が変
更になっています。ただし、次のサブシステムの数
は maxusersに基づいています。

� システムで使用できるプロセスの最大数
� システムに保持される割り当て構造体の数
� ディレクトリ名ルックアップキャッシュ (DNLC)
のサイズ

データ型 符号付き整数

デフォルト Mバイト単位のメモリー総量か 2048 (小さい方)

範囲 /etc/systemファイルに設定されていない場合
は、物理メモリーに基づいて、1から 2048。

/etc/systemファイルに設定されている場合は、1
から 4096。

単位 ユーザー

動的か いいえ。この変数に依存する変数を計算した後に
maxusersが再び参照されることはありません。

検査 なし

どのような場合に変更するか システムによって計算されたデフォルトのユーザー
プロセス数が小さすぎる場合。このような状況は、
システムコンソールに表示される次のメッセージで
わかります。
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out of processes

デフォルトのプロセス数が大きすぎる場合は、次の
ようにします。

� 多量のメモリーがあり、動作しているプロセスの
数が比較的少ないデータベースサーバーでは、
maxusersのデフォルト値を少なくすることに
よってシステムメモリーを節約できます。

� 多量のメモリーがあり、動作しているプロセスが
ほとんどないファイルサーバーでは、この値を減
らすことができます。ただし、DNLCのサイズを
明示的に設定する必要があります (61ページ
の「ncsize」を参照)。

� 多量のメモリーがあり、動作しているプロセスが
ほとんどない計算サーバーでは、この値を減らす
ことができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 165ページの「maxusers (Solaris 7
リリース)」を参照してください。

reserved_procs
説明 UIDが root (0)のプロセス (fsflushなど)のために

プロセステーブルに予約するシステムプロセスス
ロットの数を指定します。たとえば fsflushとし
ます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 5

範囲 5からMAXINT

単位 プロセス

動的か いいえ。最初のパラメータ計算の後は使用されませ
ん。

検査 Solaris 8および Solaris 9のリリースでは、どのよう
な /etc/system設定でも有効です。

コミットレベル 変更の可能性あり

どのような場合に変更するか たとえば、システムの UID 0 (root)のプロセスの数
を、通常の値から 10大きくした場合を考えてみてく
ださい。この設定をしないとユーザーレベルのプロ
セスを作れないような状況でも、この設定を行うこ
とによって rootでシェルを起動するために必要な余
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裕が生まれます。

pidmax
説明 このパラメータは、取り得る最大のプロセス IDの

値を指定します。これは Solaris 8以降のリリースで
有効です。

pidmaxは maxpid変数の値を設定します。した
がって、maxpidがいったん設定されると、pidmax
は無視されます。maxpidは、カーネルの別のとこ
ろで、最大のプロセス IDを判別したり、制約の
チェックを行うために使用されます。

/etc/systemファイルに maxpidエントリを追加
して設定しようとしても、効果はありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 30,000

範囲 266から 999,999

単位 プロセス

動的か いいえ。pidmaxの値を設定するためにブート時だ
け使用されます。

検査 値が reserved_procsの値や 999,999と比較され
ます。値が reserved_procsより小さいか 999,999
より大きいと、値は 999,999に設定されます。

暗黙的制約 max_nprocsに対して範囲の検査が行われ、
max_nprocsは常にこの値以下に保たれます。

どのような場合に変更するか このパラメータの変更は、1つのシステムで 30,000
を越えるプロセスを可能にするために必要となる手
順の 1つです。

コミットレベル 変更の可能性あり

max_nprocs
説明 システム上に作成できるプロセスの最大数。これに

は、システムプロセスとユーザープロセスが含まれ
ます。/etc/systemに指定する任意の値が
maxuprcの計算に使用されます。
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さらに、この値は、他のシステムデータ構造体のサ
イズを決める際にも使用されます。この変数が使用
される他のデータ構造体は次のとおりです。

� ディレクトリ名ルックアップキャッシュのサイズ
を決めるとき (ncsizeが指定されていない場合)

� UFSのディスク割り当て構造体を割り当てるとき
(ndquotが指定されていない場合)

� 構成されたシステム Vセマフォによって使用さ
れるメモリーの総量がシステム限度を超えていな
いか確認するとき

� sun4mおよび Intelプラットフォーム向けのハー
ドウェアアドレス変換のリソースを構成するとき

データ型 符号付き整数

デフォルト 10 + (16 x maxusers )

範囲 266から maxpidの値

動的か いいえ

検査 maxpidと比較し、それよりも大きい場合は、
maxpidに設定されます。Intelプラットフォームで
は、さらにプラットフォーム固有の値と比較されま
す。max_nprocsは、max_nprocs、maxpid、プ
ラットフォーム値のうち最も小さい値に設定されま
す。両プラットフォームとも、プラットフォーム値
として 65,534を使用します。

どのような場合に変更するか このパラメータの変更は、1つのシステムで 30,000
を越えるプロセスを可能にするために必要となる手
順の 1つです。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 166ページの「max_nprocs (Solaris
8より前のリリース)」を参照してください。

maxuprc
説明 1ユーザーが 1つのシステム上に作成できるプロセ

スの最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト max_nprocs - reserved_procs

範囲 1から max_nprocs - reserved_procs

単位 プロセス
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動的か いいえ

検査 max_nprocs - reserved_procsと比較され、小さ
い方に設定されます。

どのような場合に変更するか 1ユーザーが作成できるプロセスの数を強く制限す
るために、デフォルト値より小さい値を指定したい
場合 (システムが作成できるプロセスの数が多くて
も)。この限度を超えると、次の警告メッセージがコ
ンソールかメッセージファイルに出力されます。

out of per-user processes for uid N

コミットレベル 変更の可能性あり

ページング関連のチューニング可能パラ
メータ
Solaris環境は、必要に応じてページングされる仮想メモリーシステムです。システム
の稼働に伴ってページが必要になると、そのページがメモリーに読み込まれます。メ
モリーの占有率が一定のしきい値を超え、さらにメモリーの要求が続くと、ページン
グが発生します。ページングには、一定の変数で制御されるいくつかのレベルがあり
ます。

一般的なページングアルゴリズムは次のとおりです。

� メモリーの不足が認識されます。ページ走査スレッドが実行され、メモリーの
チェックを開始します。この際、2段階のアルゴリズムが使用されます。

1. 使用されていないページを識別します。

2. 一定の間隔後にもそのページが使用されていなければ、そのページを再利用の
対象とみなします。

ページが変更されていると、そのページの入出力をスケジュールする要求をページ
アウトスレッドに出し、走査スレッドはメモリーの監視を続けます。ページアウト
は、そのページをページのバッキングストアに書き込み、空リストに置くようにし
ます。メモリーの走査では、ページの内容の区別はありません。ページは、データ
ファイルからのものもあれば、実行可能ファイルのテキスト、データ、スタックか
らのものもあります。

� システムのメモリーの使用が著しくなってくるに従い、このアルゴリズムは、再利
用の候補とみなすページや、ページングアルゴリズムを実行する頻度に関する基準
を強化します。詳細は、47ページの「fastscan」と 48ページ
の「slowscan」を参照してください。使用可能なメモリーが lotsfreeと
minfree間の範囲に入ると、システムは、ページアウトスレッドの各呼び出しで
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走査するメモリー総量を slowscanの値から fastscanの値に線形に増やしま
す。システムは、desfree変数を使用して、リソースの使用や動作に関する決定
数を制御します。

システムはページアウト操作に 1つの CPUの 4 %以内の使用に限定しようとしま
す。メモリーへの負荷が大きくなると、それに比例してページアウト操作をサポート
するために消費される CPU時間が増加し、最大で 1つの CPUの 80 %が消費されま
す。このアルゴリズムは、slowscanと fastscanの間のメモリ量の一部を調べ、
次の条件のどれかに当てはまると走査を終了します。

� メモリー不足を解消するだけのページが見つかった。
� 予定のページ数を調べた。
� 長すぎる時間が経過した。

ページアウトが走査を終了してもメモリー不足が解消しない場合は、後で別の走査が
1/4秒間スケジュールされます。

Solaris 9リリースでは、ページングサブシステムの構成機構が変更されています。シ
ステムは fastscan、slowscan、および handspreadpages の事前定義された値
を使用せずに、ブート時にこれらのパラメータへ適切な値を割り当てます。
/etc/systemファイル内のこれらの変数を設定すると、システムが最適でない数値
を使用する場合があります。

注意 – VMシステムのすべてのチューニングパラメータを /etc/systemから削除す
ることをお勧めします。まずデフォルトの設定値で実行してから、これらのパラメー
タの調整が必要かどうかを判定してください。また、cachefreeおよび
priority_pagingを設定しないでください。これらは Solaris 9リリースでは削除
されています。

Solaris 7 5/99リリースから、CPUとメモリーに対する動的再構成 (DR)がサポートさ
れています。メモリーの追加や削除を伴う DR操作があると、該当のパラメータが
/etc/systemに明示的に設定されていなければ、その値が再計算されます。
/etc/systemにパラメータが指定されている場合は、変数の値が制約に違反してい
ない限りその値が使用されます。違反している場合は、値がリセットされます。

lotsfree
説明 システムページングを開始する最初のトリガーで

す。ページ数がこのしきい値に達すると、ページス
キャナが立ち上がり、再利用するメモリーページを
探します。

データ型 符号なし long

デフォルト 物理メモリーの 1/64か 512Kバイト (大きい方)
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範囲 最小値は、512Kバイトか物理メモリーの 1/64の大
きい方です。この値は、getpagesize(3C)から返
されるページサイズに基づくページ数で表わされま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は、物理メモリーの 30%以内であるべきです。シス
テムは、「検査」の項目で記述されていなければ、
この範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーに関して DR操作が行われる
と、動的な変更は失われます。

検査 lotsfreeが物理メモリーの総量より大きい場合、
値はデフォルトにリセットされます。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか ページ要求が急激に増えるような場合には、メモ
リーアルゴリズムが要求に対応できないことがあり
ます。この問題を回避する 1つの方法は、メモリー
の再利用を早くに開始することです。これは、ペー
ジングシステムにいくらか余裕を与えることになり
ます。

経験則によると、このパラメータは、システムが 2
～ 3秒で割り当てる必要がある量の 2倍にします。
このパラメータの適正値は負荷によって異なりま
す。DBMSサーバーはおそらくデフォルトの設定値
で問題なく機能しますが、ファイルシステム入出力
を頻繁に行うシステムでは、このパラメータを調整
する必要があります。

負荷が比較的安定し、メモリー総量が多いシステム
では、この値を下方に調整します。指定可能な最小
値は 512Kバイトで、この値は getpagesize(3C)
から返されるページサイズに基づくページ数で表わ
されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

desfree
説明 システムで常に空であることが望まれるメモリーの

総量です。
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データ型 符号なし整数

デフォルト lotsfree / 2

範囲 最小値は 256Kバイトか物理メモリーの 1/128の大
きい方です。この値は getpagesize(3C)から返さ
れるページサイズに基づくページ数で表わされま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 15%以内であるべきです。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 desfreeが lotsfreeより大きい場合、desfree
は lotsfree/2に設定されます。メッセージは表示
されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

副次的な影響 この変数の値を増やすと、いくつかの副次的な影響
が現われることがあります。この値がシステムの使
用可能なメモリー量に近づくかそれを超えると、次
のことが起ります。

� 使用可能なメモリーが desfreeを越えない限
り、非同期の入出力要求が処理されません。した
がって、desfreeの値を増やすと、増やす前な
ら処理されたであろう要求が拒否されることがあ
ります。

� NFSバージョン 3の非同期書き込みが、同期書
き込みとして実行されます。

� スワッパーが本来より早く立ち上がり、そのス
ワッパーの動作が、積極的な動作をする方向に傾
きます。

� システムに前もって読み込む実行可能ページの数
が本来よりも少なくなることがあります。この副
次的な影響の結果、アプリケーションの動作が本
来よりも遅くなる可能性があります。
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どのような場合に変更するか 負荷が比較的安定し、メモリー総量が多いシステム
では、この値を下方に調整します。指定可能な最小
値は 256Kバイトで、この値は getpagesize(3C)
から返されるページサイズに基づくページ数で表わ
されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

minfree
説明 許容できる最小限のメモリーレベル。メモリーがこ

の値を下回ると、システムは、ページアウト操作を
正常に完了するか、複数のプロセスをメモリーから
完全にスワップアウトするために必要な割り当てを
行い、他の割り当て要求を拒否するかブロックしま
す。

データ型 符号なし整数

デフォルト desfree / 2

範囲 最小値は 128Kバイトか物理メモリーの 1/256の大
きい方です。この値は getpagesize(3C)から返さ
れるページサイズに基づくページ数で表わされま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 7.5%以内であるべきです。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 minfreeが desfreeより大きい場合、minfree
は desfree/2に設定されます。メッセージは表示
されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
下方に調整します。指定可能な最小値は 128Kバイ

第 2章 • Solarisカーネルのチューニング可能パラメータ 43



トで、この値は getpagesize(3C)から返される
ページサイズに基づくページ数で表わされます。

コミットレベル 変更の可能性あり

throttlefree
説明 ブロック可能なメモリー割り当ての要求を、その要

求を満足できるメモリーがある場合でも休眠状態に
置くメモリーレベル。

データ型 符号なし整数

デフォルト minfree

範囲 最小値は 128Kバイトか物理メモリーの 1/256の大
きい方です。この値は getpagesize(3C)から返さ
れるページサイズに基づくページ数で表わされま
す。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 4%以内であるべきです。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 throttlefreeが desfreeよりも大きい場合、
throttlefreeは minfreeに設定されます。
メッセージは表示されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
下方に調整します。指定可能な最小値は 128Kバイ
トで、この値は getpagesize(3C)から返される
ページサイズに基づくページ数で表わされます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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pageout_reserve
説明 ページアウトスレッドやスケジューラスレッドのた

めに予約されるページ数。使用可能なメモリーがこ
の値を下回ると、ページアウトやスケジューラ以外
のプロセスに対するブロックしない割り当ては拒否
されます。ページアウトには専用の小さなメモリー
プールが必要です。ページアウトは、ページを
バッキングストアに書き込む入出力に必要なデータ
構造体をここから割り当てます。この変数は、メモ
リー不足が極めて深刻な場合でもページアウト操作
を行えるように、Solaris 2.6リリースから導入され
ました。

データ型 符号なし整数

デフォルト throttlefree / 2

範囲 最小値は 64Kバイトか物理メモリーの 1/512の大き
い方です。この値は getpagesize(3C)から返され
るページサイズに基づくページ数で表わされます。

最大値は物理メモリーのページ数です。この最大値
は物理メモリーの 2%以内であるべきです。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 pageout_reserveが throttlefree / 2より大き
い場合、pageout_reserveは throttlefree / 2
に設定されます。メッセージは表示されません。

暗黙的制約 lotsfreeが desfreeよりも大きく、desfreeが
minfreeよりも大きいという関係が常に維持される
ようにする必要があります。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。負荷が比較的安
定し、メモリー総量が多いシステムでは、この値を
下方に調整します。指定可能な最小値は 64Kバイト
で、この値は getpagesize(3C)から返されるペー
ジサイズに基づくページ数で表わされます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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pages_pp_maximum
説明 ロックされていないことをシステムが要求するペー

ジ数を定義します。ページのロック要求によって使
用可能なメモリーがこの値を下回る場合は、その要
求は拒否されます。

データ型 符号なし long

デフォルト tune_t_minarmem + 100か、ブート時に使用可能
なメモリーの4% + 4Mバイト (大きい方)

範囲 システムが強制する最小値は tune_t_minarmem +
100。最大値はありません。

単位 ページ

動的か はい、ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、計算された値にリセットされま
す。

検査 /etc/systemファイルで指定された値、またはデ
フォルトで計算された値が tune_t_minarmem +
100よりも小さい場合、この値は
tune_t_minarmem + 100へリセットされます。

/etc/systemファイルからの値が増やされても、
メッセージは表示されません。ブート時とメモリー
の追加または削除を伴なう動的再構成が行われた場
合のみ実行されます。

どのような場合に変更するか メモリーのロック要求や、SHARE_MMUフラグを指
定した共有メモリーセグメントへの接続が失敗した
が、使用可能なメモリーが十分ありそうな場合。

大きすぎる値を設定すると、メモリーのロック要求
(mlock(3C)、mlockall(3C)および memcntl
(2))が不必要に失敗することがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 170ページの「pages_pp_maximum
(Solaris 9より前のリリース)」を参照してくださ
い。
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tune_t_minarmem
説明 デッドロックを避けるために維持すべき最小限の使

用可能な常駐 (スワップされない)メモリー。この値
は、オペレーティングシステムのコアによって使用
されるメモリー部分を予約するために使用されま
す。この方法で予約されたページは、OSが使用可能
なメモリーの最大量を判定するときにはカウントに
入れられません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 25

範囲 1から物理メモリー

単位 ページ

動的か いいえ

検査 なし。値が大きいと、物理メモリーが無駄になりま
す。

どのような場合に変更するか 一般にはデフォルト値で十分です。システムが
ロックアップし、問題がメモリーが利用できないこ
とに起因していることをデバッグ情報が示している
場合は、この値を増やすことを検討してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

fastscan
説明 メモリーが最も逼迫しているときにシステムが 1秒

間に調べるページの最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 64Mバイトか物理メモリーの 1/2 (小さい方)

範囲 1から物理メモリーの 1/2

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 最大値は、64Mバイトと物理メモリーの 1/2のうち
で小さい方です。
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どのような場合に変更するか メモリー不足のときにメモリーの走査を強化したい
場合。特に、システムでメモリーの要求が急激に多
くなることがある場合や、多数のファイル入出力が
行われることがある場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

slowscan
説明 メモリーを再利用するためにシステムが 1秒間に調

べるページの最小数

データ型 符号付き整数

デフォルト 物理メモリーの 1/20 (ページ数)か 100 (小さい方)

範囲 1から fastscan / 2

単位 ページ

動的か はい。ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、新しい物理メモリーの値から計
算された値にリセットされます。

検査 slowscanが fastscan / 2より大きい場合、
slowscanは fastscan / 2に設定されます。
メッセージは表示されません。

どのような場合に変更するか メモリー不足のときにメモリーの走査を強化したい
場合。特に、システムでメモリーの要求が急激に多
くなるときがある場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

min_percent_cpu
説明 pageoutで使用できる最小の CPUの割合 (%)。こ

の変数は、ページスキャナで使用できる最大時間を
判定するための開始点として使用されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 4

範囲 1から 80

単位 %
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動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 複数の CPUと多くのメモリーを備えたシステム (こ
のようなシステムではメモリーの要求が急激に多く
なるときがある)でこの値を増やすと、ページャがメ
モリーの検出に使用できる時間が増えます。

コミットレベル 変更の可能性あり

handspreadpages
説明 Solaris環境では、2針クロックアルゴリズムを使用

して、メモリーが少なくなったときにメモリー再利
用の候補となるページを探します。最初の針はメモ
リーに使用されていないという印を付けていきま
す。次の針は、最初の針の少し後から、そのページ
に依然として使用されていないという印が付けられ
ているかを調べます。使用されていなければ、その
ページが再利用の対象になります。最初の針と次の
針の間隔が handspreadpagesです。

データ型 符号なし long

デフォルト fastscan

範囲 1からシステムの物理メモリーの最大ページ数

単位 ページ

動的か はい。このパラメータを変更する場合、カーネル変
数 reset_handsもゼロ以外の値に設定する必要が
あります。handspreadpagesの新しい値がいった
ん認識されると、reset_handsはゼロに設定され
ます。

検査 物理メモリーの総量と handspreadpagesの値のう
ちで小さい方に設定されます。

どのような場合に変更するか 再利用される前にページがメモリー上に存在するか
もしれない時間を増やしたい場合。この値を増やす
と 2つの段階の間の時間が長くなるため、ページが
再利用されるまでの時間が増えます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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pages_before_pager
説明 入出力が終了したら、再利用に備えてページを保存

する代わりに、それらのページをただちに解放する
ことを示すシステムしきい値の一部です。このしき
い値は lotsfree + pages_before_pager です。
さらに、NFS環境も、メモリーが不足するとこのし
きい値を使用して非同期の活動を減らします。

データ型 符号付き整数

デフォルト 200

範囲 1から物理メモリーのページ数

単位 ページ

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか 入出力の大半が、一度だけ読み取られたり書き込ま
れたりするだけで、再び参照されることがないペー
ジに対するものである場合。この変数を大きなメモ
リーの値に設定すると、ページは空リストに追加さ
れ続けます。

システムが突発的に深刻なメモリー不足に陥る可能
性がある場合。この値を増やすと、メモリー不足に
対する備えがそれだけ強化されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

maxpgio
説明 ページングシステムがキューに入れることができる

ページ入出力要求の最大数。ページングシステム
は、実際に使用する最大数を計算するために、この
数字を 4で割ります。これは、要求の数を制限する
他に、プロセスのスワッピングを制御するためにも
使用されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 40

範囲 1から 1024

単位 入出力

動的か いいえ
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検査 なし

暗黙的制約 ページャからの入出力要求の最大数は、要求
バッファのリストのサイズによって制限されます。
現在のサイズは 256です。

どのような場合に変更するか システムが突発的に深刻なメモリー不足に陥る可能
性がある場合。この値を増やすと、複数のスワップ
デバイスが構成されているか、スワップデバイスが
ストライプデバイスである場合、メモリー不足の解
消が早くなります。

コミットレベル 変更の可能性あり

スワッピング関連の変数
Solaris環境のスワッピングは、swapfs擬似ファイルシステムによって行われます。
スワップデバイスの空間と物理メモリーを合わせたものが、匿名メモリーのバッキン
グストアを維持するために利用可能な空間プールとして扱われます。システムは、
バッキングストアとして最初にディスクデバイスから空間を割り当てようとし、その
次に物理メモリーを使用します。swapfsがバッキングストアとしてシステムメモリー
を使用しなければならない場合は、swapfsによるメモリーの使いすぎによってシステ
ムがデッドロックに陥ることがないように制約が課せられます。

swapfs_reserve
説明 システム (UID = 0)プロセスによる使用のために予

約するシステムメモリー量です。

データ型 符号なし long

デフォルト 4Mバイトか物理メモリーの 1/16 (小さい方)

範囲 最小値は 4Mバイトか物理メモリーの 1/16の小さい
方です。この値は getpagesize(3C)から返される
ページサイズに基づくページ数で表わされます。

最大値は物理メモリーのページ数です。最大値は、
物理メモリーの 10%以内であるべきです。システム
は、「検査」の項目で記述されていなければ、この
範囲を強制しません。

単位 ページ

動的か いいえ
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検査 なし

どのような場合に変更するか 変更は一般には必要ありません。ソフトウェアプロ
バイダからの推奨があったり、スワップ空間が取得
できないためにシステムプロセスが終了してしまう
場合だけ変更します。しかし、それより良い解決策
は、物理メモリーかスワップデバイスをシステムに
追加することです。

コミットレベル 変更の可能性あり

swapfs_minfree
説明 システムのその他の部分のために空き状態に保つこ

とが望ましい物理メモリーの量。プロセスのス
ワップ空間としてメモリーを予約しようするとき
に、それによって使用可能なメモリーがこの値を下
回るおそれがあるとシステムが判断する場合、この
要求は拒否されます。この方法で予約されたページ
は、カーネルやユーザーレベルプロセスによって
ロックダウンされた割り当てに対してのみ使用でき
ます。

データ型 符号なし long

デフォルト 2Mバイトか物理メモリーの 1/8 (大きい方)

範囲 1から物理メモリーのページ数

単位 ページ

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか システムに使用可能なメモリーがあるのにスワップ
空間が得られないためにプロセスが失敗する場合

コミットレベル 変更の可能性あり
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一般的なカーネル変数

noexec_user_stack
説明 スタックを実行不能と印付けすることを可能にしま

す。これは、バッファオーバーフロー攻撃を困難に
する上で有効です。

64ビットカーネルが動作している Solarisシステム
は、デフォルトで、すべての 64ビットアプリケー
ションのスタックを実行不能にします。64ビット
カーネルおよび 32ビットカーネルが動作するシステ
ムで 32ビットアプリケーションのスタックを実行不
能にするには、この変数の設定が必要です。

注 –この変数は Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8、ま
たは Solaris 9が動作しているすべてのシステムに存
在しますが、sun4u、sun4mアーキテクチャでのみ
有効です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい。ただし、すでに実行中のプロセスに対しては
無効です。値が設定された後に起動されたプロセス
に対してのみ有効です。

検査 なし

どのような場合に変更するか アプリケーションが、mprotect(2)を使用してス
タックを実行可能にすることなくスタックに実行可
能コードを意図的に置いている場合を除き、この変
数は常に有効にすべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 171ページ
の「noexec_user_stack (Solaris 2.6、Solaris７、
Solaris 8リリース)」を参照してください。
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カーネルメモリーアロケータ
Solarisカーネルメモリーアロケータは、カーネル内の各エンティティに使用するメモ
リーの断片を配分します。アロケータは、そのクライアントが使用するさまざまなサ
イズのキャッシュを作成します。一方、クライアントは、特定サイズの構造体の割り
当てのためなど、クライアントが使用するキャッシュの作成をアロケータに要求でき
ます。アロケータが管理する各キャッシュに関する統計は、kstat -c kmem_cache
コマンドで表示できます。

メモリーが壊されたために、システムがパニックになることがまれにあります。カー
ネルメモリーアロケータは、アロケータについての情報を収集するとともに、
バッファに対してさまざまな整合性チェックを行うデバッグインタフェースをサポー
トします。整合性チェックは、エラーが実際に起こった場所の近くでエラーを検出す
るのに役立ちます。収集された情報は、サポート担当者がパニックの原因を特定する
上で追加のデータを提供してくれます。

フラグを使用すると、システム操作で余分なオーバーヘッドと余分なメモリーの使用
が発生します。したがって、フラグの使用は、メモリーの損傷が疑われるときだけに
限るべきです。

kmem_flags
説明 Solarisカーネルメモリーアロケータには、Solaris環

境の内部的開発サイクル中に頻繁に使用されたさま
ざまなデバッグやテストのオプションがあります。
Solaris 2.5より前のリリースでは、これらのオプ
ションを、リリースされた Solarisバージョンで使用
することはできませんでした。しかし、Solaris 2.5リ
リースからは、これらのオプションのサブセットが
利用でき、kmem_flags変数で制御されます。
kmem_flags変数を設定するには、kadbをブート
し、その後カーネルを開始する前にこの変数を設定
しました。カーネルメモリーアロケータのインスタ
ンス化と /etc/systemファイルの解析のタイミン
グの問題のため、これらのフラグは Solaris 8より前
のリリースでは /etc/systemファイルに設定でき
ませんでした。

以下に、サポートされる 5つのフラグの設定につい
て説明します。
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表 2–1 kmem_flagsの設定値

フラグ 設定 説明

AUDIT 0x1 アロケータは、自身の活動の最近
の履歴が入ったログを維持しま
す。ログされる項目の数は、
CONTENTSも設定されているかど
うかによって異なります。ログの
サイズは固定であるため、空間が
足りなくなると、古いレコードか
ら順に再使用されます。

TEST 0x2 アロケータは解放されたメモリー
にパターンを書き込み、その
バッファを次に割り当てるとき
に、そのパターンが変更されてい
ないことをチェックします。
バッファの一部が変更されている
場合は、そのバッファを前に割り
当て、開放したエンティティがそ
のメモリーを使用した可能性が強
いことがわかります。上書きが検
知されると、システムがパニック
になります。

REDZONE 0x4 アロケータは要求された
バッファの終りに余分のメモリー
を割り当て、そのメモリーに特殊
なパターンを挿入します。そし
て、バッファが解放されたら、パ
ターンをチェックして、データが
バッファの終りより後ろに書き込
まれていないか調べます。上書き
が検知されると、カーネルがパ
ニックになります。

CONTENTS 0x8 アロケータは、バッファが解放さ
れると、バッファの内容を 256バ
イトまでログします。同時に
AUDITも設定する必要がありま
す。

これらのフラグの数値は、論理和
をとる (OR)ことができ、Solaris
8リリースでは /etc/system
ファイルで設定し、それより前の
リリースでは kadbをブートし
て、カーネルを開始する前にこれ
らのフラグを設定します。
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表 2–1 kmem_flagsの設定値 (続き)
フラグ 設定 説明

LITE 0x100 バッファの割り当てや解放で最小
限の妥当性検査を行います。この
フラグが有効になっていると、ア
ロケータは、レッドゾーンが書き
込まれていないことや、解放され
たバッファが再び解放されていな
いこと、解放されるバッファのサ
イズが割り当てられたものと同じ
であることをチェックします。こ
のフラグは、Solaris 7 3/99リ
リースから使用できるようになり
ました。このフラグは他のフラグ
と併用しないでください。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1～ 15、256 (0x100)

動的か はい。実行時の変更は、新しいカーネルメモリー
キャッシュだけに有効です。システムの初期設定後
に新しいキャッシュを作成することはまれです。

検査 なし

どのような場合に変更するか メモリーの損傷が疑われる場合

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的なドライバ

moddebug
説明 モジュールロードプロセスのさまざまなステップに

関するメッセージの表示を制御する変数です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (メッセージを表示しない)

範囲 以下の値が有用です。
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� 0x80000000 - [un] loading... メッセージを出
力します。モジュールがロードされるたびに、
次のようなメッセージがコンソールと
/var/adm/messagesファイルに出力されま
す。

Nov 5 16:12:28 sys genunix:
[ID 943528 kern.notice] load
’sched/TS_DPTBL’
id 9 loaded @ 0x10126438/
0x10438dd8 size 132/2064
Nov 5 16:12:28 sys genunix:
[ID 131579 kern.notice]

installing TS_DPTBL, module id 9.

� 0x40000000 -詳細なエラーメッセージを出力しま
す。モジュールがロードされるたびに、次のよう
なメッセージがコンソールと
/var/adm/messagesファイルに出力されま
す。

Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 284770 kern.notice]
kobj_open: can’t open /platform/SUNW,Ultra-
1/kernel/sched/TS_DPTBL
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 284770 kern.notice]
kobj_open: can’t open
/platform/sun4u/kernel/sched/TS_DPTBL
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 797908 kern.notice]
kobj_open: ’/kernel/sch...
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 605504 kern.notice]
descr = 0x2a
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 642728 kern.notice]
kobj_read_file: size=34,
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 217760 kern.notice]
offset=0
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 136382 kern.notice]
kobj_read: req 8192 bytes,
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 295989 kern.notice]
got 4224
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 426732 kern.notice]
read 1080 bytes
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
[ID 720464 kern.notice]
copying 34 bytes
Nov 5 16:16:50 sys krtld:
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[ID 234587 kern.notice]
count = 34
[33 lines elided]
Nov 5 16:16:50 sys genunix:
[ID 943528 kern.notice]
load ’sched/TS_DPTBL’
id 9 loaded @ 0x10126438/
0x10438dd8 size 132/2064
Nov 5 16:16:50 sys genunix:
[ID 131579 kern.notice]
installing TS_DPTBL, module id 9.
Nov 5 16:16:50 sys genunix:
[ID 324367 kern.notice]
init ’sched/TS_DPTBL’
id 9 loaded @ 0x10126438/

0x10438dd8 size 132/2064

� 0x20000000 -より詳細なメッセージを出力しま
す。「detailed error message」フラグがシ
ステムのブート時に出力する以上の情報は出力さ
れませんが、モジュールがアンロードされるとき
に、モジュールの解放に関する追加の情報が出力
されます。

これらの値は足し合わせて指定できます。

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 期待通りにモジュールがロードされない場合や、モ
ジュールのロード中にシステムがハングしている疑
いがある場合。「print detailed messages」を
設定すると、多数のメッセージがコンソールに書き
込まれるため、システムのブートがかなり遅くなる
ことに留意してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的な入出力

maxphys
説明 物理入出力要求の最大サイズ。要求がこのサイズよ

り大きいと、ドライバはこの要求を maxphysサイ
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ズの断片に分割します。個々のファイルシステムは
独立して制限値を持つことが可能で、実際に独立し
た制限値を持ちます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 126,976 (sun4m)、131,072 (sun4u)、57,344 (Intel)。
ワイド転送をサポートする sdドライバは 1,048,576
を使用します。ssdドライバはデフォルトで
1,048,576を使用します。

範囲 マシン固有のページサイズから MAXINT

単位 バイト

動的か はい。しかし、多くのファイルシステムでは、
ファイルシステムがマウントされるときに、この値
がマウントポイントごとのデータ構造体に設定され
ます。ドライバによっては、デバイスがドライバ固
有のデータ構造体に設定されるときに、この値が設
定されます。

検査 なし

どのような場合に変更するか rawデバイスに対する入出力を大きな断片で行う場
合。OLTP操作を伴う DBMSでは小さいサイズの入
出力が頻繁に行われることに留意してください。そ
の場合、maxphysを変更しても性能の向上は望めま
せん。

UFSファイルシステムに対して、64Kバイトを超え
る大量のデータの読み取りや書き込みを一度に行う
入出力を行う場合。ファイルシステムは、連続性が
増すように最適化すべきです。たとえば、シリンダ
グループのサイズを大きくし、シリンダグループ当
たりの iノードの数を減らす、などです。UFSで
は、転送する最大の入出力サイズは 1Mバイトに制
限されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

rlim_fd_max
説明 1つのプロセスがオープンできるファイル記述子

の「強い」限度。この制限を変更するには、スー
パーユーザー特権が必要です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 65,536
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範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりの最大オープンファイル数が十分
でない場合。ただし、システムには他の制限もある
ため、ファイル記述子の数を増やすことが必ずしも
有用とは限らないことに留意してください。

� 標準入出力を使用する 32ビットプログラムで
は、256ファイル記述子に制限されます。標準入
出力を使用する 64ビットプログラムでは、20億
の記述子まで使用できます。

� select(3C)では、デフォルトで、fd_setに
よって 1024記述子に限定されます。ただし、
Solaris 7リリース以降では、32ビットアプリ
ケーションコードをより大きな fd_setサイズ
(65,536以下)で再コンパイルできます。64
ビットアプリケーションの fd_setサイズは
65,536で、変更することはできません。

システム全体に対してこれを変更する別の方法とし
て plimit(1)コマンドがあります。plimitを使
用して親となるプロセスの限度を変更すると、すべ
ての子プロセスがその限度を継承します。これは
inetdなどのデーモンに便利です。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 173ページの「rlim_fd_max
(Solaris 8リリース)」を参照してください。

rlim_fd_cur
説明 1つのプロセスがオープンできるファイル記述子数

の「弱い」限度。プロセスは、自身のファイル記述
子数限度を、rlim_fd_maxで定義される「強い」
限度の範囲内で調整できます。それには、
setrlimit()呼び出しを使用するか、プロセスを
実行するシェルで limitコマンドを実行します。
「強い」限度の範囲内で値を調整する場合には、
スーパーユーザー特権は必要ありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 256
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範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ

検査 rlim_fd_maxと比較され、rlim_fd_curの方が
大きい場合は、rlim_fd_curは rlim_fd_maxに
リセットされます。

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりのデフォルトのオープンファイル
数が十分でない場合。この値を増やす意味は、プロ
グラムで setrlimit(2) を使用して自身で使用で
きる最大ファイル記述子数を増やす必要がなくなる
点にあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 172ページの「rlim_fd_cur
(Solaris 7およびそれ以前のリリース)」を参照して
ください。

一般的なファイルシステム

ncsize
説明 ディレクトリ名ルックアップキャッシュ (DNLC)の

エントリ数。このパラメータは、UFSや NFSが、解
決されたパス名の要素をキャッシュするときに使用
します。

Solaris 8 6/00リリースから、DNLCには、ネガ
ティブルックアップ情報もキャッシュされます。つ
まり、名前がキャッシュにない場合は、その名前が
キャッシュされます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 4 × (v.v_proc + maxusers) + 320

範囲 0から MAXINT

単位 DNLCのエントリ

動的か いいえ
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検査 なし。値を増やすと、ファイルシステムのアンマウ
ントに必要な時間が増えます。これは、アンマウン
トプロセスでそのファイルシステムのエントリを
キャッシュから削除する必要があるためです。

どのような場合に変更するか Solaris 8 6/00より前のリリースでは、キャッシュが
小さすぎるかどうかを判定するのは困難でした。し
かし、kstat -n ncstats から返されるエントリ数
を調べることにより、これを推定することが可能に
なりました。システムの負荷やファイルアクセスの
パターンに較べこの値が大きいように思われる場合
は、DNLCのサイズに原因があるかもしれません。

Solaris 8 6/00 リリース以降では、kstat -n
dnlcstatsを使用して、DNLCが小さすぎるため
に DNLCからエントリが削除されたことを知ること
ができます。pick_heuristicと pick_lastの合
計は、キャッシュが小さすぎるために再利用された
エントリ (そうでなければ有効であったはずのエント
リ)の数を表します。

ncsizeの値が大きすぎると、システムに直接的な
影響があることに留意してください。システムは、
ncsizeの値に基づいて DNLCの一連のデータ構造
体を割り当てるからです。32ビットカーネルが動作
しているシステムは ncsizeに 36バイトの構造体
を、64ビットカーネルが動作しているシステムは
ncsizeに 64バイトの構造体をそれぞれ割り当てま
す。さらに、ufs_inodeや nfs:nfs_rnodeが明
示的に設定されていない場合は、この値が UFSや
NFSにも影響を与えます。

コミットレベル 変更の可能性あり

rstchown
説明 chown(2)システム呼び出しの POSIX挙動が有効か

どうかを示します。POSIX挙動は次のとおりです。

� プロセスは、UID 0で動作していない限りファイ
ルの所有者を変更できない。

� プロセスは、UID 0で動作していない限り、
ファイルのグループ所有権を、現在メンバーに
なっていないグループに変更することはできな
い。

データ型 符号付き整数
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デフォルト 1 (POSIX挙動が使用されている)

範囲 0 = POSIX挙動が有効ではない、1 = POSIX挙動が
使用されている

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか POSIX挙動が適切でない場合。POSIX挙動をオフに
すると、さまざまなセキュリティホールの可能性が
出てくる点に留意してください。さらに、ユーザー
がファイルの所有権を別のユーザーに変更する可能
性も生じます。その場合は、新たに所有者になった
ユーザーかシステム管理者の介入なしにはその
ファイルの所有権を元に戻せません。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

segkpsize
説明 利用できるページング可能なカーネルのメモリー量

を指定します。このメモリーは主にカーネルス
レッドのスタックに使用されます。この値を増やす
と、スレッドの数を増やさないのであれば個々のス
レッドでより大きなスタックが使用でき、あるいは
より多くのスレッドを使用できるようになります。
このパラメータは、64ビットカーネルが動作してい
るシステムのみで設定できます。64ビットカーネル
が動作しているシステムは、デフォルトで、24Kバ
イトのスタックサイズを使用します。

データ型 符号なし long

デフォルト 64ビットカーネルでは 2Gバイト

32ビットカーネルでは 512Mバイト

範囲 64ビットカーネルでは 512Mバイトから 24Gバイト

32ビットカーネルでは 512Mバイト

単位 Mバイト

動的か いいえ

検査 値が最小値と最大値 (64ビットシステムの場合は
512Mバイトと 24Gバイト)と比較され、この範囲に
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ない場合、2Gバイトにリセットされ、それを表す
メッセージが表示されます。

キャッシュの作成で実際に使用されるサイズは、制
約チェックの後で segkpsizeに指定されている値
か、物理メモリーの 50%のうち、小さい方です。

どのような場合に変更するか システムで多数のプロセスをサポートする場合は、
このステップが必要です (他のステップも必要)。物
理メモリーが 1Gバイト以上あると想定すると、デ
フォルトサイズの 2Gバイトで、87,000以上のカー
ネルスレッドに対し 24Kバイトのスタックを作成で
きます。64ビットカーネルのスタックサイズは、プ
ロセスが 32ビットプロセスでも 64ビットプロセス
でも同じです。これより大きな数が必要な場合は、
物理メモリーが十分にあれば segkpsizeを増やす
ことができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 174ページの「segkpsize (Solaris
7およびそれ以前のリリース)」を参照してくださ
い。

dnlc_dir_enable
説明 大きなディレクトリキャッシュを可能にします。

データ型 符号なし整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい。しかし、このチューニング可能パラメータを
動的に変更してはいけません。これが無効になって
いれば有効に、有効になっていれば無効にすること
はできますが、このパラメータを有効にし、無効に
し、再び有効にすると、ディレクトリキャッシュが
最新の状態を表さないことがあります。

検査 なし

どのような場合に変更するか ディレクトリキャッシュ機能に既知の問題はありま
せんが、何らかの問題が発生した場合は、
dnlc_dir_enableを 0に設定してキャッシュを無
効にしてください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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dnlc_dir_min_size
説明 1つのディレクトリに対してキャッシュする前の最

小のエントリ数

データ型 符号なし整数

デフォルト 40

範囲 0からMAXUINT (無制限)

単位

動的か はい。いつでも変更できます。

検査 なし

どのような場合に変更するか 小さいディレクトリのキャッシュにおいてパフォー
マンスに問題がある場合は、dnlc_dir_min_size
を増やします。個々のファイルシステムに、
キャッシングディレクトリの独自の範囲限度がある
こともある点に留意してください。たとえば、UFS
ではディレクトリの最小は ufs_min_dir_cache
バイトです (1エントリ当たり 16バイトとして、お
よそ 1024エントリ）。

コミットレベル 変更の可能性あり

dnlc_dir_max_size
説明 1つのディレクトリに対してキャッシュする最大の

エントリ数

データ型 符号なし整数

デフォルト MAXUINT (無制限)

範囲 0からMAXUINT

動的か はい。いつでも変更できます。

検査 なし

どのような場合に変更するか 大きなディレクトリにおいてパフォーマンスに問題
がある場合は、dnlc_dir_max_sizeを減らしま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり
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UFS

bufhwm
説明 入出力バッファのキャッシュに使用するメモリー量の最大値。

バッファは、ファイルシステムのメタデータ (スーパーブロック、
iノード、間接ブロック、ディレクトリ)の書き込みに使用されま
す。バッファは、その量が bufhwmに達するまで必要に応じて割
り当てられます。bufhwmに達すると、バッファを再利用して要
求を満たします。

歴史的経緯により、このパラメータには ufs:接頭辞は必要あり
ません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 物理メモリーの 2%

範囲 80Kバイトから物理メモリーの 20%

単位 Kバイト

動的か いいえ。この値は、ハッシュバケットサイズの計算に使用された
後、データ構造体に格納されます。このデータ構造体は、
バッファの割り当てや解放に応じて、そのフィールドの値を調整
します。動作しているシステムのロック手順に従わずにこの値を
調整すると、正しくない動作を招くおそれがあります。

検査 bufhwmが 80Kバイトより小さいか、bufhwmが、物理メモリー
の 20%もしくは現在のカーネルヒープ値の 2倍のうち小さい方よ
り大きい場合、bufhwmは、物理メモリーの 20%か現在のカーネ
ルヒープ値の 2倍のうち小さい方にリセットされます。その場合
は、次のメッセージがシステムコンソールと
/var/adm/messagesファイルに出力されます。

"binit: bufhwm out of range (value attempted). Using N."

「value attempted」は、 /etc/system で指定された値また
は kadb -dによる値を表します。Nは使用可能なシステムメモ
リーに基づいてシステムが計算した値です。

どのような場合に
変更するか

バッファは必要が生じた時にのみ割り当てられるため、デフォル
ト設定によるオーバーヘッドは、考えられる最大のバッファ数を
処理するために必要になる制御構造体が割り当てられることで
す。これらの構造体は、32ビットカーネルでは想定される
バッファ当たり 52バイト、64ビットカーネルでは想定される
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バッファ当たり 104バイトを消費します。512Mバイトの 64
ビットカーネルでは、この構造体は 104*10144バイト (約 1Mバイ
ト)を消費します。ヘッダーの割り当てでは、バッファサイズは
1Kバイトであると想定します。ただし、ほとんどの場合、
バッファサイズはこれより大きいのが普通です。

バッファプール内でまだ割り当てられていないメモリー量を知る
には、カーネルデバッガを使用して、カーネルの bfreelist構
造体を調べます。この構造体の bufsizeフィールドが、残ってい
る可能性があるメモリーのバイト数です。mdbを使用して bufマ
クロでこのフィールドを表示するには、次のようにします。

# mdb -k
Loading modules: [ unix krtld genunix ip nfs ipc ]
> bfreelist$<buf
bfreelist:
[ elided ]
bfreelist + 0x78: bufsize [ elided ]

75734016

6Gバイトのメモリーを持つこのシステムの bufhwmは 122277で
す。要求される実際のバッファサイズは一般に 1Kバイトより大き
いため、使用されるヘッダー構造体の数を直接知ることはできま
せん。ただし、一部の領域は、このシステムに割り当てられた制
御構造体からうまく回収されることがあります。

512Mバイトシステム上でこの構造体が、10144Kバイトのうち 4K
バイトだけがまだ割り当てられていないことを示したとします。
また、kstat -n biostats で biostats の kstat を調べる
と、このシステムでは、buffer_cache_hitsと
buffer_cache_lookupsの割合も適切であることが分かったと
します。これらの情報は、このシステムのデフォルト設定である
ことを示します。

コミットレベル 変更の可能性あり

ndquot
説明 UFSファイルシステムに割り当てるべき割り当て

(quota)構造体の数。このパラメータは、1つまたは
複数の UFSファイルで割り当てが有効になっている
ときだけ適用されます。歴史的経緯により、ufs:
接頭辞は必要ありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト ((maxusers × 40) / 4) + max_nprocs

範囲 0からMAXINT
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単位 割り当て構造体

動的か いいえ

検査 なし。値が大きすぎると、システムがハングしま
す。

どのような場合に変更するか デフォルトの割り当て構造体数では十分でない場
合。このような状況は、コンソールやメッセージロ
グに出力される次のメッセージから判別できます。

dquot table full

コミットレベル 変更の可能性あり

ufs_ninode
説明 メモリーに保持する iノードの数。iノードは、

ファイルシステム単位ではなく、全体として
キャッシュされます (UFSの場合)。

この場合のキーとなる変数は ufs_ninodeです。こ
のパラメータを使用して、iノードキャッシュの処理
に関係する 2つのキーとなる境界値が計算されま
す。高位境界値は ufs_ninode / 2、下位境界値は
ufs_ninode / 4 で計算されます。

システムが iノードの処理を終わると、次のどちら
かが起こる可能性があります。

1. iノードによって参照されるファイルがもはやシ
ステムにないため、その iノードが削除される。i
ノードが削除されると、その空間は iノード
キャッシュに戻され、別の iノード (ディスクか
ら読み込まれるか、新規ファイル用に作成される
もの)用に使用されます。

2. ファイルは存在するが、実行プロセスに参照され
ていない。iノードは遊休キューに入れられま
す。参照されていたページはメモリーに残りま
す。

iノードを遊休化する場合、カーネルはこの遊休化処
理を一定の時期まで先送りします。ファイルシステ
ムがロギングファイルシステムの場合も、カーネル
は iノードの削除を先送りします。これを行うのは 2
つのカーネルスレッドです。それぞれのスレッドが
一方のキューを処理します。
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先送りされていた処理が終わると、システムはその i
ノードを削除キューか遊休キューに入れます。それ
ぞれのキューには、そのキューを処理できるス
レッドがあります。iノードがキューに入れられる
と、キューの占有率が下位境界値と比較され、占有
率が下位境界値を超えていると、そのキューに関連
するスレッドが起こされます。起こされるとス
レッドはキューを調べ、iノードに結びつけられた
ページがあればディスクに書き出し、iノードを解放
します。スレッドは、起こされた時にキューに
あった iノードの 50%を削除すると停止します。

遊休スレッドの処理が負荷に追いつかない場合は、2
つめの機構が使用されます。システムは、vnodeを
見つける必要があると、ufs_vgetルーチンを実行
します。vgetは「最初に」遊休キューの長さを調
べます。長さが高位境界値を超えていると、遊休
キューから 2つの iノード取り出し、遊休化します
(ページをフラッシュし、iノードを解放する)。vget
は、自身が使用する iノードを取得する「前に」こ
れを行います。

システムは、コア内にページがない iノードを遊休
リストの先頭に置き、ページがある iノードを遊休
リストの終わりに置くことによって最適化を図りま
す。しかし、リストの順序に関し、それ以外の処理
は行いません。iノードは常に遊休キューの先頭から
削除されます。

iノード全体がキューから削除されるのは、同期
(sync)、アンマウント、または再マウントが行われ
るときだけです。

歴史的経緯により、このパラメータには ufs:接頭
辞は必要ありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト ncsize

範囲 0からMAXINT

単位 iノード

動的か はい

検査 ufs_ninodeが 0以下の場合、この値は ncsizeに
設定されます。

どのような場合に変更するか デフォルトの iノード数では足りない場合。kstat
-n inode_cache で報告される maxsize
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reachedフィールドが kstatの maxsizeフィー
ルドより大きい場合は、ufs_ninodeの値が小さす
ぎる可能性があります。ただし、先に述べた iノー
ドの遊休化が過度に発生するのも問題です。

このような状況を知るには、kstat -n
inode_cache を使用して inode_cache kstat を
調べます。thread idles はバックグラウンドス
レッドが遊休化した i ノード数を、vget idles は i
ノードを使用する前の要求プロセスによる遊休数を
それぞれ表しています。

コミットレベル 変更の可能性あり

ufs:ufs_WRITES
説明 ufs_WRITESがゼロ以外の場合、ファイルに書き込

むべき未処理のバイト数が調べられます。次に、
ufs_HWを参照し、書き込みを行うべきか、未処理
のバイト数が ufs_LWになるまで書き込みを延期す
べきかが判定されます。未処理のバイト数のトータ
ルはファイルごとに管理されるため、あるファイル
の未処理のバイト数が限度を超えても、それが他の
ファイルに影響を与えることはありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか UFSの書き込みスロットル (抑制)を全体的にオフに
したい場合。十分な入出力能力がない場合は、この
パラメータを無効にすると、ディスクに対するサー
ビスキューが長くなるおそれがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

ufs:ufs_LWと ufs:ufs_HW
説明 ufs_HWは 1つのファイルに対する未処理のバイト

数の境界値です。未処理のバイト数がこの値を上回
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り、ufs_WRITESが設定されていると、書き込みは
延期されます。書き込みの延期は、書き込みを行う
スレッドを、条件変数で眠らせることで行われま
す。

ufs_LWは 1つのファイルに対する未処理のバイト
数の境界値です。これを下回ると、他の処理が休眠
状態となっている原因の条件変数が切り替えられま
す。書き込みが終了し、バイト数が ufs_LWを下回
ると、条件変数が切り替わり、それによってその変
数で待機しているすべてのスレッドが立ち上がり、
それぞれの書き込みを行おうとします。

データ型 符号付き整数

デフォルト ufs_LWの場合は 8 x 1024 x 1024、ufs_HWの場合は
16 x 1024 x 1024

範囲 0からMAXINT

単位 バイト

動的か はい

検査 なし

暗黙的制約 ufs_LWと ufs_HWは、ufs_WRITESがゼロでない
ときだけ意味があります。たとえば ufs_LWと
ufs_HWが近すぎると複数のスレッドが立ち上
がってもいずれも書き込みを実行できないことが
あったり、あるいは ufs_LWと ufs_HWが離れすぎ
ていると複数のスレッドが必要以上に待たされるこ
とがあるなどの不要な問題を避けるために、ufs_HW
と ufs_LWは共に変更する必要があります。

どのような場合に変更するか ファイルシステムがストライプ化ボリュームから構
成されている場合は、これらの値の変更を検討しま
す。使用可能な合計帯域幅が ufs_HWの現在の値を
簡単に超える可能性があります。残念ながら、この
値はファイルシステムごとに設定されるものではあ
りません。

ufs_throttlesが普通の値ではない場合。現在、
ufs_throttlesはカーネルデバッガでのみアクセ
スできます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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TMPFS

tmpfs:tmpfs_maxkmem
説明 TMPFSが自身のデータ構造体 (tmpnodeとディレ

クトリエントリ)に使用できるカーネルメモリーの最
大量

データ型 符号なし long

デフォルト 1ページまたは物理メモリーの 4% (どちらか大きい
方)。

範囲 1ページのバイト数 (UltraSPARC™システムの場合
は 8192、その他のシステムの場合は 4096)から、
TMPFSが最初に使用されたときに存在するカーネル
メモリーの 25%

単位 バイト

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 次のメッセージがコンソールやメッセージファイル
に出力される場合には、値を増やします。

tmp_memalloc: tmpfs over memory limit

TMPFSのデータ構造体に使用されている現在のメモ
リー量は、tmp_kmemspaceフィールドに保持され
ています。これは、カーネルデバッガで調べること
ができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tmpfs:tmpfs_minfree
説明 TMPFSがシステムの他の部分のために残しておくスワップ空間の

最小量

データ型 符号付き long

デフォルト 256

範囲 0からスワップ空間サイズの最大値
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単位 ページ

動的か はい

検査 なし

どのような場合に
変更するか

TMPFSが大量に使用されるシステムで適度なスワップ空間を維持
するために、この値を増やすことができます。次のメッセージが
コンソールやシステムメッセージファイルに出力された場合は、
使用量がこの限度に達したことを示しています。

fs-name: File system full, swap space limit exceeded

コミットレベル 変更の可能性あり

前のリリースから
の変更

詳細については 186ページの「tmpfs:tmpfs_minfree」を参照
してください。

仮想端末
仮想端末 (pty)は、Solarisにおいて主に 2つの目的で使用されます。

� telnet、rlogin、または rshコマンドを使用したリモートログインをサポート
する。

� Xウィンドウシステムがコマンドインタープリタウィンドウを作成するときに使用
するインタフェースを提供する。

デスクトップワークステーション用の仮想端末の数はデフォルトで十分なため、
チューニングの対象はリモートログイン用の ptyの数になります。

Solarisの以前のバージョンでは、ptyの数を明示的にシステムに構成する手順を行う
必要がありました。しかし、Solaris 8リリースからは、新しい機構により、ほとんど
の場合、このチューニングを行う必要はありません。pty数のデフォルト値はシステ
ムのメモリー量に基づいて計算されるようになったので、デフォルト値を増やした
り、減らしたりする必要があるのは、このデフォルト値を変更する場合だけです。

構成処理では、次の 3つの関連する変数が使用されます。

� pt_cnt - pty数のデフォルトの最大値
� pt_pctofmem - ptyサポート構造体専用に使用できるカーネルメモリーの割合

(%)
� pt_max_pty - pty数の「強い」制限の最大値

pt_cntのデフォルト値はゼロで、pt_max_ptyが設定されていない限り、システム
は pct_pctofmemに指定されたメモリー量に基づいてログインを制限します。
pt_cntがゼロでない場合は、この制限内で ptyが割り当てられます。この制限に達
すると、システムは pt_max_ptyを参照します。pt_max_ptyがゼロでなければ、
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pt_cntと比較され、pt_cntが pt_max_ptyより小さければ、pty割り当てが認め
られます。pt_max_ptyがゼロの場合は、pt_cntが、pt_pctofmemに基づいてサ
ポートされる ptyの数と比較されます。pt_cntがこの数より小さければ、pty割り
当てが認められます。pt_pctofmemに基づいた制限値が有効となるのは、pt_cnt
と ptms_ptymaxのデフォルト値が両方ともゼロの場合だけであることに留意してく
ださい。

ptyの「強い」制限値を、pt_pctofmemから計算される最大値と異なるものにする
には、/etc/systemの pt_cntと ptms_ptymaxに希望する pty数を設定します。
この場合、ptms_pctofmemの設定は関連しません。

システムメモリーの特定の割合を ptyサポートのためだけに割り当て、明示的な限度
の管理をオペレーティングシステムに任せる場合は、次のようにします。

� /etc/systemの pt_cntと ptms_ptymaxを設定しない。

� /etc/systemの pt_pctofmemに希望する割合 (%)を設定する。たとえば、10%
を割り当てる場合、pt_pctofmem=10。

このメモリーは、ptyのサポートに使用されるまで実際に割り当てられません。しか
し、メモリーがいったん割り当てられると、解放されません。

pt_cnt
説明 利用できる /dev/ptsエントリの数は、システムで

使用可能な物理メモリー量によって決まる上限まで
の間で動的に決められます。pt_cntは、システム
がサポートできるログイン数の最小値を決める 3つ
の変数のうちの 1つです。システムがサポートでき
る /dev/ptsデバイスのデフォルトの最大数は、
ブート時に、指定されたシステムメモリーの割合 (次
の pt_pctofmemを参照)に適合する pty構造体の
数を計算することによって決められます。pt_cnt
がゼロの場合、システムはこの最大数まで割り当て
ます。pt_cntがゼロでない場合は、システムは
pt_cntかデフォルトの最大数のうち大きい方まで
割り当てます。

データ型 符号なし整数

デフォルト 0

範囲 0から maxpid

単位 ログイン /ウィンドウ

動的か いいえ

検査 なし
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どのような場合に変更するか システムにリモートからログインできるユーザーの
数を明示的にコントロールしたい場合

コミットレベル 変更の可能性あり

変更履歴 詳細については 174ページの「pt_cnt (Solaris 7お
よびそれ以前のリリース)」を参照してください。

pt_pctofmem
説明 /dev/ptsエントリをサポートするためにデータ構

造体が消費できる物理メモリーの最大の割合 (%)。
64ビットカーネルのシステムでは /dev/ptsエント
リ当たり 176バイトを消費します。32ビットカーネ
ルのシステムでは /dev/ptsエントリ当たり 112バ
イトを消費します。

データ型 符号なし整数

デフォルト 5

範囲 0から 100

単位 %

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか システムにログインできるユーザーの数を制限する
か増やしたい場合。ゼロを指定すると、リモート
ユーザーがシステムにログインすることはできませ
ん。

コミットレベル 変更の可能性あり

pt_max_pty
説明 システムが提供する ptyの最大数

データ型 符号なし整数

デフォルト 0 (システムが定義した最大数を使用する)

範囲 0からMAXUINT

単位 ログイン /ウィンドウ

動的か はい

検査 なし
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暗黙的制約 pt_cnt以上でなければなりません。ただし、割り
当てられた ptyの数が pt_cntの値を超えるまで、
この値はチェックされません。

どのような場合に変更するか システムが、構成値に基づいてより多くのログイン
をサポートできる場合であっても、サポートするロ
グイン数の絶対的な上限を設定したい場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

ストリーム

nstrpush
説明 1つのストリームに挿入できる (プッシュできる)モ

ジュールの数

データ型 符号付き整数

デフォルト 9

範囲 9から 16

単位 モジュール

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか ソフトウェアベンダーの指定がある場合。STREAM
が許可されているプッシュカウントを超えても、
メッセージは出されません。プッシュを試みたプロ
グラムに EINVALという値が返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

strmsgsz
説明 1回のシステム呼び出しで STREAMに渡して

メッセージのデータ部分に入れることができるバイ
ト数の最大値。このサイズを超える write(2)はす
べて、複数のメッセージに分割されます。
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データ型 符号付き整数

デフォルト 65,536

範囲 0から 262,144

単位 バイト

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか putmsg(2)呼び出しが ERANGEを返す場合

コミットレベル 変更の可能性あり

strctlsz
説明 1回のシステム呼び出しで STREAMに渡して

メッセージの制御部分に入れることができるバイト
数の最大値。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1024

範囲 0からMAXINT

単位 バイト

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか ソフトウェアベンダーの指定がある場合。putmsg
(2)呼び出しがこの限度を超えようとすると、
ERANGEが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

System Vメッセージキュー
System Vメッセージキューは、カーネルが作成したキューを使用してメッセージを交
換する、メッセージ転送インタフェースを提供します。Solaris環境では、メッセージ
をキューに入れたりキューを解除したりするためのインタフェースが提供されます。
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メッセージは、自身の型を持つことができます。キューに入れる場合、メッセージは
キューの終わりに置かれます。キューを解除する場合は、指定された型の最初の
メッセージがキューから削除されます。型が指定されていない場合は、最初の
メッセージが削除されます。

このモジュールは最初の参照で動的にロードされます。サブシステムに提供されるパ
ラメータはそのときに検査されます。/etc/systemファイルのエントリには
msgsys:接頭辞が含まれていなければなりません。

この機能は POSIX 1003.1bメッセージキューの機能とは異なります。

Solaris 8リリースで、この機能のパラメータが一部変更されました。
msgsys:msginfo_msgssz、msgsys:msginfo_msgmap、
msgsys:msginfo_msgsegパラメータは廃止になりました。これらの変数は、エ
ラーメッセージを避けるためにそのまま残されています。これらのパラメータの値は
無視されます。

一度に処理できるメッセージの最大数は完全に msgsys:msginfo_msgtqlで定義さ
れるようになりました。この変数で指定された値に基づいたメッセージヘッダーの配
列が割り当てられ、空リストとして初期設定されます。メッセージの送信が必要にな
ると、この空リストが調べられ、使用できるヘッダーがあれば、メッセージデータを
処理するためにバッファがカーネルメモリーから割り当てられます。次に、データが
バッファにコピーされ、メッセージが宛先のキューに入れられます。メッセージが読
み取られると、バッファーは解放され、ヘッダーが空リストに置かれます。

Solarisの以前のバージョンでは、メッセージ数の制限は、
msgsys:msginfo_msgtqlを設定するか、メッセージバッファプールに割り当てら
れるメモリーセグメントの数とセグメントのサイズを制限することによって行われて
いました。モジュールは、最初にロードされるときに、メッセージの管理に必要な数
のデータ構造体を割り当てます。これらの構造体に割り当てられた空間の合計は、使
用可能なカーネルメモリーの 25%を超えることはできません。合計がこの値を超える
と、ロードは失敗し、次のメッセージが表示されます。

msgsys: can’t load module, too much memory requested

Solarisの以前のバージョンとは異なり、メッセージバッファプールはセットアップの
中には割り当てらませんし、25%のメモリー検査でも考慮されなくなりました。

msgsys:msginfo_msgmax
説明 System Vメッセージの最大サイズ

データ型 符号なし long

デフォルト 2048

範囲 0から物理メモリーの総量

単位 バイト
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動的か いいえ。msginfo構造体の msgmaxフィールドに
ロードされます。

検査 なし

どのような場合に変更するか msgsnd(2)呼び出しが EINVALエラーを返す場
合、またはソフトウェアベンダーが推奨する場合

コミットレベル 変更の可能性あり

msgsys:msginfo_msgmnb
説明 1つのメッセージキューに入れることができるバイ

ト数の最大値

データ型 符号なし long

デフォルト 4096

範囲 0から物理メモリーの総量

単位 バイト

動的か いいえ。msginfo構造体の msgmnbフィールドに
ロードされます。

検査 なし

どのような場合に変更するか msgsnd(2)呼び出しがブロックするか EAGAINエ
ラーを返す場合、またはソフトウェアベンダーが推
奨する場合

コミットレベル 変更の可能性あり

msgsys:msginfo_msgmni
説明 作成することができるメッセージキューの最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 50

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。msginfo構造体の msgmniフィールドに
ロードされます。

検査 なし

どのような場合に変更するか msgget(2)呼び出しが ENOSPCエラーを返す場
合、またはソフトウェアベンダーが推奨する場合
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コミットレベル 変更の可能性あり

msgsys:msginfo_msgtql
説明 作成できるメッセージの最大数。msgsnd(2)呼び

出しでこの限度を超える要求が行われた場合は、
メッセージヘッダーが使用可能になるまで要求は延
期されます。あるいは、その要求で IPC_NOWAITフ
ラグがオンに設定されていると、要求はエラー
EGAINで失敗します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 40

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。msginfo構造体の msgtqlフィールドに
ロードされます。

検査 なし

どのような場合に変更するか msgsnd(2)呼び出しがブロックするか EGAINエ
ラーを返す場合、またはソフトウェアベンダーが推
奨する場合

コミットレベル 変更の可能性あり

System Vセマフォ
System Vセマフォは Solaris環境で計数型セマフォを提供します。System Vセマ
フォでは、セマフォの標準的な設定/解放操作の他に、必要に応じて増分や減分を行
う値を持つことができます (たとえば、使用可能なリソースの数を表すなど)。セマ
フォ群に対して同時に操作を行う機能や、プロセスが終了すると、そのプロセスの最
後の操作をシステムが取り消す機能も提供されます。

セマフォは組で作成されます。

このモジュールは最初の参照で動的にロードされます。この時点で、サブシステムに
渡されたパラメータが検査され、セマフォを含むすべてのデータ構造体が作成されま
す。したがって、実行時にパラメータの値を変更することはできません。値を増やす
と、データ破壊の可能性があるからです。/etc/systemファイルのエントリは
semsys:接頭辞を含んでいなければなりません。

この機能は、POSIX 1003.1bセマフォ機能とは異なります。
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semsys:seminfo_semmni
説明 セマフォ識別子の最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 10

範囲 1から 65,535

動的か いいえ

検査 SEMA_INDEX_MAX (現在は 65,535)と比較し、それよ
り大きい場合は、SEMA_INDEX_MAXの値にリ
セットされます。警告メッセージがコンソールかシ
ステムメッセージファイル (またはその両方)に書き
込まれます。

どのような場合に変更するか デフォルトの組数では不十分な場合。一般には、ソ
フトウェアベンダーの推奨があった場合に変更しま
す。現在の設定値を越えるセットを作成しようとし
ても、エラーメッセージは表示されません。semget
(2)呼び出しからアプリケーションにリターンコー
ド ENOSPCが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semmns
説明 システムにおける System Vセマフォの最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 60

範囲 1からMAXINT

動的か いいえ

検査 セマフォとそれらに関係するデータ構造体によって
消費され得る空間の量が、モジュールが最初にロー
ドされるときに使用可能なカーネルメモリーの 25%
と比較されます。使用される容量がこのメモリーの
しきい値より大きい場合、モジュールはロードを拒
否し、セマフォ機能は利用できません。

どのような場合に変更するか デフォルトのセマフォ数では不十分な場合。一般に
は、ソフトウェアベンダーの推奨があった場合に変
更します。設定された値を越える数のセマフォを作
成しようとしても、エラーメッセージは表示されま
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せん。semget(2)呼び出しからアプリケーション
にリターンコード ENOSPCが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semvmx
説明 セマフォに設定できる最大値

データ型 符号なしshort

デフォルト 32,767

範囲 1から 65,535

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
この最大値を越えても、エラーメッセージは表示さ
れません。semop(2)呼び出しからアプリケー
ションにリターンコード ERANGEが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semmsl
説明 1つのセマフォ識別子当たりの System Vセマフォ数

の最大値

データ型 符号付き整数

デフォルト 25

範囲 1からMAXINT

動的か いいえ

検査 セマフォとそれらに関係するデータ構造体によって
消費され得る空間の量が、モジュールが最初にロー
ドされるときに使用可能なカーネルメモリーの 25%
と比較されます。使用される容量がこのメモリーの
しきい値より大きい場合、モジュールはロードを拒
否し、セマフォ機能は利用できません。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
設定された値を越える数のセマフォを組として作成
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しようとしても、エラーメッセージは表示されませ
ん。semget(2)呼び出しからアプリケーションに
リターンコード EINVALが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semopm
説明 1回の semop(2)呼び出しで実行できる System V

セマフォ操作数の最大値。このパラメータは、
semop(2)システム呼び出しで使用する sops配列
内の sembufsの数を規定します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 10

範囲 1からMAXINT

動的か いいえ

検査 セマフォとそれらに関係するデータ構造体によって
消費され得る空間の量が、モジュールが最初にロー
ドされるときに使用可能なカーネルメモリーの 25%
と比較されます。使用される容量がこのメモリーの
しきい値より大きい場合、モジュールはロードを拒
否し、セマフォ機能は利用できません。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。1
回の semop(2)呼び出しで許可されている値を越え
る回数のセマフォ操作を実行しようとしても、エ
ラーメッセージは表示されません。semop(2)呼び
出しからアプリケーションにリターンコード E2BIG
が返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semmnu
説明 System Vセマフォシステムによってサポートされる

取り消し構造体の合計数

データ型 符号付き整数

デフォルト 30

範囲 1からMAXINT
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動的か いいえ

検査 セマフォとそれらに関係するデータ構造体によって
消費され得る空間の量が、モジュールが最初にロー
ドされるときに使用可能なカーネルメモリーの 25%
と比較されます。使用される容量がこのメモリーの
しきい値より大きい場合、モジュールはロードを拒
否し、セマフォ機能は利用できません。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
設定された値を越える回数の取り消し操作を実行し
ようとしても、エラーメッセージは表示されませ
ん。システムが取り消し構造体を使い果たすと、
semop(2)呼び出しからアプリケーションに戻り値
ENOSPCが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

前のリリースからの変更 詳細については 188ページ
の「semsys:seminfo_semmnu」を参照してくだ
さい。

semsys:seminfo_semume
説明 1つのプロセスで使用できる System Vセマフォの取

り消し構造体の最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 10

範囲 1からMAXINT

動的か いいえ

検査 セマフォとそれらに関係するデータ構造体によって
消費され得る空間の量が、モジュールが最初にロー
ドされるときに使用可能なカーネルメモリーの 25%
と比較されます。使用される容量がこのメモリーの
しきい値より大きい場合、モジュールはロードを拒
否し、セマフォ機能は利用できません。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
設定された値を越える回数の取り消し操作を実行し
ようとしても、エラーメッセージは表示されませ
ん。semop(2)呼び出しからアプリケーションにリ
ターンコード EINVALが返されます。

84 Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2002年 12月



コミットレベル 変更の可能性あり

semsys:seminfo_semaem
説明 1つの取り消し構造体にセマフォの値として設定で

きる最大値

データ型 符号なし short

デフォルト 16,384

範囲 1から 65,535

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
設定された値を越える回数の取り消し操作を実行し
ようとしても、エラーメッセージは表示されませ
ん。semop(2)呼び出しからアプリケーションにリ
ターンコード EINVALが返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり

System V共有メモリー
System V共有メモリーでは、プロセスによるセグメントの作成が可能です。連携する
プロセスがそのメモリーセグメントに接続し (セグメントに対するアクセス権が必
要)、セグメントに含まれるデータにアクセスできます。この機能はロード可能モ
ジュールとして実装されます。/etc/systemファイルのエントリは shmsys:接頭
辞を含んでいる必要があります。 Solaris 7リリースから、keyservデーモンは
System V共有メモリーを使用するようになりました。

DBMSベンダーは、パフォーマンスを高めるために、ISM (intimate shared memory)
と呼ばれる特殊な共有メモリーを使用しています。共有メモリーセグメントを ISMセ
グメントにすると、そのセグメントのメモリーがロックされます。これにより、必要
な入出力経路が短縮され、メモリーの使用効率が向上します。これは、セグメントを
記述するカーネルリソースが、セグメントに ISMモードで接続するすべてのプロセス
によって共有されるからです。

このモジュールは最初の参照で動的にロードされます。サブシステムに提供されるパ
ラメータはこのときに検査されます。
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この機能は POSIX 1003.1b共有メモリー機能とは異なります。

shmsys:shminfo_shmmax
説明 作成できる System V共有メモリーセグメントの最

大サイズ。このパラメータは、システムが要求され
たメモリーセグメントを作成するために必要な物理
リソースが実際にあるか調べる前に検査される上限
値です。

サイズが 0の共有メモリーセグメントや、指定した
値より大きいサイズの共有メモリーセグメントを作
成しようとすると、 EINVALエラーとなります。

データ型 符号なし long

デフォルト 8,388,608

範囲 32ビットシステムでは 0からMAXINT、64ビット
システムではMAXINT64

単位 バイト

動的か いいえ。shminfo構造体の shmmaxフィールドに
ロードされます。

検査 なし

どのような場合に変更するか デフォルト値では足りない場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。
ただし、共有メモリーセグメントのサイズを制限す
る必要がある場合以外は、このパラメータに利用で
きる最大値を設定しても副次的影響はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

shmsys:shminfo_shmmni
説明 システム全体で作成できる共有メモリーセグメント

の最大数

データ型 符号付き整数

デフォルト 100

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。shminfo構造体の shmmniフィールドに
ロードされます。
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検査 System V共有メモリーに関係するデータ構造体が最
大数存在する場合に消費され得る空間量を、モ
ジュールをロードしたときに使用可能なカーネルメ
モリーの 25%と比較します。消費されるメモリーが
大きすぎると、モジュールをロードする試みは失敗
します。

どのような場合に変更するか システムの限度が小さすぎる場合。一般には、ソフ
トウェアベンダーの推奨があった場合に変更しま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

segspt_minfree
説明 ISM共有メモリー用に割り当てることができないシ

ステムメモリーのページ数

データ型 符号なし long

デフォルト 最初の ISMセグメントが作成されるときに使用可能
なシステムメモリーの 5%

範囲 物理メモリーの 0から 50%

単位 ページ

動的か はい

検査 なし。値が小さすぎると、メモリーが ISMセグメン
トに消費される時に、システムがハングしたりパ
フォーマンスが大幅に低下することがあります。

どのような場合に変更するか 大量のメモリーがあるデータベースシステムで ISM
を使用する場合、このパラメータを下げると効果が
あることがあります。ISMセグメントが使用されな
い場合には、このパラメータの効果はありません。
大量のメモリーを備えたマシンでは、ほとんどの場
合、最大値 128Mバイト (0x4000)で十分です。

コミットレベル 変更の可能性あり
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スケジューリング

rechoose_interval
説明 プロセスが最後に実行していた CPUに対するすべて

の親和性を失ったものとみなされるまでの、ク
ロック刻みの数。この期間が過ぎると、すべての
CPUはスレッドスケジューリングの候補と見なされ
ます。このパラメータは、タイムシェアリングクラ
スのスレッドに対してのみ意味を持ちます。リアル
タイムスレッドは、最初の使用可能な CPUに対して
スケジュールされます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 3

範囲 0からMAXINT

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか キャッシュが大きい場合、極めて重要なプロセスが
システムで動作している場合や、データアクセスパ
ターン以外の原因により、一連のプロセスで過度の
キャッシュミスが発生していると思われる場合。パ
ラメータを変更する前に、Solaris 2.6以降に利用可
能になったプロセッサセット (psrset(1M))機能、
またはプロセッサ結合 (pbind(1M))を使用すること
を検討してください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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タイマー

hires_tick
説明 この変数を有効にすると、Solaris環境でシステムク

ロックレートとして、デフォルト値 100の代わりに
1000が使用されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か いいえ。新しいシステムタイミング変数はブート時
に設定されます。ブート後は、このパラメータは参
照されません。

検査 なし

どのような場合に変更するか 10ミリ秒未満、1ミリ秒以上の分解能を持つタイム
アウトが必要な場合

コミットレベル 変更の可能性あり

timer_max
説明 使用可能な POSIXタイマーの数

データ型 符号付き整数

デフォルト 32

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。値を増やすと、システムクラッシュを起こ
す可能性があります。

検査 なし

どのような場合に変更するか システムのデフォルトのタイマー数では不十分な場
合。timer_create()呼び出しの実行時に、
EGAINエラーがアプリケーションに返されます。

コミットレベル 変更の可能性あり
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Sun4u特有

consistent_coloring
説明 Solaris 2.6リリースから、UltraSPARC (sun4u)プ

ラットフォームでさまざまなページ配置ポリシーを
使用する機能が導入されました。ページ配置ポリ
シーは、L2キャッシュの使用が最適化されるように
物理ページアドレスを割り当てようとするもので
す。デフォルトアルゴリズムとしてどのアルゴリズ
ムが選択されたとしても、特定のアプリケーション
群にとって、そのアルゴリズムが別のアルゴリズム
よりも適していない可能性があります。この変数
は、システムのすべてのプロセスに適用される配置
アルゴリズムを変更します。

メモリーは、L2キャッシュのサイズに基づいて区画
に分割されます。マップされていないページでペー
ジフォルトが最初に起こると、ページ配置コードは
1つの区画から 1つのページを割り当てます。選択
されるページは、次の 3つのアルゴリズムのどれが
使用されているかによって異なります。

� ページ彩色 -ページが選択される区画は、仮想ア
ドレスのさまざまなビットに基づいて決められま
す。Solaris 8リリースでは、これがデフォルトの
アルゴリズムです。このアルゴリズムを使用する
には、consistent_coloringをゼロに設定し
ます。このアルゴリズムでは、プロセス別の履歴
はありません。

� 仮想アドレス=物理アドレス -プログラム内の連
続するページに、連続する区画からページを選択
します。このアルゴリズムを使用するには、
consistent_coloringに 1を設定します。こ
のアルゴリズムでは、プロセス別の履歴はありま
せん。

� 区画飛び越し -プログラム内の連続するページ
に、通常、1つおきの区画からページを割り当て
ます。ただし、このアルゴリズムは、ときには 2
つ以上の区画を飛び越すこともあります。このア
ルゴリズムを使用するには、
consistent_coloringに 2を設定します。各
プロセスは、無作為に選択された区画から開始
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し、割り当てられた最後の区画のプロセスごとの
記録が保管されます。

動的か はい

検査 なし。値が 2より大きいと、「WARNING:
AS_2_BIN: bad consistent coloring
value」メッセージがいくつかコンソールに表示さ
れ、その後すぐにシステムがハングします。復旧に
は、電源を再投入する必要があります。

どのような場合に変更するか システムの主な作業負荷が、長い時間動作するハイ
パフォ−マンスコンピューティング (HPC)アプリ
ケーションである場合。この値を変更すると、パ
フォーマンスが向上することがあります。ファイル
サーバーやデータベースサーバー、それに多数のア
クティブプロセスが動作するシステム (たとえばコン
パイルやタイムシェアリングサーバーなど)では、こ
の値を変更しても効果はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

Solarisボリュームマネージャのパラメー
タ

md_mirror:md_resync_bufsz
説明 RAID 1ボリューム (ミラー)の再同期に使用する

バッファサイズを、512バイト単位のブロック数で
設定します。設定する値を大きくすると、再同期の
速度が速くなります。

データ型 整数

デフォルト デフォルトの値は 128で、これは小規模なシステム
に適切な値です。大規模なシステムでは、ミラー再
同期速度を早くするため、より高い値を設定可能で
す。

範囲 128から 2048

単位 ブロック (512バイト)
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動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか Solarisボリュームマネージャーの RAID 1ボリュー
ム (ミラー)を使用していて、ミラー再同期の速度を
上げたい場合。システム性能全体に対し十分なメモ
リーがある場合は、この値を増加させても他の性能
上の問題は発生しません。

ミラー再同期の速度を上げる場合は、充分な性能と
なるまで、このパラメータの値を (128ブロックず
つ)増加させてください。かなり大きなシステムや比
較的新しいシステムでは、この値を 2048とするのが
適当と考えられます。旧式のシステムでこの値を高
く設定するとシステムがハングアップする場合があ
ります。

コミットレベル 変更の可能性あり
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第 3章

NFSチューニング可能パラメータ

この章では、NFSのチューニング可能パラメータについて説明します。

� 94ページの「NFSモジュールのパラメータ」
� 115ページの「nfssrvモジュールのパラメータ」
� 120ページの「rpcmodモジュールのパラメータ」

チューニング可能パラメータ情報の記載
箇所

チューニング可能パラメータ 参照箇所

Solarisカーネルのチューニング可能パラメー
タ

第 2章

TCP/IPチューニング可能パラメータ 第 4章

ネットワークキャッシュとアクセラレータ
(NCA)のチューニング可能パラメータ

第 5章

NFS環境のチューニング
これらのパラメータは、ブートプロセス中に読み込まれる /etc/systemファイルに
定義します。各パラメータは、それが属するカーネルモジュールの名前と、自身を表
わすパラメータ名で特定されます。詳細は、18ページの「Solarisシステムのチューニ
ング」を参照してください。
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注 –シンボル名や、それが存在するモジュール、デフォルト値は、リリースによって
変わることがあります。変更を行ったり、前のリリースの値を適用したりする前に、
使用する SunOSリリースのバージョンのマニュアルをチェックしてください。

NFSモジュールのパラメータ
ここでは、NFSカーネルモジュールに関連するパラメータについて説明します。

nfs:nfs3_pathconf_disable_cache
説明 NFSバージョン 3でマウントされたファイルシステ

ムの pathconf(2)情報をキャッシングするかどう
かを制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)か、1 (キャッシング
を無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか pathconf情報はファイルごとにキャッシュされま
す。しかし、サーバーが特定ファイルの情報を動的
に変更する可能性がある場合は、このパラメータを
使用してキャッシングを無効にします。これは、ク
ライアントがそのキャッシュエントリを検証する方
法がないためです。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_allow_preepoch_time
説明 タイムスタンプが正しくなかったり「負」である

ファイルをクライアントから表示できるようにする
かどうかを制御します。
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従来、NFSクライアントも NFSサーバーも、返され
るファイルの時間範囲を、これらの属性を使用して
チェックすることはありませんでした。受信するタ
イムスタンプの値は符号なしの 32ビット longであ
るため、すべての値が有効だったからです。

しかし、32ビットの Solarisリリースが動作してい
るシステムでは、タイムスタンプの値が符号付きの
32ビット longです。このため、タイムスタンプが
1970年 1月 1日より前の表示 (つまり「昔」の)に
なっていることがあります。

64ビットの Solarisリリースが動作しているシステ
ムでの問題は、これとは多少異なります。64ビット
の Solarisリリースでは、タイムスタンプ値が符号付
きの 64ビット longです。時刻フィールドがフルの
32ビットの時刻を表しているのか、時刻フィールド
が負の時刻、つまり、1970年 1月 1日より前を表し
ているのかを判別できません。

32ビットから 64ビットに変換するときに時刻値に
符号を付けるべきかどうかを決定することはできま
せん。つまり、時刻値が本当に負数を表している場
合は、時刻値に符号を付ける必要がありますし、本
当にフルの 32ビット時刻値を表している場合は、符
号を付けるべきではありません。この問題は、フル
の 32ビット時刻値を無効にすることによって解決で
きます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (32ビットのタイムスタンプを無効にする)

範囲 0 (32ビットのタイムスタンプを無効にする)か、1
(32ビットのタイムスタンプを有効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 「正常な」操作が行われていても、ファイルに
よっては、タイムスタンプ値がはるかに離れた将来
や過去の日付に設定されることがあります。NFSで
マウントされたファイルシステムを使用してこれら
のファイルにアクセスすることが望ましい場合は、
このパラメータを 1にすれば、タイムスタンプ値を
チェックなしで受け取ることができます。

安定性レベル 発展中

第 3章 • NFSチューニング可能パラメータ 95



nfs:nfs_cots_timeo
説明 トランスポートプロトコルとして TCPなどの接続型

トランスポートを使用している、NFSバージョン 2
でマウントされたファイルシステムの、デフォルト
の RPCタイムアウトを制御します。

データ型 符号付き整数 (32ビット)

デフォルト 600 (60秒)

範囲 0から 231 - 1

単位 10分の 1秒

動的か はい。ただし、ファイルシステムの RPCタイムアウ
トは、ファイルシステムのマウント時に設定されま
す。特定のファイルシステムに影響を与えるには、
このパラメータを変更してからそのファイルシステ
ムをアンマウントし、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか TCPでは、要求と応答が適切に転送されるよう機能
します。しかし、特に遅いネットワークにおいて往
復時間が非常に長くなると、NFSバージョン 2のク
ライアントがタイムアウトになってしまう可能性が
あります。

クライアントが無用にタイムアウトしてしまうこと
を防ぐには、このパラメータを増やします。ただ
し、値の範囲が非常に広いため、この値を大きくし
すぎると、実際には再転送が必要なのにその状況が
長い間検出されないおそれがあります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_cots_timeo
説明 トランスポートプロトコルとして TCPなどの接続型

トランスポートを使用している、NFSバージョン 3
でマウントされたファイルシステムの、デフォルト
の RPCタイムアウトを制御します。

データ型 符号付き整数 (32ビット)

デフォルト 600 (60秒)

範囲 0から 231 - 1

単位 10分の 1秒
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動的か はい。ただし、ファイルシステムの RPCタイムアウ
トは、ファイルシステムのマウント時に設定されま
す。特定のファイルシステムに影響を与えるには、
このパラメータを変更してからそのファイルシステ
ムをアンマウントし、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか TCPでは、要求と応答が適切に転送されるよう機能
します。しかし、特に遅いネットワークにおいて往
復時間が非常に長くなると、NFSバージョン 3のク
ライアントがタイムアウトになってしまう可能性が
あります。クライアントが無用にタイムアウトして
しまうことを防ぐには、このパラメータを増やしま
す。ただし、値の範囲が非常に広いため、この値を
大きくしすぎると、実際には再転送が必要なのにそ
の状況が長い間検出されないおそれがあります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_do_symlink_cache
説明 NFSバージョン 2でマウントされたファイルシステ

ムに対してシンボリックリンクファイルの内容を
キャッシュするかどうかを制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)か、1 (キャッシング
を無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか サーバーが、シンボリックリンクファイルの内容を
変更してもそのファイルの更新タイムスタンプを更
新しない場合や、タイムスタンプの精度が粗すぎる
場合には、シンボリックリンクファイルの内容が変
更されても、クライアントにはその変更が長い間見
られないことがあります。その場合には、このパラ
メータを使用してシンボリックリンクの内容の
キャッシングを無効にすれば、クライアントで動作
しているアプリケーションで変更をただちに見るこ
とができます。
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安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_do_symlink_cache
説明 NFSバージョン 3でマウントされたファイルシステ

ムに対してシンボリックリンクファイルの内容を
キャッシュするかどうかを制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)か、1 (キャッシング
を無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか サーバーが、シンボリックリンクファイルの内容を
変更してもそのファイルの更新タイムスタンプを更
新しない場合や、タイムスタンプの精度が粗すぎる
場合には、シンボリックリンクファイルの内容が変
更されても、クライアントにはその変更が長い間見
られないことがあります。その場合には、このパラ
メータを使用してシンボリックリンクの内容の
キャッシングを無効にすれば、クライアントで動作
しているアプリケーションで変更をただちに見るこ
とができます。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_dynamic
説明 UDPなどのコネクションレストランスポートを使用

する、NFSバージョン 2でマウントされたファイル
システムに対し、「動的再転送」と呼ばれる機能を
有効にするかどうかを制御します。この機能は、
サーバーの応答時間を監視し、RPCタイムアウトと
読み取り /書き込みの転送サイズを調整することに
よって、再転送の回数を減らそうとするものです。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)
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範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか サーバーの応答やネットワークの負荷が急激に変動
する状況では、動的再転送の機能により RPCタイム
アウトの回数が不当に増えたり、読み取り/書き込み
の転送サイズが不必要に小さくなったりすることが
あります。この機能を無効にすると、スループット
は向上するかもしれませんが、おそらくサーバーの
応答やネットワークの負荷により急激な変動が目立
つようになります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_dynamic
説明 UDPなどのコネクションレストランスポートを使用

する、NFSバージョン 3でマウントされたファイル
システムに対し、「動的再転送」と呼ばれる機能を
有効にするかどうかを制御します。この機能は、
サーバーの応答時間を監視し、RPCタイムアウトと
読み取り /書き込みの転送サイズを調整することに
よって、再転送の回数を減らそうとするものです。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか サーバーの応答やネットワークの負荷が急激に変動
する状況では、動的再転送の機能により RPCタイム
アウトの回数が不当に増えたり、読み取り/書き込み
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の転送サイズが不必要に小さくなったりすることが
あります。この機能を無効にすると、スループット
は向上するかもしれませんが、おそらくサーバーの
応答やネットワークの負荷により急激な変動が目立
つようになります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_lookup_neg_cache
説明 NFSバージョン 2でマウントされたファイルシステ

ムに対し、ネガティブ名前キャッシュを使用するか
どうかを制御します。このネガティブ名前
キャッシュを使用すると、ルックアップされた
ファイル名が存在しない場合には、そのファイル名
が記録されます。このキャッシュは、存在しないこ
とがすでにわかっているファイル名のルックアップ
要求をネットワークを介して繰り返し行うのを避け
るためにあります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュが正しく機能するためには、ネガ
ティブエントリが使用前に厳密に検証されなければ
なりません。この整合性機構は、読み取り専用でマ
ウントされたファイルシステムには若干緩和されて
います。つまり、サーバー上のファイルシステムが
変更されないか、変更されてもゆっくりであり、そ
のような変更はクライアントにゆっくり伝達されて
も問題がないとみなされるためです。この場合は、
この整合性機構が通常の属性キャッシュ機構になり
ます。

読み取り専用でクライアントにマウントされている
ファイルシステムがサーバーで変更されたら、その
変更をクライアントでただちに見る必要ある場合
は、このパラメータを使用してネガティブ
キャッシュを無効にします。

安定性レベル 発展中
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nfs:nfs3_lookup_neg_cache
説明 NFSバージョン 3でマウントされたファイルシステ

ムに対し、ネガティブ名前キャッシュを使用するか
どうかを制御します。このネガティブ名前
キャッシュを使用すると、ルックアップされた
ファイル名が存在しない場合には、そのファイル名
が記録されます。このキャッシュは、存在しないこ
とがすでにわかっているファイル名のルックアップ
要求をネットワークを介して繰り返し行うのを避け
るためにあります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュが正しく機能するためには、ネガ
ティブエントリが使用前に厳密に検証されなければ
なりません。この整合性機構は、読み取り専用でマ
ウントされたファイルシステムには若干緩和されて
います。つまり、サーバー上のファイルシステムが
変更されないか、変更されてもゆっくりであり、そ
のような変更はクライアントにゆっくり伝達されて
も問題がないとみなされるためです。この場合は、
この整合性機構が通常の属性キャッシュ機構になり
ます。

読み取り専用でクライアントにマウントされている
ファイルシステムがサーバーで変更されたら、その
変更をクライアントでただちに見る必要ある場合
は、このパラメータを使用してネガティブ
キャッシュを無効にします。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_max_threads
説明 NFSバージョン 2クライアントの非同期入出力を行

うカーネルスレッドの数を制御します。NFSは RPC
に基づくものであり、RPCはもともと同期して動作
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する機能であるため、呼び出し側のスレッドと非同
期に NFS操作を行うには、個別の実行コンテキスト
が必要です。

非同期に実行できる操作には、先読み read、先読み
readdirの readdir、putpage要求と pageio要求の書
き込みがあります。

データ型 整数 (16ビット)

デフォルト 8

範囲 0から 215 - 1

単位 スレッド

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか ある時点で存在する同時入出力操作の数を増やした
り、減らしたりする場合には、このパラメータを変
更します。たとえば、帯域幅が非常に狭いネット
ワークでは、NFSクライアントによるネットワーク
の過負荷を防止するためにこの値を減らすことがあ
ります。あるいは、ネットワークの帯域幅が非常に
広く、クライアントとサーバーが両方とも十分なリ
ソースを備えている場合は、ネットワークの帯域幅
やクライアントとサーバーのリソースをより有効に
使用するためにこの値を増やすことができます。

安定性レベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_max_threads
説明 NFSバージョン 3クライアントの非同期入出力を行

うカーネルスレッドの数を制御します。NFSは RPC
に基づくものであり、RPCはもともと同期して動作
する機能であるため、呼び出し側のスレッドと非同
期に NFS操作を行うには、個別の実行コンテキスト
が必要です。

非同期に実行できる操作には、先読み read、先読み
readdirの readdir、putpage要求と pageio要求の書
き込み、およびコミットがあります。
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データ型 整数 (16ビット)

デフォルト 8

範囲 0から 215 - 1

単位 スレッド

動的か はい。ただし、このパラメータは、ファイルシステ
ムごとにマウント時に設定されます。特定のファイ
ルシステムに影響を与えるには、このパラメータを
変更してからそのファイルシステムをアンマウント
し、再びマウントします。

検査 なし

どのような場合に変更するか ある時点で存在する同時入出力操作の数を増やした
り、減らしたりする場合には、このパラメータを変
更します。たとえば、帯域幅が非常に狭いネット
ワークでは、NFSクライアントによるネットワーク
の過負荷を防止するためにこの値を減らすことがあ
ります。あるいは、ネットワークの帯域幅が非常に
広く、クライアントとサーバーが両方とも十分なリ
ソースを備えている場合は、ネットワークの帯域幅
やクライアントとサーバーのリソースをより有効に
使用するためにこの値を増やすことができます。

安定性レベル 変更の可能性あり

nfs:nfs_nra
説明 ファイルの順次アクセスが見つかった時に NFSバー

ジョン 2クライアントがキューに入れる先読み操作
の数を制御します。これらの先読み操作では、並行
性が高まり、読み取りのスループットが向上しま
す。個々の先読み要求は、通常、ファイルデータの
8192バイトに対するものです。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 4

範囲 0から 231 - 1

単位 先読み要求

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 特定のファイルに対してある時点で存在する先読み
要求の数を増やしたり、減らしたりする場合には、

第 3章 • NFSチューニング可能パラメータ 103



このパラメータを変更します。たとえば、ネット
ワークの帯域幅が非常に狭い場合やクライアントの
メモリーが少ない場合は、NFSクライアントによる
ネットワークの過負荷やシステムメモリーの使いす
ぎを防止するために、この値を減らすことができま
す。あるいは、ネットワークの帯域幅が非常に広
く、クライアントとサーバーが両方とも十分なリ
ソースを備えている場合は、ネットワークの帯域幅
やクライアントとサーバーのリソースをより有効に
使用するためにこの値を増やすことができます。

安定性レベル 変更の可能性あり

nfs:nfs3_nra
説明 ファイルの順次アクセスが見つかった時に NFSバー

ジョン 3クライアントがキューに入れる先読み操作
の数を制御します。これらの先読み操作では、並行
性が高まり、読み取りのスループットが向上しま
す。個々の先読み要求は、通常、ファイルデータの
32,768バイトに対するものです。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 4

範囲 0から 231 - 1

単位 先読み要求

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 特定のファイルに対してある時点で存在する先読み
要求の数を増やしたり、減らしたりする場合には、
このパラメータを変更します。たとえば、ネット
ワークの帯域幅が非常に狭い場合やクライアントの
メモリーが少ない場合は、NFSクライアントによる
ネットワークの過負荷やシステムメモリーの使いす
ぎを防止するために、この値を減らすことができま
す。あるいは、ネットワークの帯域幅が非常に広
く、クライアントとサーバーが両方とも十分なリ
ソースを備えている場合は、ネットワークの帯域幅
やクライアントとサーバーのリソースをより有効に
使用するためにこの値を増やすことができます。

安定性レベル 変更の可能性あり
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nfs:nrnode
説明 NFSクライアントの rnodeキャッシュのサイズを

制御します。

NFSバージョン 2クライアントでも、バージョン 3
クライアントでも使用される rnodeキャッシュは、
NFSクライアント上のファイルを記述する中心的な
データ構造体です。このデータ構造体には、サー
バーのファイルを識別するファイルハンドルや、
NFSクライアントがサーバーへのネットワーク呼び
出しを避けるために使用するさまざまな
キャッシュへのポインタが含まれています。個々の
rnodeは vnodeと 1対 1で対応しています。
vnodeには、ファイルデータがキャッシュされま
す。

NFSクライアントは、キャッシュされたデータやメ
タデータが破棄されないように、最小限の rnodeを
保持しようとします。rnodeの再利用や解放が行わ
れると、キャッシュされたデータやメタデータは破
棄されなければなりません。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト このパラメータのデフォルト値は 0です。これは、
nrnodeの値に ncsizeパラメータの値が設定され
るべきであることを示しています。実際、nrnode
の値が正でないと、nrnodeには ncsizeが設定さ
れます。

範囲 1から 231 - 1

単位 rnodes

動的か いいえ。この値を変更するには、パラメータを
/etc/systemファイルに追加するか、そのパラ
メータを変更し、システムを再起動する必要があり
ます。

検査 rnodeキャッシュが使用可能なメモリーの 25%を
超えないような最大値をシステムは強制します。

どのような場合に変更するか rnodeの作成や削除は動的に行われるため、システ
ムは、システムのメモリーの要求や同時にアクセス
されるファイルの数が増えるに従って、
キャッシュのサイズを自動的に調整して、nrnode
サイズキャッシュを決定する傾向があります。しか
し、アクセスするファイルの組み合わせが前もって
予測できる場合など、状況によっては、nrnodeの
値を設定する方がよいこともあります。たとえば、
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NFSクライアントが少数の非常に大きなファイルに
アクセスしている場合は、nrnodeの値に小さな数
を設定すれば、システムメモリーには、rnodeの代
わりにファイルデータをキャッシュできます。ある
いは、クライアントが多数の小さなファイルにアク
セスしている場合は、nrnodeに十分大きな値を設
定すれば、ファイルメタデータの格納を最適化し
て、メタデータを求めるネットワーク呼び出しの回
数を減らすことができます。

nrnodeの値に 1を設定すると、rnode
キャッシュは事実上無効になります (ただし、この方
法はお勧めできません)。この場合、クライアントは
rnodeを 1つしかキャッシュしないため、それが頻
繁に再使用されます。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_shrinkreaddir
説明 以前の一部の NFSサーバーでは、NFSバージョン 2

の READDIR要求で 1024バイトより大きいディレク
トリ情報を求めるものが正しく処理されないことが
ありました。これは、サーバーの実装にバグが
あったためです。このパラメータは、NFSバー
ジョン 2クライアントでの対処方法を含んでいま
す。

このパラメータを有効にすると、クライアントは、
1024バイトより大きいディレクトリ情報を求める
READDIR要求を生成しません。このパラメータを無
効にすると、転送されるサイズは、getdents(2)
システム呼び出しか NFS_MAXDATA (8192バイト)で
渡されるサイズのうち小さい方に設定されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 古い NFSバージョン 2のみのサーバーが使用され、
ディレクトリの読み取りで相互運用性に問題がある
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場合は、このパラメータの値を調べてください。こ
のパラメータを有効にすると、ディレクトリを読み
取るアプリケーションのパフォーマンスが多少低下
することがあります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_write_error_interval
説明 NFSクライアントで見られる書き込みエラー

(ENOSPCと EDQUOT)のロギング間隔を制御しま
す。このパラメータは、NFSバージョン 2と 3のク
ライアントに適用されます。

データ型 long整数 (32ビットプラットフォームでは 32
ビット、64ビットプラットフォームでは 64ビット)

デフォルト 5秒

範囲 32ビットプラットフォームでは 0から 231 - 1、64
ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1

単位 秒

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか クライアントによってロギングされるメッセージ量
に応じてこのパラメータの値を増減します。たとえ
ば、サーバーのファイルシステムが満杯で頻繁に使
用されているときに出力される「out of space」
メッセージを減らす場合は、このパラメータの値を
増やします。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_write_error_to_cons_only
説明 NFSの書き込みエラーをシステムコンソールと

syslogにロギングするか、システムコンソールだ
けにロギングするかを制御します。このパラメータ
は、NFSバージョン 2と 3のクライアントに適用さ
れます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (システムコンソールと syslog)
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範囲 0 (システムコンソールと syslog)か、1 (システム
コンソール)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか syslogd(1M)デーモンによってロギングされる
メッセージを含むファイルシステムがいっぱいにな
るのを防ぐには、このパラメータの値を調べます。
このパラメータを有効にすると、メッセージはシス
テムコンソールに出力されるだけで、syslog
メッセージファイルにはコピーされません。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs_disable_rddir_cache
説明 NFSバージョン 2の READDIR要求、および NFS

バージョン 3の READDIRと READDIRPLUS要求か
らの応答を格納するキャッシュの使用を制御しま
す。このキャッシュを使用すると、ディレクトリ情
報を取得するためにサーバーを繰り返し呼び出すこ
とがなくなります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 0 (キャッシングを有効にする)

範囲 0 (キャッシングを有効にする)か、1 (キャッシング
を無効にする)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか ファイルやディレクトリがサーバーに作成されたり
サーバーから削除されてもサーバーがディレクトリ
の変更時刻を更新しないために、相互運用性に問題
がある場合は、このパラメータの値を調べます。
ディレクトリにファイルを追加しても新しい名前が
表示されなかったり、ディレクトリからファイルを
削除しても古い名前が削除されない場合は、この問
題があります。
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このパラメータは、NFSバージョン 2や 3でマウン
トされたファイルシステムのキャッシングに適用さ
れます。このパラメータは NFSでマウントされたす
べてのファイルシステムに適用されるため、
キャッシングをファイルシステムごとに有効にした
り、無効にしたりすることはできません。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_bsize
説明 NFSバージョン 3クライアントによって使用される

論理ブロックサイズを制御します。このブロックサ
イズは、クライアントが入出力を行うときにサー
バーに対して読み取りや書き込みを行うデータ量を
表します。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 32,768 (32Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい。ただし、ファイルシステムのブロックサイズ
は、ファイルシステムのマウント時に設定されま
す。特定のファイルシステムに影響を与えるには、
このパラメータを変更してからそのファイルシステ
ムをアンマウントし、再びマウントします。

検査 なし。このパラメータの設定が小さすぎたり、大き
すぎたりすると、システムの動作が異常になること
があります。このパラメータには、そのプラット
フォームの PAGESIZEより小さい値を設定しないで
ください。さらに、このパラメータの値が大きすぎ
ると、メモリー割り当てが許可されるのを待つので
システムがハングすることがあります。

どのような場合に変更するか データ転送サイズの最大値を変更したい場合は、こ
のパラメータの値を調べてください。このパラメー
タは、nfs3_max_transfer_sizeパラメータと連
携して変更してください。転送サイズを増やしたい
場合は両方のパラメータを増やします。転送サイズ
を減らしたい場合は、通常、このパラメータを減ら
すだけで十分です。

安定性レベル 変更の可能性あり
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nfs:nfs_async_clusters
説明 NFSバージョン 2クライアントによって生成される

非同期要求の組み合わせを制御します。非同期要求
には、read-ahead, putpage, pageio, readdir-ahead
という 4つのタイプがあります。クライアントは、
これらのタイプをラウンドロビンに処理し、特定の
操作タイプだけを優遇することがないようにしま
す。

しかし、書き込みの一括化 (書き込みをまとめる)な
どの NFSバージョン 2サーバーの機能の中には、既
存の NFSバージョン 2クライアントの特定の動作に
依存するものがあります。特に、この機能では、ク
ライアントが複数のWRITE要求をほぼ同時に送信
することに依存します。キューから要求を 1度に 1
つずつ取り出したのでは、クライアントのパフォー
マンスを高めるために設けられたこのサーバー機能
が生かされません。

したがって、タイプを変更する前に、送信される各
タイプの要求数の制御に、このパラメータを使用し
ます。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 0から 231 - 1

単位 非同期要求

動的か はい。ただし、ファイルシステムに対するクラスタ
設定は、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検査 なし。ただし、このパラメータに 0を設定すると、
キューに入れられている特定タイプの要求がすべて
処理されてから、次のタイプが処理されます。これ
によって、アルゴリズムの公平性の部分が実質的に
無効にされます。

どのような場合に変更するか あるタイプについて次のタイプへ移行する前に生成
される非同期操作の数を増やす場合は、このパラ
メータを変更します。これによって、クライアント
からの操作のクラスタに依存するサーバーの機能が
生かされる場合があります。

安定性レベル 変更の可能性あり
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nfs:nfs3_async_clusters
説明 NFSバージョン 3クライアントによって生成される

非同期要求の組み合わせを制御します。非同期要求
には、read-ahead, putpage, pageio, readdir-ahead,
commitという 5つのタイプがあります。クライア
ントは、これらのタイプをラウンドロビンに処理
し、特定の操作タイプだけを優遇することがないよ
うにします。

しかし、書き込みの一括化 (書き込みをまとめる)な
どの NFSバージョン 3サーバーの機能の中には、既
存の NFSバージョン 3クライアントの一定の動作に
依存するものがあります。特に、この機能では、ク
ライアントが複数のWRITE要求をほぼ同時に送信
することに依存します。キューから要求を 1度に 1
つずつ取り出したのでは、クライアントのパフォー
マンスを高めるために設けられたこのサーバー機能
が生かされません。

したがって、タイプを変更する前に、送信される各
タイプの要求数の制御に、このパラメータを使用し
ます。

データ型 符号なし整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 0から 231 - 1

単位 非同期要求

動的か はい。ただし、ファイルシステムに対するクラスタ
設定は、ファイルシステムのマウント時に設定され
ます。特定のファイルシステムに影響を与えるに
は、このパラメータを変更してからそのファイルシ
ステムをアンマウントし、再びマウントします。

検査 なし。ただし、このパラメータに 0を設定すると、
キューに入れられている特定タイプの要求がすべて
処理されてから、次のタイプが処理されます。これ
によって、アルゴリズムの公平性の部分が実質的に
無効にされます。

どのような場合に変更するか あるタイプについて次のタイプへ移行する前に生成
される非同期操作の数を増やす場合は、このパラ
メータを変更します。これによって、クライアント
からの操作のクラスタに依存するサーバーの機能が
生かされる場合があります。

安定性レベル 変更の可能性あり
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nfs:nfs_async_timeout
説明 非同期の入出力要求を実行するスレッドが、終了す

るまでにどのくらい何もせず休眠するかを表す時間
を制御する。実行する要求がないと各スレッドは休
眠状態に入ります。このタイマーが切れる前に新し
い要求が到着しないと、スレッドは休眠から起きて
終了します。新しい要求が到着すると、スレッドは
休眠から起きて要求を実行し、すべての要求を処理
すると、次の要求が到着するかタイマーが切れるま
で再び休眠に入ります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 6000 (1 分を 60 秒 * 100Hz として表す)

範囲 0から 231 - 1

単位 Hz (一般にクロックは 100Hzで動作する)

動的か はい

検査 なし。ただし、このパラメータに正以外の値を設定
すると、スレッドが、自身が処理する要求がキュー
になくなるとすぐに終了します。

どのような場合に変更するか システムでのアプリケーションの動作を正確に把握
し、非同期入出力要求の割合を予測できる場合は、
次のどちらかの方法によってこのパラメータを
チューニングすることで、パフォーマンスをある程
度最適化することができます。

� スレッドの終了までの時間を短くして、カーネル
リソースの解放を早くする。

� スレッドの終了までの時間を長くして、スレッド
の作成や破棄にかかるオーバーヘッドを減らす。

安定性レベル 発展中

nfs:nacache
説明 NFSクライアント上のファイルアクセス

キャッシュにアクセスするハッシュキューの数を
チューニングします。ファイルアクセス
キャッシュは、ユーザーがアクセスしようとする
ファイルに関する、ユーザーの持つファイルアクセ
ス権を格納します。キャッシュ自体は動的に割り当
てられますが、それへのインデックスに使用される
ハッシュキューは静的に割り当てられます。このア
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ルゴリズムでは、アクティブファイルごとに 1つの
アクセスキャッシュエントリが、ハッシュバケット
ごとにこれらの 4つのアクセスキャッシュエントリ
があるものとみなします。したがって、このパラ
メータの値には、デフォルトで nrnodeパラメータ
の値が設定されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト このパラメータのデフォルト値は 0です。これは
nacacheの値に nrnodeパラメータの値が設定され
るべきであることを示しています。

範囲 1から 231 - 1

単位 アクセスキャッシュエントリ

動的か いいえ。この値は、/etc/systemファイルにパラ
メータを追加するか、パラメータを変更し、その後
システムをリブートすることによってのみ変更でき
ます。

検査 なし。ただし、このパラメータに負の値を設定する
と、システムは、おそらく、非常に多くの
ハッシュキューをシステムに割り当て、その間にハ
ングします。

どのような場合に変更するか 1つのファイルごとに 1つのアクセスキャッシュエ
ントリがあるという基本的な前提が損われるおそれ
がある場合は、このパラメータの値を検討します。
複数のユーザーが同じファイルにほぼ同時にアクセ
スするタイムシェアリングモードのシステムでは、
このような状況になることがあります。このような
場合には、予想されるアクセスキャッシュのサイズ
を増やすことが、キャッシュへのハッシュアクセス
の効率性を保つ上で役立つことがあります。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_jukebox_delay
説明 NFSバージョン 3のクライアントが、前に出した要

求に対して NFS3ERR_JUKEBOXエラーを受信してか
ら、新しい要求を送信するまでにどのくらいの時間
待つべきかを制御します。NFS3ERR_JUKEBOXエ
ラーは、通常、何らかの理由でファイルが一時的に
使用できないときにサーバーから返されます。この
ような状況は、通常、階層型記憶装置、CDやテー
プといったジュークボックスに関連しています。
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データ型 long整数 (32ビットプラットフォームでは 32
ビット、64ビットプラットフォームでは 64ビット)

デフォルト 1000 (10 秒を 10 秒 * 100Hz で表す)

範囲 32ビットプラットフォームでは 0から 231 - 1、64
ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1

単位 Hz (一般にクロックは 100Hzで動作する)

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか このパラメータの値を調べ、必要ならサーバーが示
す動作に合わせて値を調整します。再送信を繰り返
すことによるネットワークオーバーヘッドを減らす
ためにファイルを使用できる遅延を長くする場合
は、この値を増やします。ファイルが使用可能に
なったことを検知する遅延を減らしたい場合は、こ
の値を減らします。

安定性レベル 発展中

nfs:nfs3_max_transfer_size
説明 NFSバージョン 3の READ、WRITE、READDIR、ま

たは READDIRPLUS要求のデータ部分の最大サイズ
を制御します。このパラメータは、サーバーが返す
要求の最大サイズとクライアントが生成する要求の
最大サイズの両方を制御します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 32, 768 (32Kバイト)

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か はい

検査 なし。ただし、サーバー側の最大転送サイズに 0を
設定すると、クライアントはおそらく、誤作動する
か、単にサーバーに要求を送信しないかのどちらか
になる可能性があります。

また、UDPトランスポート経由の NFSを使用する
場合にも、転送サイズの最大値に制限があります。
UDPは、データグラム当たり 64Kバイトの「強
い」制限があります。この 64DKバイトには、要求
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のデータ部分の他に RPCヘッダーやその他の NFS
情報を含まなければなりません。この制限値が大き
すぎると、UDPエラーのためにクライアントとサー
バーの通信に問題が発生することがあります。

どのような場合に変更するか ネットワーク上を転送するデータのサイズをチュー
ニングする場合は、このパラメータを変更します。
このパラメータを変更する場合は、通常、これに合
わせて nfs3_bsizeパラメータを変更する必要があ
ります。たとえば、ネットワーク上のデフォルト転
送サイズを 8Kバイトに減らす場合は、
nfs3_max_transfer_sizeと nfs3_bsizeパラ
メータの値を両方とも 8192に変更して、それぞれで
8Kバイトの読み取りまたは書き込みが行われ、複数
の操作が行われることを防ぐことができます。ある
いは、32Kバイトを超える値に転送サイズを増やす
場合は、これに合わせて nfs3_bsizeも変更する必
要があります。変更しないと、ネットワーク上の要
求サイズは変わりません。

安定性レベル 変更の可能性あり

nfssrvモジュールのパラメータ
この節では、nfssrvモジュールの NFSパラメータについて説明します。

nfssrv:nfs_portmon
説明 NFSサーバーがクライアント側の整合性を保つため

にある種のセキュリティチェックを行うかどうかを
制御します。要求を送信したソースポートが「予約
ポート」だったかどうかをチェックできます。「予
約ポート」とは、番号が 1024より小さいものを指し
ます。BSDベースのシステムでは、これらのポート
は、rootで実行するプロセスのために予約されてい
ます。このチェックでは、ユーザーが独自の RPC
ベースのアプリケーションを作成して、NFSクライ
アントが使用するアクセスチェックを破ることを防
止できます。

データ型 整数 (32ビット)
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デフォルト 0 (チェックを無効にする)

範囲 0 (チェックを無効にする)、1 (チェックを有効にす
る)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 悪意のあるユーザーが、普通ならアクセス権のない
NFSサーバーを使用してファイルにアクセスするの
を防ごうとする場合、このパラメータを使用しま
す。ただし、「予約ポート」は広範にサポートされ
ている概念ではありません。したがって、この
チェックにおけるセキュリティの側面は非常に弱い
ものです。さらに、すべての NFSクライアントの実
装で、トランスポートの終端が、予約範囲にある
ポート番号にバインドされているわけではありませ
ん。したがって、このチェックを有効にすると、相
互運用性に問題が生じることがあります。

安定性レベル 発展中

nfssrv:rfs_write_async
説明 NFSバージョン 2サーバーが WRITE要求をどのよ

うに処理するかを制御します。NFSバージョン 2プ
ロトコルでは、WRITE要求に関連するすべての変更
済みデータとメタデータが安定したストレージに格
納されていないと、サーバーはクライアントに応答
できません。NFSバージョン 2の WRITE要求は、
データは 8192バイトに制限されます。したがって、
各 WRITE要求によって、複数の小さい書き込みがス
トレージサブシステムに対して行われることがあり
ます。これは、パフォーマンス低下の原因になりま
す。

NFSバージョン 2の WRITEを高速化する 1つの方
法は、クライアントの動作を利用することです。ク
ライアントは、複数の WRITE要求をバッチで (一括
して)送信する傾向があります。サーバーでは、この
動作を利用して複数の WRITE要求を 1つの要求にク
ラスタ化し、ファイルシステムに出すことができま
す。こうして、要求の数を少なくし、要求のサイズ
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を大きくして、データをストレージサブシステムに
書き込むことができます。これにより、WRITE要求
のスループットが大幅に向上することがあります。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1 (クラスタ化を有効にする)

範囲 0 (クラスタ化を有効にする)、1 (クラスタ化を無効に
する)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 特に PCクライアントなど、非常に小さい NFSクラ
イアントのなかには、複数の WRITE要求をバッチ化
しないものがあります。この場合には、クライアン
ト側から要求される動作が存在しないため、NFS
バージョン 2サーバーで要求をクラスタ化しても、
オーバーヘッドが増えるだけで、パフォーマンスが
かえって低下することがあります。

安定性レベル 発展中

nfssrv:nfsauth_ch_cache_max
説明 NFS認証サーバーに接続するクライアントハンドル

のキャッシュサイズを制御します。サーバーは、
NFSクライアントを認証して、クライアントが使用
しようとしているファイルハンドルへのアクセスが
許可できるかどうかを判定します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 16

範囲 0から 231 - 1

単位 クライアントハンドル

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか このキャッシュは動的でないため、すべてのクライ
アントハンドルが使用されていると、クライアント
ハンドルの割り当て要求は失敗します。これは NFS
サーバーが、この要求を認証できなかったという理
由で落とすことを意味します。しかし、ほとんどの
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場合、NFSクライアントはタイムアウトになり、要
求を再転送するため、これは問題になりません。し
かし、クライアントにソフトマウントされたファイ
ルシステムの場合、クライアントは、タイムアウト
になっても要求を再試行せず、アプリケーションに
エラーを返すことがあります。サーバーの
キャッシュを負荷に対応できるだけの大きさにして
おけば、このような状況を防止できることがありま
す。

安定性レベル 変更の可能性あり

nfssrv:exi_cache_time
説明 システムのメモリー圧迫によって消去される前に

NFS認証キャッシュにエントリをどのくらいの間保
持するかを制御します。

データ型 long整数 (32ビットプラットフォームでは 32
ビット、64ビットプラットフォームでは 64ビット)

デフォルト 3600秒 (1時間)

範囲 32ビットプラットフォームでは 0から 231 - 1、64
ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1

単位 秒

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか NFS認証キャッシュのサイズは、エントリが
キャッシュから消去されるまでの最小限の時間を変
更することによって調整することができます。
キャッシュのサイズは、大きくなりすぎないように
制御すべきです。そうすれば、この時間のプロセス
によって開放されなかったシステムリソースを使用
できます。

安定性レベル 発展中

nfsserv:nfs_shrinkreaddir
説明 NFSバージョン 2サーバー実装のバグにより、NFS

サーバーは 1024バイト以上のディレクトリ情報を求
める NFSバージョン 2のREADDIR要求を正しく処
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理できない場合があります。このパラメータは、
NFSバージョン 2クライアントでの回避策を含んで
います。

このパラメータを有効にすると、クライアントは、
1024バイトより大きいディレクトリ情報を求める
READDIR要求を生成しません。

このパラメータを無効にすると、転送されるサイズ
は、getdents(2)システム呼び出しで得られる値
か NFS_MAXDATA (8192バイト)のうち小さい方に設
定されます。

データ型 32ビット整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか NFSバージョン 2専用のサーバーが使用され、
ディレクトリの読み取りで相互運用性に問題がある
場合は、このパラメータの値を調べてください。こ
のパラメータを有効にすると、ディレクトリを読み
取るアプリケーションのパフォーマンスが多少低下
することがあります。

安定性レベル 発展中

nfsserv:nfs3_shrinkreaddir
説明 最近の Solarisの変更により readdir(3C)ライブラ

リが使用するディレクトリのバッファサイズは 1048
バイトから 8192バイトへ変更となりました。これに
対応して、 getdents(2)システム呼び出しで要求
されるバイト数も変更されました。この直接的な結
果として、NFSバージョン 3サーバーへ対する
READDIRおよび READDIRPLUS要求もサイズが拡大
しました。このため大きな要求サイズを処理できな
いサーバー実装では、相互運用性に問題が生じる場
合があります。

データ型 32ビット整数

デフォルト 0 (無効)

第 3章 • NFSチューニング可能パラメータ 119



範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 ブール値

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか NFSバージョン 3のサーバーを使用し、ディレクト
リの読み取りで相互運用性に問題がある場合は、こ
のパラメータの値を調べてください。このパラメー
タを有効にすると、ディレクトリを読み取るアプリ
ケーションのパフォーマンスが多少低下することが
あります。

安定性レベル 発展中

rpcmodモジュールのパラメータ
この節では、rpcmodモジュールの NFSパラメータについて説明します。

rpcmod:clnt_max_conns
説明 NFSクライアントが各 NFSサーバーと通信するとき

に使用する TCP接続の数を制御します。カーネル
RPCは、1つの接続で RPCを多重化して構築します
が、必要なら複数の接続で使用することもできま
す。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1

範囲 1から 231 - 1

単位 接続

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか 一般には、1つの接続だけでネットワーク帯域幅全
体を使いきることができます。しかし、ネットワー
クが提供する帯域幅を TCPが 1つのストリームだけ

120 Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2002年 12月



で利用できない場合は、複数の接続を使えば、クラ
イアントとサーバー間のスループットが向上するこ
とがあります。

接続数の増加には犠牲が伴います。接続数を増加す
ると、個々の接続を管理するために、より多くの
カーネルリソースの使用が必要になります。

安定性レベル 発展中

rpcmod:clnt_idle_timeout
説明 クライアントとサーバー間の接続がクライアント側

でどのくらいの間遊休であれば、接続をクローズす
るかを制御します。

データ型 long整数 (32ビットプラットフォームでは 32
ビット、64ビットプラットフォームでは 64ビット)

デフォルト 300,000ミリ秒 (5分)

範囲 32ビットプラットフォームでは 0から 231 - 1、64
ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1

単位 ミリ秒

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか クライアント側でどのくらいの間遊休であれば接続
をクローズするかを変更したい場合は、このパラ
メータを使用します。システムリソースが浪費され
るのを防ぐために、遊休接続をクローズする時間を
短縮したい場合などです。

安定性レベル 発展中

rpcmod:svc_idle_timeout
説明 クライアントとサーバー間の接続がサーバー側でど

のくらいの間遊休であれば接続をクローズするかを
制御します。

データ型 long整数 (32ビットプラットフォームでは 32
ビット、64ビットプラットフォームでは 64ビット)

デフォルト 360,000ミリ秒 (6分)

第 3章 • NFSチューニング可能パラメータ 121



範囲 32ビットプラットフォームでは 0から 231 - 1、64
ビットプラットフォームでは 0から 263 - 1

単位 ミリ秒

動的か はい

検査 なし

どのような場合に変更するか サーバー側でどのくらいの間遊休であれば接続をク
ローズするかを変更したい場合は、このパラメータ
を使用します。必要な場合は、システムリソースの
浪費を防ぐために遊休接続をクローズする時間を短
縮します。

安定性レベル 発展中

rpcmod:svc_default_stksize
説明 カーネル RPCのサービススレッドに対するカーネル

スタックのサイズを設定します。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト デフォルト値 0は、スタックサイズにシステムのデ
フォルト値を設定することを表します。

範囲 0から 231 - 1

単位 バイト

動的か スタックサイズはスレッドの作成時に設定されま
す。したがって、このパラメータの変更は、既存の
スレッドには適用されず、新しく割り当てられるす
べてのスレッドに適用されます。

検査 なし

どのような場合に変更するか 呼び出し深度が非常に深いために、スタックがオー
バーフローし、レッドゾーンの障害が発生するおそ
れがある場合。トランスポートに対する呼び出し深
度が比較的深く、ローカルファイルシステムに対す
る呼び出しの深さが深いという組合わせは、NFS
サービススレッドのスタックがオーバーフローを起
こすことがあります。

このパラメータには、プラットフォームのハード
ウェア pagesizeの倍数を設定する必要がありま
す。

安定性レベル 発展中

122 Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2002年 12月



rpcmod:svc_default_max_same_xprt
説明 各トランスポート終端の要求を最大でいくつ処理し

たら、次のトランスポート終端に進むかを制御しま
す。カーネル RPCでは、サービススレッドのプール
とトランスポート終端のプールが使用されます。
個々のサービススレッドは、どのトランスポート終
端からの要求でも処理できます。ただし、パフォー
マンス上の理由により、次のトランスポート終端に
進む前に各トランスポート終端の複数の要求が処理
されます。このアプローチにより、不足を避け、パ
フォーマンス上の利点を得ることができます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 8

範囲 0から 231 - 1

単位 要求

動的か はい。ただし、トランスポート終端を切り替える前
に要求を最大でいくつ処理するかは、トランスポー
ト終端がカーネル RPCサブシステムに構成されると
きに設定されます。このパラメータへの変更は、新
しいトランスポート終端だけに適用されます。つま
り、既存のトランスポート終端には無効です。

検査 なし

どのような場合に変更するか サービスが、NFSバージョン 2の WRITE要求を高
速化するクラスタ化などのクライアントの動作を利
用できるようにこの値をチューニングすることがで
きます。このパラメータの値を増やすことにより、
サーバー側でクライアントの動作の利点をよりよく
利用できる可能性があります。

安定性レベル 発展中

rpcmod:maxdupreqs
説明 コネクションレストランスポートにおける RPCレベ

ルの再転送を検出する重複要求キャッシュのサイズ
を制御します。このキャッシュは、クライアント
ネットワークアドレス、RPCの手順番号、プログラ
ム番号、バージョン番号、および、トランザク
ション IDでインデックス化されています。この
キャッシュにより、非べき等であるかもしれない再
転送要求の処理が防止されます。
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データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1024

範囲 1から 231 - 1

単位 要求

動的か キャッシュのサイズは動的に決められますが、
キャッシュへの高速アクセスを可能にする
ハッシュキューのサイズは静的に決められます。
キャッシュのサイズを著しく大きくすると、
キャッシュ内のエントリの検索に長い時間がかかる
ことがあります。

このパラメータに 0を設定しないでください。0を
設定すると、NFSサーバーは非べき等の要求を処理
できません。

検査 なし

どのような場合に変更するか NFSクライアントで不正な障害エラーが見られる場
合は、このパラメータの値を調べます。たとえば、
ディレクトリの作成が失敗したのに、実際には
ディレクトリが作成されている場合は、再転送され
た MKDIR要求をサーバーが検出しなかった可能性が
あります。

キャッシュのサイズは、サーバーの負荷に見合った
ものでなければなりません。キャッシュには非べき
等の要求が格納されるため、キャッシュでは、要求
全体の一部だけしか管理する必要がありません。
キャッシュは、クライアント側の再転送を検出でき
るだけの間、情報を保持していなければなりませ
ん。一般に、コネクションレストランスポートのク
ライアントのタイムアウトは比較的短く、1秒から
20秒くらいです。

安定性レベル 変更の可能性あり

rpcmod:cotsmaxdupreqs
説明 コネクション型のトランスポートにおける RPCレベ

ルの再転送を検出する重複要求キャッシュのサイズ
を制御します。このキャッシュは、クライアント
ネットワークアドレス、RPCの手順番号、プログラ
ム番号、バージョン番号、および、トランザク
ション IDでインデックス化されています。この
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キャッシュにより、非べき等であるかもしれない再
転送要求の処理が防止されます。

データ型 整数 (32ビット)

デフォルト 1024

範囲 1から 231 - 1

単位 要求

動的か はい

検査 キャッシュのサイズは動的に決められますが、
キャッシュへの高速アクセスを可能にする
ハッシュキューのサイズは静的に決められます。
キャッシュのサイズを著しく大きくすると、
キャッシュ内のエントリの検索に長い時間がかかる
ことがあります。

このパラメータに 0を設定しないでください。0を
設定すると、NFSサーバーは非べき等の要求を処理
できません。

どのような場合に変更するか NFSクライアントで不正な障害エラーが見られる場
合は、このパラメータの値を調べます。たとえば、
ディレクトリの作成が失敗したのに、実際には
ディレクトリが作成されている場合は、再転送され
た MKDIR要求をサーバーが検出しなかった可能性が
あります。

キャッシュのサイズは、サーバーの負荷に見合った
ものでなければなりません。キャッシュには非べき
等の要求が格納されるため、キャッシュでは、要求
全体の一部だけしか管理する必要がありません。
キャッシュは、クライアント側の再転送を検出でき
るだけの間、情報を保持していなければなりませ
ん。一般に、コネクション型のトランスポートのク
ライアントのタイムアウトは非常に長く、1分くら
いです。したがって、エントリは、キャッシュに比
較的長く留まる必要があります。

安定性レベル 変更の可能性あり
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第 4章

TCP/IPチューニング可能パラメータ

この章では、TCP/IPのチューニング可能パラメータについて説明します。

� 129ページの「IPチューニング可能パラメータ」
� 133ページの「TCPチューニング可能パラメータ」
� 149ページの「UDPチューニング可能パラメータ」
� 151ページの「IPQoS」
� 151ページの「ルート別のメトリック」

チューニング可能パラメータ情報の記載
箇所

チューニング可能パラメータ 参照箇所

Solarisカーネルのチューニング可能パラメー
タ

第 2章

NFSチューニング可能パラメータ 第 3章

ネットワークキャッシュとアクセラレータ
(NCA)のチューニング可能パラメータ

第 5章
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TCP/IPパラメータのチューニングの概
要
この章で述べるすべてのチューニング可能パラメータは、次の 2つのパラメータを除
き nddコマンドで設定できます。次の 2つのパラメータは、/etc/systemファイル
でのみ設定できます。

� 144ページの「tcp_conn_hash_size」
� 145ページの「ipc_tcp_conn_hash_size」

nddコマンドで TCP/IPパラメータを設定する場合は、次の構文を使用します。

# ndd -set driver parameter

たとえば、次の nddコマンドでは IP転送を無効にします。

# ndd -set /dev/ip ip_forwarding 0

詳細は、ndd(1M)を参照してください。

システムのリブート後も TCP/IPパラメータの設定を有効にするには、適切な nddコ
マンドをシステム起動スクリプトに指定します。nddコマンドを含むシステム起動ス
クリプトの作成には、次のガイドラインを使用してください。

� スクリプトを /etc/init.dディレクトリに作成し、それへのリンクを
/etc/rc2.d、/etc/rc1.d、/etc/rcS.dディレクトリにそれぞれ作成しま
す。

� このスクリプトは、既存の S69inet スクリプトと S72inetsvc スクリプトの間
で実行する必要があります。

� スクリプトに S70か S71接頭辞を付けます。同じ接頭辞を持つスクリプトはある
種の方法で順に実行されますので、同じ接頭辞を持つスクリプトが複数あっても問
題はありません。

� 実行制御スクリプトの命名に関する詳細は、/etc/init.dディレクトリ内の
READMEファイルを参照してください。

起動スクリプトの作成に関する詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「実行
制御スクリプト」を参照してください。

TCP/IPパラメータの検査
この節で記述する TCP/IPパラメータのうち、前述の /etc/systemファイルでのみ
設定できる 2つのパラメータの検査については、144ページ
の「tcp_conn_hash_size」と 145ページの「ipc_tcp_conn_hash_size」
の「検査」の項を参照してください。
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RFC (Internet Request for Comments)
インターネットのプロトコルと標準の仕様は、RFC文書に記述されています。RFCの
コピーは、sri-nic.arpaマシンから匿名 ftpを使用して入手できます。このサイ
トの rfc-index.txtファイル中で RFCのトピックを探してください。

IPチューニング可能パラメータ
この節では、IPチューニング可能パラメータの一部を説明します。

ip_icmp_err_intervalと
ip_icmp_err_burst
説明 IPで IPv4または IPv6 ICMPエラーメッセージを生

成する頻度を制御します。IPは、
ip_icmp_err_intervalの間に最大で
ip_icmp_err_burstの IPv4または IPv6 ICMPエ
ラーメッセージを生成します。このパラメータは、
サービス拒否攻撃から IPを守るためのものです。
ip_icmp_err_intervalに 0を設定すると、IPで
IPv4または IPv6 ICMPエラーメッセージは生成さ
れません。

デフォルト ip_icmp_err_intervalは 100ミリ秒、
ip_icmp_err_burstは 10

範囲 ip_icmp_err_intervalは 0から 99,999ミリ秒、
ip_icmp_err_burstは 1から 99,999

動的か はい

どのような場合に変更するか 診断の目的でエラーメッセージの生成頻度を増やし
たい場合は、このパラメータ値を変更します。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_forwardingと ip6_forwarding
説明 IPがインタフェース間で IPv4または IPv6転送を行

うかどうかを制御します。 xxx :ip_forwarding
も参照してください。
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デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか IP転送が必要な場合は、これを有効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

xxx:ip_forwarding
説明 特定の xxxインタフェースに対し IPv4転送を有効に

します。このパラメータの正確な表記は interface-
name:ip_forwardingです。たとえば、2つのイン
タフェース hme0と hme1があるとします。それぞ
れのパラメータ名は次のようになります。

hme0:ip_forwardingと hme1:ip_forwarding

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか IPv4転送が必要な場合は、このパラメータを使用し
てインタフェースごとに転送を有効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_respond_to_echo_broadcastと
ip6_respond_to_echo_multicast
説明 IPv4や IPv6で、ブロードキャスト ICMPv4エコー

要求またはマルチキャスト ICMPv6エコー要求に応
答するかどうかを制御します。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか セキュリティ上の理由でこの動作を行いたくない場
合は、無効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり
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ip_send_redirectsと ip6_send_redirects
説明 IPv4または IPv6で ICMPv4または ICMPv6リダイ

レクトメッセージを送信するかどうかを制御しま
す。129ページの「ip_forwardingと
ip6_forwarding」も参照してください。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか セキュリティ上の理由でこの動作を行いたくない場
合は、無効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_forward_src_routedと
ip6_forward_src_routed
説明 IPv4または IPv6で、パケットをソース IPv4ルー

ティングオプションを指定してまたは IPv6ルー
ティングヘッダーを指定して転送するかどうかを制
御します。129ページの「ip_forwardingと
ip6_forwarding」も参照してください。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか セキュリティ上の理由でこの動作を行いたくない場
合は、無効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_addrs_per_if
説明 実インタフェースに対応する論理インタフェースの

最大数

デフォルト 256

範囲 1から 8192

動的か はい
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どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、論理イン
タフェースの数を増やす必要がある場合は、この値
を増加させます。変更によって IPのパフォーマンス
に悪影響が生ずることがあることに留意してくださ
い。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_strict_dst_multihomingと
ip6_strict_dst_multihoming
説明 非転送インタフェースに到着したパケットを、その

インタフェースに明示的に構成されていない IPアド
レス向けとして受け入れるかどうかを制御します。
ip_forwardingが有効になっているか、該当する
インタフェースに対し xxx:ip_forwardingが有効
になっていると、このパラメータは無視されます (そ
のパケットが実際に転送されるため)。

RFC 1122 3.3.2.4を参照してください。

デフォルト 0 (緩やかなマルチホーミング)

範囲 0 =オフ (緩やかなマルチホーミング)

1 =オン (厳密なマルチホーミング)

動的か はい

どのような場合に変更するか 厳密なネットワーキングドメイン (たとえばファイア
ウォールや VPNノードなど)を通過するインタ
フェースがマシンにある場合は、この変数に 1を設
定します。

コミットレベル 変更の可能性あり

特別な注意を要する IPチューニング可能パラメータ
各パラメータで記述する特別な状況である場合以外は、次のパラメータを変更するこ
とは推奨されません。

ip_ire_pathmtu_interval

説明 IPがパス最大転送単位 (PMTU)検出情報をフ
ラッシュしてから PMTUを再び検出開始するまでの
間隔をミリ秒単位で指定します。
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PMTUの検出については、RFC 1191を参照してくだ
さい。

デフォルト 10分

範囲 5秒から 277時間

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

ip_icmp_return_data_bytesと
ip6_icmp_return_data_bytes

説明 IPv4や IPv6は、ICMPv4や ICMPv6のエラー
メッセージを送信するときに、エラーメッセージの
原因になったパケットの IPヘッダーを含めます。こ
のパラメータでは、パケットのうち IPv4や IPv6の
ヘッダーを除いてあと何バイトを ICMPv4や
ICMPv6のエラーメッセージに含めるかを制御しま
す。

デフォルト 64バイト

範囲 8から 65,536バイト

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、ICMPエ
ラーメッセージに含む情報を増やすと、ネットワー
クの問題を診断する上で役立つことがあるため、こ
の機能が必要な場合はこの値を増やします。

コミットレベル 変更の可能性あり

TCPチューニング可能パラメータ

tcp_deferred_ack_interval
説明 直接接続していないホストに対する TCP遅延肯定応

答 (ACK)タイマーのタイムアウト値 (ミリ秒単位)
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RFC 1122, 4.2.3.2を参照してください。

デフォルト 100ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 1分

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータには、500ミリ秒を超える値を設定
しないでください。

ネットワークリンクが遅く (57.6 Kbps未満)、最大セ
グメントサイズ (MSS)が 512バイトを超え、この間
隔が複数の TCPセグメントを受信するには短すぎる
ような状況では、この値を増やします。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_local_dack_interval
説明 直接接続しているホストに対する TCP遅延肯定応答

(ACK)タイマーのタイムアウト値 (ミリ秒単位)

RFC 1122, 4.2.3.2を参照してください。

デフォルト 50ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 1分

動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータには、500ミリ秒を超える値を設定
しないでください。

ネットワークリンクが遅く (57.6 Kbps未満)、最大セ
グメントサイズ (MSS)が 512バイトを超え、この間
隔が複数の TCPセグメントを受信するには短すぎる
ような状況では、この値を増やします。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_deferred_acks_max
説明 肯定応答 (ACK)が生成される前にリモート宛先 (直

接接続していない)から受け取られる TCPセグメン
トの最大数 (接続の最大セグメントサイズ (MMS)単
位)。このパラメータに 0か 1を設定すると、すべて
のセグメントが 1 MSSの長さであるとみなされ、遅
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延ACKは使用されません。実際の数は、接続ごと
に動的に計算されます。この値はデフォルトの最大
値です。

デフォルト 2

範囲 0から 16

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、遅延ACK
の影響でネットワークトラフィックが著しく混雑す
るような状況では、この値を減らします。ただし、2
より小さくしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_local_dacks_max
説明 肯定応答 (ACK)が生成される前に宛先 (直接接続し

ている)から受け取られる TCPセグメントの最大数
(接続の最大セグメントサイズ (MMS)単位)。このパ
ラメータに 0か 1を設定すると、すべてのセグメン
トが 1 MSSの長さであるとみなされ、遅延ACKは
使用されません。実際の数は、接続ごとに動的に計
算されます。この値はデフォルトの最大値です。

デフォルト 8

範囲 0から 16

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。ただし、遅延ACK
の影響でネットワークトラフィックが著しく混雑す
るような状況では、この値を減らします。ただし、2
より小さくしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_wscale_always
説明 1が設定されていると、TCPは、オプションの値が

0であっても、常にウィンドウスケールオプション
を指定して SYNセグメントを送信します。TCP
は、ウィンドウスケールオプションの指定された
SYNセグメントを受信すると、このパラメータに 0
が設定されていても、ウィンドウスケールオプ
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ションを指定して SYNセグメントに応答し、またオ
プションの値は受信ウィンドウサイズに従って設定
されることに留意してください。

ウィンドウスケールオプションについては、RFC
1323を参照してください。

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 高速ネットワーク構成でウィンドウスケールオプ
ションを使用したい場合は、このパラメータを有効
にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_tstamp_always
説明 1が設定されていると、TCPは常に、タイムスタン

プオプションを指定して SYNセグメントを送信しま
す。TCPは、タイムスタンプオプションの指定され
た SYNセグメントを受信すると、このパラメータに
0が設定されていても、タイムスタンプオプション
を指定して SYNセグメントに応答することに留意し
てください。

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 要約すると、往復時間 (RTT)や TCPシーケンス番号
ラップアラウンドを正確に測定したい場合に、これ
を有効にします。

このオプションを有効にする理由についての詳細
は、RFC 1323を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_xmit_hiwat
説明 デフォルトの送信ウィンドウサイズをバイト数で指

定します。ルートごとに異なる値を設定する方法に
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ついては、後で述べるルート別のメトリックの説明
を参照してください。137ページ
の「tcp_max_buf」も参照してください。

デフォルト 49,152

範囲 4096から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか これはデフォルト値です。アプリケーションは
setsockopt (3XNET) SO_SNDBUF を使って、送信
バッファを接続ごとに変更できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_recv_hiwat
説明 デフォルトの受信ウィンドウサイズをバイト数で指

定します。ルートごとに異なる値を設定する方法に
ついては、後で述べるルート別のメトリックの説明
を参照してください。148ページ
の「tcp_recv_hiwat_minmss」と 137ページ
の「tcp_max_buf」も参照してください。

デフォルト 49,152

範囲 2048から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか これはデフォルト値です。アプリケーションは
setsockopt (3XNET) SO_RCVBUF を使って、受信
バッファを接続ごとに変更できます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_max_buf
説明 バッファサイズの最大値をバイト数で指定します。

これは、アプリケーションが setsockopt
(3XNET)を使用して設定する送信バッファおよび受
信バッファの最大値を制御します。

デフォルト 1,048,576

範囲 8192から 1,073,741,824

動的か はい
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どのような場合に変更するか 高速ネットワーク環境で TCP接続を行う場合は、
ネットワークリンクの速度に合わせて値を増やしま
す。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_cwnd_max
説明 TCP輻輳ウィンドウ (cwnd)のサイズの最大値をバ

イト数で指定します。

TCP輻輳ウィンドウに関する詳細は RFC 1122と
2581を参照してください。

デフォルト 1,048,576

範囲 128から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか これは、TCP cwndをどこまで拡張できるかを示す
最大値です。アプリケーションが setsockopt
(3XNET)を使用してウィンドウサイズに
tcp_cwnd_maxより大きい値を設定しようとして
も、使用される実際のウィンドウが tcp_cwnd_max
を超えることはありません。したがって、一般に
は、tcp_max_bufは tcp_cwnd_maxより大きくな
ければなりません。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_slow_start_initial
説明 輻輳ウィンドウ (cwnd)の初期サイズの最大値を

TCP接続のMSS単位で指定します。

輻輳ウィンドウの初期サイズがどのように計算され
るかについては、RFC 2414を参照してください。

デフォルト 4

範囲 1から 4

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。

特殊な状況下で cwndの初期サイズがネットワーク
の輻輳を招く場合は、この値を減らします。
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コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_slow_start_after_idle
説明 輻輳ウィンドウが 1再送タイムアウト (RTO)の間遊

休にされた (セグメントを全く受信しなかった)後
の、輻輳ウィンドウのサイズを TCP接続のMSS単
位で指定します。

この計算については、RFC 2414を参照してくださ
い。

デフォルト 4

範囲 1から 16,384

動的か はい

どのような場合に変更するか 詳細については 138ページ
の「tcp_slow_start_initial」を参照してくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_sack_permitted
説明 2が設定されていると、TCPは常に、選択的肯定応

答 (SACK)許可オプションを指定して SYNセグメン
トを送信します。TCPは、SACK許可オプションを
指定した SYNセグメントを受信し、かつこのパラ
メータに 1が設定されていると、SACK許可オプ
ションを指定して応答します。このパラメータに 0
が設定されていると、着信セグメントに SACK許可
オプションが指定されているかどうかにかかわら
ず、TCPは SACK許可オプションを送信しません。

SACKオプションについては、RFC 2018を参照して
ください。

デフォルト 2 (自発的に有効にする)

範囲 0 (無効)、1 (受動的に有効にする)、2 (自発的に有効
にする)

動的か はい

どのような場合に変更するか SACK処理を行うと TCP再送のパフォーマンスが向
上するため、自発的に有効にすべきです。SACKオ
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プションを自発的に有効にすると相手方が混乱する
おそれがあるような場合は、1を設定します。それ
によって SACK処理は、着信接続で SACK処理が許
可されているときだけ行われます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_rev_src_routes
説明 0が設定されていると、TCPは、セキュリティ上の

理由により、着信接続に対し IPソースルーティング
オプションを逆方向に使用しません。1が設定され
ている場合は、TCPは通常どおりソースルーティン
グを逆方向に使用します。

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 診断のために IPソースルーティングが必要な場合
は、有効にします。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_time_wait_interval
説明 TCP接続を TIME-WAIT状態に保つ時間をミリ秒で

指定します。

詳細は RFC 1122, 4.2.2.13を参照してください。

デフォルト 600,000 (60秒)

範囲 1秒から 10分

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は 60秒より小さくしないでください。

詳細は RFC 1122, 4.2.2.13を参照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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tcp_ecn_permitted
説明 ECN (Explicit Congestion Notification、明示的輻輳

通知)のサポートを制御します。

このパラメータが 0に設定されていると、TCPは、
TCPが ECN機構をサポートしていることに関し
て、接続先にネゴシエーションを行いません。

接続開始時にこのパラメータが 1に設定されている
と、TCPは、TCPが ECN機構をサポートしている
ことを接続先に通知しません。

ただし、新しい着信接続要求を受けた際に接続先が
SYNセグメントで ECN機構をサポートしているこ
とを示した場合は、TCPは接続先に対し、ECN機構
をサポートしていることを通知します。

このパラメータを 2に設定すると、TCPは接続を受
け付けた時点で ECN機構に関して接続先とネゴシ
エーションを行います。さらに、TCPは自発的な送
信接続を行う際に、送信する SYNセグメント内で、
ECN機構をサポートしていることを示します。

ECNに関する詳細は RFC 3168を参照してくださ
い。

デフォルト 1 (受動的に有効にする)

範囲 0 (無効)、1 (受動的に有効にする)、2 (自発的に有効
にする)

動的か はい

どのような場合に変更するか ECNは TCPによる輻輳制御処理に役立ちます。し
かし、既存の TCP実装やファイアウォール、NAT、
等のネットワークデバイスがこの機構により混乱す
る場合もあります。混乱するデバイスは IETF標準
に準拠していません。

これらのデバイスを考慮し、このパラメータのデ
フォルト値は 1に設定されています。まれに、受動
的に有効にした場合でも問題が生じる場合がありま
す。必要がある場合にのみ、パラメータを 0に設定
してください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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tcp_conn_req_max_q
説明 accept(3SOCKET)によって受け付けられるのを

待っている保留状態の TCP接続を 1つの TCPリス
ナー当たり最大でいくつ持てるかのデフォルト数を
指定します。142ページ
の「tcp_conn_req_max_q0」も参照してくださ
い。

デフォルト 128

範囲 1から 4,294,967,296

動的か はい

どのような場合に変更するか 複数の接続要求を受けることのあるWebサーバーの
ようなアプリケーションでは、着信頻度に応じてこ
のデフォルト値を増やすことができます。

このパラメータに著しく大きい値を設定しないでく
ださい。保留状態の TCP接続はメモリーを過度に使
用することがあります。さらに、保留状態の TCP接
続の数が多すぎて接続要求を適時に処理できるほど
アプリケーションが速くない場合は、新しい着信要
求が拒否されることがあります。

tcp_conn_req_max_qを増やしても、アプリケー
ションでそれだけの数の保留状態の TCP接続を持て
るとは限りません。アプリケーションでは、listen
(3SOCKET)を使用して、保留状態の TCP接続の最
大数をソケットごとに変更できます。このパラメー
タは、アプリケーションが listen()を使用して設
定できる最大値を表しています。つまり、このパラ
メータに非常に大きな値を設定しても、あるソ
ケットに対する実際の最大数は、listen()に指定
された値によっては tcp_conn_req_max_qよりも
はるかに少ないことがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_conn_req_max_q0
説明 不完全な (3段階ハンドシェークがまだ終わっていな

い)保留状態の TCP接続を 1つの TCPリスナー当た
りいくつ持てるかのデフォルトの最大数を指定しま
す。
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TCPの 3段階ハンドシェークに関する詳細は、RFC
793を参照してください。さらに、142ページ
の「tcp_conn_req_max_q」も参照してくださ
い。

デフォルト 1024

範囲 0から 4,294,967,296

動的か はい

どのような場合に変更するか 極めて多くの接続要求を受信することがあるWeb
サーバーのようなアプリケーションでは、着信頻度
に応じてこのデフォルト値を増やすことができま
す。

tcp_conn_req_max_q0と、各ソケットについて
保留状態にある接続の最大数との関係は、次のとお
りです。

接続要求を受信すると、TCPはまず、受け付けられ
るのを待っている保留状態の TCP接続 (3段階ハン
ドシェークが終わっている)の数が、そのリスナーに
対する最大数 (N)を超えていないかをチェックしま
す。接続数が超えていると、その要求は拒否されま
す。超えていなければ、TCPは、不完全な保留状態
の TCP接続の数が、Nと tcp_conn_req_max_q0
の合計を超えていないかをチェックします。超えて
いなければ、その要求は受け付けられます。超えて
いると、最も古い不完全な保留状態の TCP要求がド
ロップされます。

コミットレベル 変更の可能性あり

前のリリースからの変更 詳細については 186ページ
の「tcp_conn_req_max_q0」を参照してくださ
い。

tcp_conn_req_min
説明 受け付けられるのを待っている保留状態の TCP接続

の最大数 (1つのリスナーについての)の、デフォル
トの最小値。これは、1つのアプリケーションが使
用できる listen(3SOCKET)の最も低い最大値で
す。

デフォルト 1

範囲 1から 1024
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動的か はい

どのような場合に変更するか このパラメータにより、listen(3SOCKET)を使用
するアプリケーションが保留状態の TCP接続の最大
数を過度に小さく設定するのを防ぐことができま
す。この値を着信接続要求の頻度に応じて増やして
ください。

コミットレベル 変更の可能性あり

/etc/systemファイルに設定する TCPパラメー
タ
これらのパラメータは、/etc/systemファイルでしか設定できません。ファイルを
変更してからシステムをリブートする必要があります。

次のエントリは tcp_conn_hash_sizeの設定例です。

set tcp:tcp_conn_hash_size=1024

tcp_conn_hash_size

説明 すべての TCP接続に対する、TCPモジュールの
ハッシュテーブルサイズを制御します。

データ型 符号付き整数

デフォルト 512

範囲 512から 1,073,741,824

暗黙的制約 この値には 2のべき乗を指定すべきです。

動的か いいえ。このパラメータはブート時にのみ変更でき
ます。

検査 パラメータの値が 2のべき乗でないと、一番近い 2
のべき乗に丸められます。

どのような場合に変更するか 何万に上る TCP接続が継続的にあるシステムでは、
この値をそれに応じて増やします。TCPは、デ
フォルト値で 2～ 3千のアクティブ接続までは十分
にサポートできます。ハッシュテーブルのサイズを
増やすと、それだけ多くのメモリーが必要になりま
すので、適切な値を指定するようにしてメモリーが
不必要に使用されるのを防いでください。

コミットレベル 変更の可能性あり
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ipc_tcp_conn_hash_size

説明 すべてのアクティブ (ESTABLISHED状態にある)
TCP接続に対する、IPモジュールのハッシュテーブ
ルサイズを制御します。

データ型 符号なし整数

デフォルト 512

範囲 512から 2,147,483,648

暗黙的制約 この値は 2のべき乗を指定すべきです。

動的か いいえ。このパラメータはブート時のみ変更するこ
とができます。

検査 パラメータの値が 2のべき乗でないと、一番近い 2
のべき乗に丸められます。

どのような場合に変更するか 何万に上るアクティブ TCP接続が継続的にあるシス
テムでは、この値をそれに応じて増やします。TCP
は、デフォルト値で 2～ 3千までのアクティブ接続
を十分にサポートできます。ハッシュテーブルのサ
イズを増やすと、それだけ多くのメモリーが必要に
なりますので、適切な値を指定するようにしてメモ
リーが不必要に使用されるのを防いでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

特別な注意を要する TCPパラメータ
各パラメータで記述する特別な状況である場合以外は、次のパラメータを変更するこ
とは推奨されません。

tcp_ip_abort_interval

説明 TCP接続に対するデフォルトのトータルの再送タイ
ムアウト値をミリ秒で指定します。1つの TCP接続
について、TCPが tcp_ip_abort_intervalの間
再転送を行ってもこの間に相手側のエンドポイント
から肯定応答を全く受け取らないと、TCPはこの接
続をクローズします。

TCP再送タイムアウト (RTO)の計算については、
RFC 1122, 4.2.3を参照してください。146ページ
の「tcp_rexmit_interval_max」も参照してく
ださい。
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デフォルト 8分

範囲 500ミリ秒から 1193時間

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。例外については、
146ページの「tcp_rexmit_interval_max」を参
照してください。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_rexmit_interval_initial

説明 1つの TCP接続に対するデフォルトの初期再送タイ
ムアウト値 (RTO)をミリ秒で指定します。ルートご
とに異なる値を設定する方法については、後で述べ
るルート別メトリックの説明を参照してください。

デフォルト 3秒

範囲 1ミリ秒から 20秒

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。この値を少なくす
ると、不要な再転送が行われるおそれがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_rexmit_interval_max

説明 デフォルトの最大再送タイムアウト値 (RTO)をミリ
秒で指定します。すべての TCP接続に対して、計算
された RTOがこの値を超えることはできません。
145ページの「tcp_ip_abort_interval」も参照
してください。

デフォルト 60秒

範囲 1ミリ秒から 2時間

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常のネットワーク環境では、この値を変更しない
でください。

1つの接続に対する往復時間 (RTT)が数 10秒になる
ような特別な状況では、この値を増やすことができ
ます。この値を変更する場合は、これに合わせて
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tcp_ip_abort_intervalパラメータも変更すべ
きです。tcp_ip_abort_intervalには、
tcp_rexmit_interval_maxの 4倍以上の値を指
定します。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_rexmit_interval_min

説明 デフォルトの最小再送タイムアウト値 (RTO)をミリ
秒で指定します。すべての TCP接続に対して、計算
された RTOがこの値を下回ることはできません。
146ページの「tcp_rexmit_interval_max」も参
照してください。

デフォルト 400ミリ秒

範囲 1ミリ秒から 20秒

動的か はい

どのような場合に変更するか 通常のネットワーク環境では、この値を変更しない
でください。

TCPの RTO計算は、RTTの最も大きい変動に対処
できなければなりません。1つの接続に対する往復
時間 (RTT)が数 10秒になるような特別な状況では、
この値を増やすことができます。この値を変更する
場合は、これに合わせて
tcp_rexmit_interval_maxパラメータも変更す
べきです。tcp_rexmit_interval_maxには、
tcp_rexmit_interval_minの 8倍以上の値を指
定します。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_rexmit_interval_extra

説明 計算された再送タイムアウト値 (RTO)に加える定数
をミリ秒で指定します。

デフォルト 0ミリ秒

範囲 0から 2時間

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。
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計算された RTOが接続に対して適切でないような状
況では、不要な再転送を避けるためにこの値を変更
することができます。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_tstamp_if_wscale

説明 このパラメータに 1が設定され、かつ、ある接続に
対するウィンドウスケールオプションが有効に
なっていると、TCPは、その接続の timestampオ
プションも有効にします。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。一般に、TCPを高
速ネットワークで使用する場合は、シーケンス番号
のラップアラウンドに対するプロテクションが必要
なため、timestampオプションの使用が必要にな
ることがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

tcp_recv_hiwat_minmss

説明 デフォルトの最小受信ウィンドウサイズを制御しま
す。最小値は、tcp_recv_hiwat_minmssに、接
続の最大セグメントサイズ (MSS)を掛けたもので
す。

デフォルト 4

範囲 1から 65,536

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。この値を変更する
必要がある場合は、4より小さい値にしないでくだ
さい。

コミットレベル 変更の可能性あり
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tcp_compression_enabled

説明 1が設定されていると、メモリーを節約するため
に、TIME-WAIT状態にある TCP接続のプロトコル
制御ブロックが圧縮されます。0が設定されている
と、圧縮は行われません。140ページ
の「tcp_time_wait_interval」も参照してくだ
さい。

デフォルト 1 (有効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か はい

どのような場合に変更するか 圧縮機能はオフにしないでください。

コミットレベル 変更の可能性あり

UDPチューニング可能パラメータ
この節では、UDPチューニング可能パラメータの一部を説明します。

udp_xmit_hiwat
説明 デフォルトの最大 UDPソケットデータグラムサイ

ズをバイト数で指定します。詳細は、150ページ
の「udp_max_buf」を参照してください。

デフォルト 8192バイト

範囲 4096から 65,536

動的か はい

どのような場合に変更するか このサイズはアプリケーションで setsockopt
(3XNET) SO_SNDBUFを使用してソケットごとに変
更できることに留意してください。一般には、デ
フォルト値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり
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udp_recv_hiwat
説明 デフォルトの最大 UDPソケット受信バッファサイ

ズをバイト数で指定します。詳細は、150ページ
の「udp_max_buf」を参照してください。

デフォルト 8192バイト

範囲 4096から 65,536

動的か はい

どのような場合に変更するか このサイズはアプリケーションで setsockopt
(3XNET) SO_RCVBUFを使用してソケットごとに変
更できることに留意してください。一般には、デ
フォルト値を変更する必要はありません。

コミットレベル 変更の可能性あり

特別な注意を要する UDPパラメータ
各パラメータで記述する特別な状況である場合以外は、次のパラメータを変更するこ
とは推奨されません。

udp_max_buf

説明 UDPソケットに対する送信バッファと受信
バッファのサイズの最大値をバイト数で指定しま
す。

デフォルト 262,144バイト

範囲 65,536から 1,073,741,824

動的か はい

どのような場合に変更するか この値は変更しないでください。このパラメータの
値が大きすぎると、UDPソケットアプリケーション
がメモリーを過度に使用するおそれがあります。

コミットレベル 変更の可能性あり
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IPQoS
この節では、IPQoSのチューニング可能パラメータについて説明します。

ip_policy_mask
説明 転送送信、転送受信、ローカル送信、またはローカ

ル受信の宣言位置で、IPQoS処理を有効または無効
にします。このパラメータは、次のようなビットマ
スクです。

使用し
ない

使用し
ない

使用し
ない

使用し
ない

転送送
信

転送受
信

ローカ
ル送信

ローカ
ル受信

X X X X 0 0 0 0

どの位置でも 1であれば、その特定のコールアウト
位置で IPQoS処理をマスク、すなわち無効にしま
す。たとえば、 0x01 の値は、すべてのローカル受
信パケットの IPQoS処理を無効にします。

デフォルト 0 (すべての宣言位置で IPQoS処理が有効)

範囲 0 (0x00)から 15 (0x0F)。15の場合、すべての宣言位
置の IPQoS処理が無効

動的か はい

どのような場合に変更するか 宣言位置のどれかで IPQoS処理を有効または無効に
したい場合。

コミットレベル 変更の可能性あり

ルート別のメトリック
Solaris 8リリースから、ルート別のメトリック (測定基準)を使用して、一定のプロパ
ティを IPv4や IPv6のルーティングテーブルエントリに関連付けることができます。
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たとえば、システムに、fast ethernetと gigabit ethernetという 2つの異なるネット
ワークインタフェースがあるとします。tcp_recv_hiwatのシステムデフォルト値
は 24,576バイトです。このデフォルト値は fast ethernetインタフェースには十分です
が、gigabit ethernetインタフェースには不十分な可能性があります。

tcp_recv_hiwatのシステムデフォルト値を増やす代わりに、gigabit ethernetイン
タフェースのルーティングエントリに別のデフォルトの TCP受信ウィンドウサイズを
関連付けることができます。これにより、そのルートを通るすべての TCP接続には、
大きくした受信ウィンドウサイズが使用されます。

IPv4 の場合、ルーティングテーブルは次のように表示されます (netstat -rn)。

192.123.123.0 192.123.123.4 U 1 4 hme0
192.123.124.0 192.123.124.4 U 1 4 ge0

default 192.123.123.1 UG 1 8

次のコマンドを実行します。

# route change -net 192.123.124.0 -recvpipe x

このコマンドの結果、ge0リンクの 192.123.124.0ネットワークへのすべての接続
には、デフォルトの受信ウィンドウサイズ 24567の代わりに、受信バッファサイズ x
が使用されます。

宛先が a.b.c.dネットワークにあり、そのネットワーク固有のルーティングエント
リがない場合は、そのネットワークに接頭辞ルートを追加し、メトリックを変更でき
ます。次に例を示します。

# route add -net a.b.c.d 192.123.123.1 -netmask w.x.y.z

# route change -net a.b.c.d -recvpipe y

接頭辞ルートのゲートウェイがデフォルトのルーターであることに留意してくださ
い。そのネットワークへのすべての接続は受信バッファサイズ yを使用します。複数
のインタフェースがある場合は、-ifp引数を使用して、使用するインタフェースを
指定します。それによって、特定の宛先に対してどのインタフェースを使用するかを
制御できます。メトリックを確認するには route(1M) getコマンドを使用します。
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第 5章

ネットワークキャッシュとアクセラ
レータ (NCA)のチューニング可能パ
ラメータ

この章では、ネットワークキャッシュとアクセラレータ (NCA)のチューニング可能パ
ラメータの一部を説明します。

� 154ページの「nca:nca_conn_hash_size」
� 154ページの「nca:nca_conn_req_max_q」
� 155ページの「nca:nca_conn_req_max_q0」
� 155ページの「nca:nca_ppmax」
� 156ページの「nca:nca_vpmax」
� 157ページの「sq_max_size」
� 157ページの「ge:ge_intr_mode」

チューニング可能パラメータ情報の記載
箇所

チューニング可能パラメータ 参照箇所

Solarisカーネルのチューニング可能パラメー
タ

第 2章

NFSのチューニング可能パラメータ 第 3章

TCP/IPのチューニング可能パラメータ 第 4章
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NCAパラメータのチューニングの概要
これらのパラメータの設定は、Webサーバー専用のシステムに適しています。これら
のパラメータの設定によりキャッシュページに割り当てるメモリーを増やすことがで
きます。この章で説明するチューニングパラメータはすべて、 /etc/system ファイ
ル内で設定します。

/etc/system ファイルへチューニング可能パラメータを追加する方法については
20ページの「Solarisカーネルのチューニング」を参照してください。

nca:nca_conn_hash_size
説明 すべての TCP接続用の NCAモジュールの

ハッシュテーブルサイズを制御し、直近の素数へ調
節します。

デフォルト 383ハッシュテーブルエントリ

範囲 0から 201,326,557

動的か いいえ

どのような場合に変更するか NCAの TCPハッシュテーブルが小さすぎ、着信
TCP接続ごとに記憶することができないために、多
くの TCP接続がハッシュテーブルの同じエントリ内
に入れられている場合。NCAが多くの TCP接続を
受けるとシステム性能が低下する場合は、この状況
が考えられます。

コミットレベル 変更の可能性あり

nca:nca_conn_req_max_q
説明 NCAが待機する保留 TCP接続の最大数

デフォルト 256接続

範囲 0から 4,294,967,295

動的か いいえ

どのような場合に変更するか 過剰な数の TCP接続が確立しているために、NCA
が新たに確立した接続を直後に閉じる場合。NCAが
多数の TCP接続を受信し、負荷処理能力に余力があ
るにもかかわらず、追加の接続を拒否する場合。こ
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のパラメータの値を増やすと、NCAが同時に処理で
きる TCP接続数が増加します。

コミットレベル 変更の可能性あり

nca:nca_conn_req_max_q0
説明 NCAが待機する、不完全な (3段階ハンドシェーク

がまだ終わっていない)保留状態の TCP接続の最大
数

デフォルト 1024接続

範囲 0から 4,294,967,295

動的か いいえ

どのような場合に変更するか すでに多数の TCP接続が保留となっているため、
NCAが追加の接続を拒否する場合。NCAが多数の
TCP接続を受信し、負荷処理能力に余力があるにも
かかわらず、追加の接続を拒否する場合。このパラ
メータの値を増やすと、NCAが同時に処理できる
TCP接続数が増加します。

コミットレベル 変更の可能性あり

nca:nca_ppmax
説明 NCAがページのキャッシュに使用する物理メモリー

の最大量 (ページ単位)。この値はメモリー全体の 75
%を超えないようにしてください。

デフォルト 物理メモリーの 25%

範囲 物理メモリーの 1 %から最大量まで

動的か いいえ

どのような場合に変更するか メモリーが大きな (512Mバイト以上)システム上で
NCAを使用する場合。システムに使用されていな
い多くの物理メモリーがある場合、このパラメータ
を増加させると、NCAは新しいオブジェクトの
キャッシュにこのメモリーを効率的に使用するた
め、システム性能が向上します。
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仮想メモリーより物理メモリーが大きいシステム
(4Gバイトを超えるメモリーを持つ 32ビットカーネ
ル)の場合を除き、このパラメータは nca_vpmax
に併せて増やします。システムのページサイズを調
べるには、pagesize(1)を使用します。

コミットレベル 変更の可能性あり

nca:nca_vpmax
説明 NCAがページのキャッシュに使用する仮想メモリー

の最大量 (ページ単位)。この値はメモリー全体の 75
%を超えないようにしてください。

デフォルト 仮想メモリーの 25%

範囲 仮想メモリーの 1%から最大量まで

動的か いいえ

どのような場合に変更するか メモリーが大きな (512Mバイト以上)システム上で
NCAを使用する場合。システムに使用されていな
い多くの仮想メモリーがある場合、このパラメータ
を増加させると、NCAは新しいオブジェクトの
キャッシュにこのメモリーを効率的に使用するた
め、システム性能が向上します。

このパラメータは nca_ppmax に合わせて増やしま
す。仮想メモリーよりも物理メモリーが大きなシス
テムの場合を除き、このパラメータは nca_vpmax
とほぼ同じ値に設定します。

コミットレベル 変更の可能性あり

NCAのための一般システムチューニン
グ
NCAパラメータの設定以外にも、一般的なシステムのチューニングにより、NCAの
性能を向上させることができます。 Sunの GigabitEthernet (geドライバ)を使用する
場合は、インタフェースを割り込みモードにすると性能が向上します。
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たとえば、4Gバイトのメモリーのあるシステムを 64ビットカーネルでブートする場
合、/etc/system ファイル内に次のパラメータを設定するとよいでしょう。システ
ムのページサイズを判定するには、 pagesizeを使用します。

set sq_max_size=0
set ge:ge_intr_mode=1
set nca:nca_conn_hash_size=82500
set nca:nca_conn_req_max_q=100000
set nca:nca_conn_req_max_q0=100000
set nca:nca_ppmax=393216

set nca:nca_vpmax=393216

sq_max_size
説明 宛先ストリームのキューが QFULLメッセージを生成

する前の syncqの深さ (メッセージ数)

デフォルト 2メッセージ

範囲 1から 0 (無制限)

動的か いいえ

どのような場合に変更するか メモリーの大きなシステム上で NCAを動作させて
いる場合、このパラメータの値を増やしてドライバ
がキューに入れることのできるパケット数を増やし
ます。サーバーの負荷が大きい場合、このパラメー
タの値を増やして、パケットがドロップされたりパ
ケット処理が後回しにされることなくモジュールや
ドライバのデータ処理能力を向上させます。

コミットレベル 変更の可能性あり

ge:ge_intr_mode
説明 geドライバがパケットをキューに入れずに、直接上

位の通信層へ送ることを可能にします。

デフォルト 0 (パケットを上位層のキューに入れる)

範囲 0 (有効)、1 (無効)

動的か いいえ

どのような場合に変更するか NCAを有効にしている場合は、このパラメータを 1
に設定し、パケットを割り込みモードで NCAへ配
信し、よりすばやく処理するようにします。

コミットレベル 変更の可能性あり
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第 6章

システム機能のパラメータ

この章では、さまざまなシステム機能のデフォルト値を設定するパラメータについて
説明します。ここには、ほとんどのパラメータが含まれています。

� 160ページの「cron」
� 160ページの「devfsadm」
� 160ページの「dhcpagent」
� 160ページの「fs」
� 160ページの「inetd」
� 160ページの「inetinit」
� 160ページの「init」
� 161ページの「keyserv」
� 161ページの「kbd」
� 161ページの「login」
� 161ページの「nfslogd」
� 161ページの「passwd」
� 161ページの「power」
� 162ページの「rpc.nisd」
� 162ページの「su」
� 162ページの「syslog」
� 162ページの「sys-suspend」
� 162ページの「tar」
� 162ページの「utmpd」

システムのデフォルトのパラメータ
さまざまなシステム機能の動作は、その機能が起動時に読み込む一連の値によって制
御されます。各機能について 1つのファイルに保存された値は、/etc/default
ディレクトリに置かれます。ただし、すべてのシステム機能がこのディレクトリに
ファイルを持っているわけではありません。
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cron
詳細については、cron(1M)のマニュアルページの「Setting cron Defaults」の節を参
照してください。

devfsadm
現在、このファイルは使用されていません。

dhcpagent
クライアントでは、dhcpagentデーモンで提供される DHCPを使用します。
ifconfigは、DHCPからネットワーク構成を受信するように構成されたインタ
フェースを識別する際に、このクライアントデーモンを起動してそのインタフェース
を管理します。

詳細については、dhcpagent(1M)のマニュアルページの「FILES」節にある
/etc/default/dhcpagentの情報を参照してください。

fs
ファイルシステム管理コマンドには、汎用的な部分とファイルシステム固有の部分が
あります。ファイルシステムのタイプが -Fオプションで明示的に指定されていない
場合は、デフォルトが使用されます。その値はこのファイルに指定されています。詳
細については、default_fs(4)のマニュアルページの「Description」節を参照して
ください。

inetd
詳細については、inetd(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/inetdの情報を参照してください。

inetinit
/etc/rc2.d/S69inetスクリプトが、TCPによって使用されるシーケンス番号を制
御するために使用します。

init
詳細については、init(1M)のマニュアルページの /etc/default/initの節を参
照してください。
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このファイルで参照される CMASK変数の説明は、マニュアルページには記載されて
いません。CMASKは initが使用する umaskで、すべてのプロセスが initプロセ
スから継承します。設定されていないと、initは、カーネルから取得したデフォル
トの umaskを使用します。initプロセスは、CMASKの設定に関係なく、常に、
ファイルを作成する前に umaskとして 022を適用しようとします。このファイルの
すべての値は、シングルユーザーのブート要求に応じて initが呼び出すシェルの環
境に置かれます。さらに、initプロセスは、自身が /etc/inittabファイルから起
動または再起動するすべてのコマンドにこれらの値を渡します。

keyserv
詳細については、keyserv(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/keyservの情報を参照してください。

kbd
詳細については、kbd(1)のマニュアルページの「Extended Description」の節を参照
してください。

login
詳細については、login(1)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/loginの情報を参照してください。

nfslogd
詳細については、nfslogd(1M)のマニュアルページの「Description」の節を参照し
てください。

passwd
詳細については、passwd(1)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/passwdの情報を参照してください。

power
詳細については、pmconfig(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/powerの情報を参照してください。
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rpc.nisd
詳細については、rpc.nisd(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/rpc.nisdの情報を参照してください。

su
詳細については、su(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/suの情報を参照してください。

syslog
詳細については、syslogd(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/syslogdの情報を参照してください。

sys-suspend
詳細については、sys-suspend(1M)のマニュアルページの「FILES」の節にある
/etc/default/sys-suspendの情報を参照してください。

tar
-f 関数の説明は、 tar(1) のマニュアルページを参照してください。

TAPE環境変数がなく、いずれかの引数が数字で、かつ -fが指定されていない場合、
archiveN文字列と一致する数値が /etc/default/tarファイルで検索されます。こ
のファイルの archiveN文字列の値は、出力デバイス、ブロック化因数、サイズとし
て使用されます。

次に入力例を示します。

% tar -c 2 /tmp/*

出力は、/etc/default/tarファイルで archive2と指定されているデバイスに書
き込まれます。

utmpd
utmpd デーモンは /var/adm/utmpx (およびSolarisの以前のバージョンで
は/var/adm/utmpも)を監視し、pututxline(3C)で root以外のプロセスに挿入さ
れた utmpエントリがプロセスの終了前に消去されることを確認します。
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/etc/default/utmpdの次の 2つのエントリがサポートされています。

� SCAN_PERIOD - utmpdが、監視するプロセスがまだ生きているかどうかの /proc
のチェックとチェックの合間に休眠する秒数。デフォルト値は 300です。

� MAX_FDS - utmpdが監視しようとするプロセスの最大数。デフォルト値は 4096で
す。通常、この値を変更する必要はありません。
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付録 A

チューニング可能パラメータの変更履
歴

この付録には、特定のパラメータの変更履歴を記載します。また、元の機能がすでに
削除されているパラメータもリストされています。

� 165ページの「プロセスのサイズのチューニング可能パラメータ」
� 167ページの「ページング関連のチューニング可能パラメータ」
� 171ページの「一般的なカーネル変数」
� 172ページの「一般的な入出力」
� 174ページの「仮想端末」
� 175ページの「Sun4u特有」
� 176ページの「機能が削除されたパラメータ」

カーネルパラメータ

プロセスのサイズのチューニング可能パラメータ

maxusers (Solaris 7リリース)
説明 maxusersパラメータから max_nprocsと

maxuprcが計算されます。

データ型 符号付き整数

デフォルト Mバイト単位のメモリー量と 1024の小さい方

範囲 1から 2048
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注 – /etc/systemには、1024より大きい値を指定
する必要があります。2048より大きい値が提供され
ると、計算では 2048の値を使用しますが、その後の
処理では、指定された値に設定されます。

単位 ユーザー

動的か いいえ。この変数に依存する変数を計算した後に
maxusersが再び参照されることはありません。

検査 なし

どのような場合に変更するか システムが計算したデフォルトのユーザープロセス
数では足りない場合。プロセス数が足りないと、次
のメッセージがシステムコンソールやメッセージ
ファイルに出力されます。

out of processes

コミットレベル 変更の可能性あり

max_nprocs (Solaris 8より前のリリース)
説明 システム上に作成できるプロセスの最大数。これに

は、システムプロセスとユーザープロセスが含まれ
ます。Solaris 8より前のリリースでは、この値は計
算によって算出され、maxuprcの設定に使用されて
いました。

さらに、この値は、他のシステムデータ構造体のサ
イズを決める際にも使用されます。Solaris 8より前
のリリースでは、/etc/systemファイルに値が指
定されていると、計算された値の代わりにこの値が
使用されます。この変数が使用される他のデータ構
造体は次のとおりです。

� ディレクトリ名ルックアップキャッシュのサイズ
を決めるとき (ncsizeが指定されていない場合)

� UFSのディスク割り当て構造体を割り当てるとき
(ndquotが指定されていない場合)

� 構成されたシステム Vセマフォによって使用さ
れるメモリーの総量がシステム限度を超えていな
いか確認するとき

� sun4d、sun4m、Intelプラットフォーム向けの
ハードウェアアドレス変換のリソースを構成する
とき

166 Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル • 2002年 12月



データ型 符号付き整数

デフォルト 10 + (16 x maxusers )

範囲 266から pidmaxの値

動的か いいえ。初期のパラメータ計算の後に、
max_nprocsは v構造体の v_proc要素に代入され
ます。動作しているシステムの v.v_procを変更す
ると、ほぼ確実に、システムがクラッシュするか、
エラー表示のないままデータが損傷を受けます。

検査 maxpidと比較し、それより大きい場合は、maxpid
に設定されます。sun4dと Intelプラットフォームで
は、さらにプラットフォーム固有の値と比較されま
す。max_nprocsは、max_nprocs、maxpid、プ
ラットフォーム値のうち最も小さい値に設定されま
す。両プラットフォームとも、プラットフォーム値
として 65,534を使用します。

どのような場合に変更するか Solaris 8リリースから、この値を変更することで 1
つのシステムで 30,000を超えるプロセスをサポート
できるようになりました。このパラメータの変更
は、1つのシステムで 30,000を越えるプロセスを可
能にするために必要となる手順の 1つです。

コミットレベル 変更の可能性あり

ページング関連のチューニング可能パラメータ
Solaris 2.6カーネルパッチの一部のリビジョン (SPARCプラットフォームの 105181-10
および Intelプラットフォームの 105182-09)と Solaris 7リリースで、新しいパラメー
タが導入されました。 priority_paging (優先度ページング)です。ページアウトス
レッド活動の新しい開始点 (cachefree)も使用されます。使用可能なメモリーが
cachefreeと lotsfreeの間にある間は、実行可能部分 (テキスト、スタック、ま
たはデータ)からのページである場合は、優先度ページングはそのページをスキップ
するようページ検査のアルゴリズムを変更します。メモリーが lotsfreeを下回る
と、すべてのページが同等にみなされます。この機能はデフォルトで無効になってい
ます。この機能を有効にするには、cachefreeに lotsfreeより大きい値を設定す
るか、priority_paging変数にゼロ以外の値を設定します (cachefreeに
lotsfreeの 2倍の値が設定されます)。

cachefree (Solaris 8リリース)
説明 Solaris 8リリースで、ファイルシステムページのキャッシュ方法

が変更されました。これらの変更には、優先度ページング機能が
含まれます。
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注 – cachefreeと priority_pagingの両方の設定を
/etc/systemファイルから削除してください。

キャッシュ方法の変更により、ファイルシステムの動作に伴って
発生する仮想メモリーシステムへの負担がほとんど解消されま
す。統計によると、次のような新しい動作が見られます。

� ページ再利用の数が多くなります。これは、入出力が終了する
と、ページが明示的に空リストに追加されるためです。

� 空きメモリーが増えます。これは、空きメモリーのカウントに
ファイルキャッシュの大部分が含まれるためです。

� 走査率が大幅に減ります。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

変更履歴 詳細は、168ページの「cachefree (Solaris 2.6リリースおよび
Solaris 7リリース)」を参照してください。

cachefree (Solaris 2.6リリースおよび Solaris 7リリー
ス)
説明 cachefreeに lotsfreeより大きい値を設定する

と、優先度ページング機能が有効になります。この
変数は、少なくともパッチ 105181のリビジョン 10
がインストールされた Solaris 2.6リリース、および
Solaris 7リリースが動作するシステムで使用できま
す。この機能は、デフォルトでは無効になっていま
す (cachefreeと lotsfreeが等しい)。

データ型 符号なし long

デフォルト priority_pagingが設定されていない場合は、
lotsfreeの値です。設定されている場合は、
cachefreeは lotsfreeの 2倍です。

範囲 lotsfreeからシステムの物理メモリー量

単位 ページ

動的か はい

検査 lotsfreeより小さいと、lotsfreeの値にリ
セットされます。
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どのような場合に変更するか システムのメモリーが逼迫している場合、および
ファイルの内容が将来必要であるような入出力を極
めて多く行う場合を除き、常に有効にしておくべき
です。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

priority_paging (Solaris 8リリース)
説明 この変数に基づき lotsfreeの 2倍の値が cachefreeに設定さ

れます。

Solaris 8リリースで、ファイルシステムページのキャッシュ方法
が変更されました。これらの変更には、優先度ページング機能が
含まれます。

注 – cachefreeと priority_pagingの両方の設定を
/etc/systemファイルから削除してください。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

変更履歴 詳細は、169ページの「priority_paging (Solaris 2.6リリース
および Solaris 7リリース)」を参照してください。

priority_paging (Solaris 2.6リリースおよび Solaris 7
リリース)
説明 優先度ページング機能を有効にします。設定する

と、cachefreeに lotsfreeの 2倍の値が設定さ
れ、優先度ページングが有効になります。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0

範囲 (cachefreeが別途設定されていない場合、優先度
ページングを無効にする)か 1 (有効にする)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か いいえ。cachefreeの値はブート時にのみ設定し
ます。実行時に有効にするには、システムの動作中
に mdb で cachefree を設定します。

検査 なし
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どのような場合に変更するか システムのメモリーが逼迫している場合、および
ファイルの内容が将来必要であるような入出力を極
めて多く行う場合を除き、常に有効にしておくべき
です。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

tmpfs:tmpfs_minfree

説明 TMPFSがシステムの他の部分のために残しておくスワップ空間の
最小量

データ型 符号付き long

デフォルト 256

範囲 0からスワップ空間サイズの最大値

単位 バイト

動的か はい

検査 なし

どのような場合に
変更するか

TMPFSが大量に使用されるシステムで適度なスワップ空間を維持
するために、この値を増やすことができます。次のメッセージが
コンソールやシステムメッセージファイルに出力された場合は、
使用量がこの限度に達したことを示しています。

fs-name: File system full, swap space limit exceeded

コミットレベル 変更の可能性あり

pages_pp_maximum (Solaris 9より前のリリース)
説明 ロックされていないことをシステムが要求するペー

ジ数を定義します。ページのロック要求によって使
用可能なメモリーがこの値を下回る場合は、その要
求は拒否されます。

データ型 符号なし long

デフォルト 200、tune_t_minarmem + 100、[ブート時に使用可
能なメモリーの 10%]、のうちで最も大きいもの

範囲 デフォルト値から物理メモリーの 20%以内。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

単位 ページ
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動的か はい、ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、計算された値にリセットされま
す。

検査 200、tune_t_minarmem + 100、[使用可能なメモ
リーの 10%]、/etc/systemからの値の中で最も大
きいもの。/etc/systemからの値が増やされて
も、メッセージは表示されません。ブート時にのみ
行われます。

どのような場合に変更するか メモリーのロック要求や、SHARE_MMUフラグを指
定した共有メモリーセグメントへの接続が失敗した
が、使用可能なメモリーが十分ありそうな場合。
32Gバイトシステムで、メモリーの 10%を空き状態
に維持することは過剰である場合があります。

値が大きすぎると、メモリーロック要求が不必要に
失敗する可能性があります。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的なカーネル変数

noexec_user_stack (Solaris 2.6、Solaris７、Solaris 8
リリース)
説明 Solaris 2.6リリースで導入されたもので、スタック

を実行不能と印付けすることができます。これによ
り、バッファオーバーフロー攻撃が前よりも困難に
なります。

Solaris 2.6リリースでは、この値はスレッド化され
たアプリケーションには適用されません。すべての
64ビットの Solarisアプリケーションでは、この変
数の設定に関係なく、すべてのスタックが実行不能
にされます。

注 –この変数は Solaris 2.6、7、または 8リリースが
動作しているすべてのシステムに存在しますが、
sun4u、sun4m、sun4dアーキテクチャでのみ有効
です。
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データ型 符号付き整数

デフォルト 0 (無効)

範囲 0 (無効)、1 (有効)

単位 切り替え (オン/オフ)

動的か はい。ただし、すでに実行中のプロセスに対しては
無効です。値が設定された後に起動されたプロセス
に対してのみ有効です。

検査 なし

どのような場合に変更するか アプリケーションが、mprotect(2)を使用してス
タックを実行可能にすることなくスタックに実行可
能コードを意図的に置いている場合を除き、この変
数は常に有効にすべきです。

コミットレベル 変更の可能性あり

一般的な入出力

rlim_fd_cur (Solaris 7およびそれ以前のリリース)
説明 1つのプロセスがオープンできるファイル記述子数

の「弱い」限度。プロセスは、自身のファイル記述
子数限度を、rlim_fd_maxで定義される「強い」
限度の範囲内で調整できます。それには、
setrlimit()呼び出しを使用するか、プロセスを
実行するシェルで limitコマンドを実行します。
「強い」限度の範囲内で値を調整する場合には、
スーパーユーザー特権は必要ありません。

データ型 符号付き整数

デフォルト 64

範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ。rlimits構造体にロードされます。

検査 rlim_fd_maxと比較され、rlim_fd_curの方が
大きい場合は、rlim_fd_curは rlim_fd_maxに
リセットされます。

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりのデフォルトのオープンファイル
数が十分でない場合。この値を増やす意味は、プロ
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グラムで setrlimit(2) を使用して自身で使用で
きる最大ファイル記述子数を増やす必要がなくなる
点にあります。

コミットレベル 変更の可能性あり

rlim_fd_max (Solaris 8リリース)
説明 1つのプロセスがオープンできるファイル記述子

の「強い」限度。この制限を変更するには、スー
パーユーザー特権が必要です。

データ型 符号付き整数

デフォルト 1024

範囲 1から MAXINT

単位 ファイル記述子

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか 1プロセス当たりの最大オープンファイル数が十分
でない場合。ただし、システムには他の制限もある
ため、ファイル記述子の数を増やすことが必ずしも
有用とは限らないことに留意してください。

� 標準入出力を使用する 32ビットプログラムで
は、256ファイル記述子に制限されます。標準入
出力を使用する 64ビットプログラムでは、20億
の記述子まで使用できます。

� select(3C)では、デフォルトで、fd_setに
よって 1024記述子に限定されます。ただし、
Solaris 7リリース以降では、32ビットアプリ
ケーションコードをより大きな fd_setサイズ
(65,536以下)で再コンパイルできます。64
ビットアプリケーションの fd_setサイズは
65,536で、変更することはできません。

システム全体に対してこれを変更する別の方法とし
て plimit(1)コマンドがあります。plimitを使
用して親となるプロセスの限度を変更すると、すべ
ての子プロセスがその限度を継承します。これは
inetdなどのデーモンに便利です。

コミットレベル 変更の可能性あり
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segkpsize (Solaris 7およびそれ以前のリリース)
説明 利用できるページング可能なカーネルのメモリー量

を指定します。このメモリーは主にカーネルス
レッドのスタックに使用されます。この値を増やす
と、スレッドの数を増やさないのであれば個々のス
レッドでより大きなスタックが使用でき、あるいは
より多くのスレッドを使用できるようになります。
このパラメータは 64ビットカーネルでのみ設定でき
ます。64ビットカーネルは、デフォルトでスタック
サイズに 24Kバイトを使用します。

このパラメータは、パッチ 106541-04が適用された
Solaris 7リリース、Solaris 7 5/99リリース、および
Solaris 8リリースで使用できます。

データ型 符号なし long

デフォルト 64ビットカーネルでは 2Gバイト

32ビットカーネルでは 512Mバイト

範囲 64ビットカーネルでは 512Mバイトから 24Gバイト

32ビットカーネルでは 512Mバイト

単位 Mバイト

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか スレッドを増やしたい場合

コミットレベル 変更の可能性あり

仮想端末

pt_cnt (Solaris 7およびそれ以前のリリース)
説明 再構成ブートで作成する /dev/pts (telnetや

rloginでネットワークログインに使用される仮想
端末デバイス)エントリの数。このパラメータによ
り、ネットワークを介して同時にログインできる
ユーザー数が、pt_cntの値に制限されます。追加
のデバイスノードを作成するためには、
/etc/systemファイルを変更した後で再構成ブー
ト (boot -r) を行う必要があります。
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データ型 符号付き整数

デフォルト 48

範囲 0から maxpid

単位 ログイン /ウィンドウ

動的か いいえ

検査 なし。値が過度に大きすぎると、システムがハング
します。

どのような場合に変更するか 必要な数のユーザーがシステムにログインできない
場合

コミットレベル 変更の可能性あり

Sun4u特有

enable_grp_ism (Solaris 2.6リリース)
説明 SHARE_MMUフラグを設定して接続された System V

Shared Memoryの共有メモリー Translation Setaside
Buffer (TSB)機能を有効にします。このパラメータ
は、パッチ 105181-05以降がインストールされた
Solaris 2.6リリースで利用できます。Solaris 7リ
リースからはこのパラメータ名は削除されました
が、システムはデフォルトでこの機能を実装しま
す。

データ型 符号付き整数

デフォルト 0

範囲 0 (無効)、1 (有効)

動的か いいえ

検査 なし

どのような場合に変更するか SHARE_MMUフラグを設定して接続された System V
Shared Memoryを使用する場合に有効にする

コミットレベル 変更の可能性あり
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機能が削除されたパラメータ
この節では、機能はすでに削除されているが、互換性の理由でまだ残されているパラ
メータについて記述します。これらのパラメータを設定しても無視されます。

ページング関連のチューニング可能パラメータ

tune_t_gpgslo

説明 廃止または互換性がなくなる可能性あり。変数は互換性の理由で残されてい
ます。

tune_t_minasmem

説明 廃止または互換性がなくなる可能性あり。変数は互換性の理由で残されてい
ます。

System Vメッセージパラメータ

msgsys:msginfo_msgssz

説明 システムがメッセージバッファ用の空間の制御に使
用する断片のサイズを指定します。Solaris 8リリー
スから廃止されています。

データ型 符号付き整数

デフォルト 40

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ。msginfo構造体の msgtqlフィールドに
ロードされます。

検査 メッセージやキューのために作成されるデータ構造
体が最大数存在する場合に消費される空間と、モ
ジュールがロードされるときの使用可能なカーネル
メモリーの 25%を比較します。使用される空間があ
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まりに大きいと、メッセージキューモジュールは
ロードを拒否し、この機能は利用できません。この
計算には、メッセージに消費される空間も含まれま
す。この状態は、モジュールが最初にロードされる
ときだけ起こります。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

msgsys:msginfo_msgmap

説明 システムがサポートするメッセージの数。Solaris 8
リリースから廃止されています。

データ型 符号付き整数

デフォルト 100

範囲 0からMAXINT

動的か いいえ

検査 メッセージやキューのために作成されるデータ構造
体が最大数存在する場合に消費される空間と、モ
ジュールがロードされるときの使用可能なカーネル
メモリーの 25%を比較します。使用される空間があ
まりに大きいと、メッセージキューモジュールは
ロードを拒否し、この機能は利用できません。この
計算には、メッセージに消費される空間も含まれま
す。この状態は、モジュールが最初にロードされる
ときだけ起こります。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

msgsys:msginfo_msgseg

説明 使用可能なメッセージメモリーのプールとしてシス
テムが使用する msginfo_msgsszセグメントの
数。メッセージに使用できる合計のメモリーは
msginfo_msgseg * msginfo_msgssz です。
Solaris 8リリースで廃止されています。

データ型 符号付き short

デフォルト 1024
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範囲 0から 32,767

動的か いいえ

検査 メッセージやキューのために作成されるデータ構造
体が最大数存在する場合に消費される空間と、モ
ジュールがロードされるときの使用可能なカーネル
メモリーの 25%を比較します。使用される空間があ
まりに大きいと、メッセージキューモジュールは
ロードを拒否し、この機能は利用できません。この
計算には、メッセージに消費される空間も含まれま
す。この状態は、モジュールが最初にロードされる
ときだけ起こります。

どのような場合に変更するか デフォルト値では不十分な場合。一般には、ソフト
ウェアベンダーの推奨があった場合に変更します。

コミットレベル 廃止または互換性がなくなる可能性あり

System Vセマフォのパラメータ

semsys:seminfo_semmap

廃止または互換性がなくなる可能性あり。変数は互換性の理由でカーネルに残されて
いますが、使用されません。

semsys:seminfo_semusz

廃止または互換性がなくなる可能性あり。値を入力しても無視されます。

System V共有メモリー

shmsys:shminfo_shmmin

廃止または互換性がなくなる可能性あり。変数は互換性の理由でカーネルに残されて
いますが、使用されません。
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shmsys:shminfo_shmseg

廃止または互換性がなくなる可能性あり。変数は互換性の理由でカーネルに残されて
いますが、使用されません。

NFSモジュールのパラメータ

nfs:nfs_32_time_ok

Solaris 8リリースで廃止されています。

nfs:nfs_acl_cache

Solaris 2.6リリースで廃止されています。
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付録 B

このマニュアルの改訂履歴

この付録では、このマニュアルの改訂履歴について説明しています。

現行バージョン - Solaris 9 12/02リリー
ス
このマニュアルの現行バージョンは、Solaris 9 12/02リリースに適用されます。

新しいパラメータ

ip_policy_mask
このパラメータは、Solaris 9 12/02リリースで新規に追加されたものです。

詳細については 151ページの「ip_policy_mask」を参照してください。

logevent_max_q_sz
このパラメータは、Solaris 8 1/01リリースで新規に追加されたものです。

詳細については 30ページの「logevent_max_q_sz」を参照してください。

181



サポートされなくなったまたは廃止され
たパラメータ

priority_pagingと cachefreeのサポート終
了
priority_pagingと cachefreeチューニング可能パラメータはSolaris 9リリース
ではサポートされていません。これらは優先度ページングと同様の機能を常に有効に
するページングポリシーを実装する拡張ファイルシステムキャッシングアーキテク
チャにより置き換えられました。 /etc/systemファイル内でこれらのパラメータを
設定しようとすると、ブート時に次のような警告が表示されます。

sorry, variable ’priority_paging’ is not defined in the ’kernel’

sorry, variable ’cachefree’ is not defined in the ’kernel’

/etc/systemファイルを含む SUNWcsrパッケージは、 priority_pagingや
cachefreeのチューニング可能パラメータを含むことを防止するように変更されま
した。 /etc/systemファイルに priority_pagingまたは cachefreeパラメー
タを含んだまま、Solaris 9リリースへアップグレードしたり、SUNWcsrパッケージを
pkgaddすると、次のようになります。

1. /etc/system ファイル内に priority_paging または cachefree パラメータ
が設定されていると次のメッセージが表示されます。

/etc/system has been modified since it contains references to priority

paging tunables. Please review the changed file.

2. /etc/systemファイル内のpriority_pagingおよび cachefreeを設定する
すべての行の前に次のコメントが挿入されます。たとえば priority_pagingを
1 に設定している場合、 priority_paging 値の行の前に、次の行が挿入されま
す。

* NOTE: As of Solaris 9, priority paging is unnecessary and has been removed.
* Since references to priority paging-related tunables will now result in
* boot-time warnings, the assignment below has been commented out. For more
* details, see the Solaris 9 Release Notes, or the "Solaris Tunable Parameters

* Reference Manual".

廃止パラメータ
次のパラメータは変更または修正されました。

� rlim_fd_max

� shmsys:shminfo_shmmin
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� shmsys:shminfo_shmseg

変更されたパラメータ
次のパラメータは変更または修正されました。

maxusers
次の箇所が変更されました。

範囲 1から 2048

変更後:

範囲 /etc/systemファイルに設定されていない場合は、物理メモリーに基づい
て、1から 2048。

/etc/systemファイルに設定されている場合は、1から 4096。

pages_pp_maximum
次の箇所が変更されました。

デフォルト 200、tune_t_minarmem + 100、[ブート時に使用可
能なメモリーの 10%]、のうちで最も大きいもの

変更後:

デフォルト tune_t_minarmem + 100と、[ブート時に使用可能
なメモリーの4% + 4 Mbytes]のどちらか大きい方

範囲 デフォルト値から物理メモリーの 20%以内。システ
ムは、「検査」の項目で記述されていなければ、こ
の範囲を強制しません。

変更後:

範囲 システムが強制する最小値は tune_t_minarmem +
100。最大値はありません。

動的か はい、ただしメモリーの追加や削除を伴う動的再構
成が行われると、動的に変更した値は無効になりま
す。その時点でこの値は、/etc/systemファイル
に指定された値か、計算された値にリセットされま
す。
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検査 200、tune_t_minarmem + 100、[使用可能なメモ
リーの 10%]、/etc/systemからの値の中で最も大
きいもの。/etc/systemからの値が増やされて
も、メッセージは表示されません。ブート時にのみ
行われます。

変更後:

検査 /etc/systemファイルで指定された値、またはデ
フォルトで計算された値が tune_t_minarmem +
100よりも小さい場合、この値は
tune_t_minarmem + 100へリセットされます。

/etc/systemファイルからの値が増やされても、
メッセージは表示されません。ブート時とメモリー
の追加または削除を伴なう動的再構成が行われた場
合のみ実行されます。

どのような場合に変更するか メモリーのロック要求や、SHARE_MMUフラグを指
定した共有メモリーセグメントへの接続が失敗した
が、使用可能なメモリーが十分ありそうな場合。
32Gバイトシステムで、メモリーの 10%を空き状態
に維持することは過剰である場合があります。

値が大きすぎると、メモリーロック要求が不必要に
失敗することがあります。

変更後:

どのような場合に変更するか メモリーのロック要求や、SHARE_MMUフラグを指
定した共有メモリーセグメントへの接続が失敗した
が、使用可能なメモリーが十分ありそうな場合。

値が大きすぎると、メモリーロック要求が不必要に
失敗することがあります。

rlim_fd_max
Solaris 9以前のリリースでは次の箇所が変更となっています。

デフォルト 1024

変更後:

デフォルト 65,536
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segspt_minfree
次の箇所が変更されました。

範囲 0から 32,767

変更後:

範囲 物理メモリーの 0から 50%

shmsys:shminfo_shmseg
次の箇所が変更されました。

説明 1つのプロセスで作成できる共有メモリーセグメントの制限数

変更後:

説明 1つのプロセスで接続できる共有メモリーセグメントの制限数。

shmsys:shminfo_shmmax
次の箇所が変更されました。

説明 作成できる System V共有メモリーセグメントの最大サイズ。このパラメー
タは、システムが要求されたメモリーセグメントを作成するために必要な物
理リソースが実際にあるか調べる前に検査される上限値です。

変更後:

説明 作成できる System V共有メモリーセグメントの最大サイズ。このパラメー
タは、システムが要求されたメモリーセグメントを作成するために必要な物
理リソースが実際にあるか調べる前に検査される上限値です。

サイズが 0の共有メモリーセグメントや、指定した値より大きいサイズの共
有メモリーセグメントを作成しようとすると、 EINVALエラーとなります。

デフォルト 1,048,576

変更後:

デフォルト 8,388,608

tmpfs:tmpfs_maxkmem
次の箇所が変更されました。
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デフォルト

変更後:

デフォルト 1ページまたは物理メモリーの 4% (どちらか大きい方)。

tmpfs:tmpfs_minfree
このパラメータは修正されました。次の箇所が変更されました。

単位 バイト

変更後:

単位 ページ

tcp_rexmit_interval_max
次の箇所が変更されました。

範囲 1ミリ秒から 20秒

変更後:

範囲 1ミリ秒から 2時間

tcp_slow_start_initial
このパラメータは修正されました。

詳細は 138ページの「tcp_slow_start_initial」を参照してください。

tcp_conn_req_max_q0
次の箇所が変更されました。

どのような場合に変更するか 極めて多くの接続要求を受信することがあるWeb
サーバーのようなアプリケーションでは、着信頻度
に応じてこのデフォルト値を増やすことができま
す。
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tcp_conn_req_max_q0と、各ソケットについて
保留状態にある接続の最大数との関係は、次のとお
りです。

接続要求を受信すると、TCPはまず、受け付けられ
るのを待っている保留状態の TCP接続 (3段階ハン
ドシェークが終わっている)の数 (N)が、そのリス
ナーに対する最大数を超えていないかをチェックし
ます。接続数が超えていると、その要求は拒否され
ます。超えていなければ、TCPは、不完全な保留状
態の TCP接続の数が、Nと
tcp_conn_req_max_q0の合計を超えていないか
をチェックします。超えていなければ、その要求は
受け付けられます。超えていると、最も古い不完全
な保留状態の TCP要求がドロップされます。

変更後:

どのような場合に変更するか 極めて多くの接続要求を受信することがあるWeb
サーバーのようなアプリケーションでは、着信頻度
に応じてこのデフォルト値を増やすことができま
す。

tcp_conn_req_max_q0と、各ソケットについて
保留状態にある接続の最大数との関係は、次のとお
りです。

接続要求を受信すると、TCPはまず、受け付けられ
るのを待っている保留状態の TCP接続 (3段階ハン
ドシェークが終わっている)の数が、そのリスナーに
対する最大数 (N)を超えていないかをチェックしま
す。接続数が超えていると、その要求は拒否されま
す。超えていなければ、TCPは、不完全な保留状態
の TCP接続の数が、Nと tcp_conn_req_max_q0
の合計を超えていないかをチェックします。超えて
いなければ、その要求は受け付けられます。超えて
いると、最も古い不完全な保留状態の TCP要求がド
ロップされます。

sun4dサポートの終了
Solaris 9リリースは sun4dプラットフォームをサポートしません。sun4dのサポート
終了に伴ない、次のパラメータが変更されました。

� max_nprocs
� maxphys
� noexec_user_stack
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旧リリース (Solaris 8)からの既存パラ
メータへの変更

shmsys:shminfo_shmmin
次の箇所が変更されました。

どのような場合に変更するか 現在、変更する理由は見当たりません。

変更後:

どのような場合に変更するか できるだけ変更しないでください。この値が大きす
ぎると、powerdなどのシステムプログラムが異常
終了することがあります。shminfo_shmminより
小さいセグメントを作成するプログラムには、その
セグメントを作成しようとした時に EINVALエラー
が返され、通常、そのプログラムは終了します。

semsys:seminfo_semmnu
このパラメータが追加されました (このパラメータは、以前に誤って省略されていた
ため)。
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D
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dnlc_dir_max_size, 65
dnlc_dir_min_size, 65
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E
enable_grp_ism, 175

F
fastscan, 47
fs, 160
fsflush, 31
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I
inetd, 160
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ip6_forward_src_routed, 131
ip6_forwarding, 129
ip6_icmp_return_data_bytes, 133
ip6_respond_to_echo_multicast, 130
ip6_send_redirects, 131
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ipc_tcp_conn_hash_size, 145
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M
max_nprocs, 38, 166, 187
maxpgio, 50
maxphys, 59, 187
maxpid, 37
maxuprc, 38
maxusers, 35, 165, 183
md_mirror:md_resync_bufsz, 91
min_percent_cpu, 48
minfree, 43
moddebug, 56
msgsys:msginfo_msgmap, 177
msgsys:msginfo_msgmax, 78
msgsys:msginfo_msgmnb, 79
msgsys:msginfo_msgmni, 79
msgsys:msginfo_msgseg, 177
msgsys:msginfo_msgssz, 176
msgsys:msginfo_msgtql, 80

N
nca_conn_hash_size, 154

nca_conn_req_max_q, 154
nca_conn_req_max_q0, 155
nca_ppmax, 155
nca_vpmax, 156
ncsize, 61
ndd, 128
ndquot, 67
nfs_32_time_ok, 179
nfs_acl_cache, 179
nfs_max_threads, 102
nfs:nacache, 113
nfs:nfs3_async_clusters, 111
nfs:nfs3_bsize, 109
nfs:nfs3_cots_timeo, 96
nfs:nfs3_do_symlink_cache, 98
nfs:nfs3_dynamic, 99
nfs:nfs3_jukebox_delay, 113
nfs:nfs3_lookup_neg_cache, 101
nfs:nfs3_max_threads, 102
nfs:nfs3_max_transfer_size, 114
nfs:nfs3_nra, 104
nfs:nfs3_pathconf_disable_cache, 94
nfs:nfs_allow_preepoch_time, 95
nfs:nfs_async_clusters, 110
nfs:nfs_async_timeout, 112
nfs:nfs_cots_timeo, 96
nfs:nfs_disable_rddir_cache, 108
nfs:nfs_do_symlink_cache, 97
nfs:nfs_dynamic, 98
nfs:nfs_lookup_neg_cache, 100
nfs:nfs_nra, 103
nfs:nfs_shrinkreaddir, 106
nfs:nfs_write_error_interval, 107
nfs:nrnode, 105
nfslogd, 161
nfssrv:exi_cache_time, 118
nfssrv:nfs3_shrinkreaddir, 119
nfssrv:nfs_portmon, 115
nfssrv:nfs_shrinkreaddir, 119
nfssrv:nfsauth_ch_cache_max, 117
nfssrv:rfs_write_async, 117
noexec_user_stack, 53, 171, 187
nstrpush, 76

P
pageout_reserve, 45
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pages_before_pager, 50
pages_pp_maximum, 46, 183
passwd, 161
physmem, 28
pidmax, 37
power, 161
priority_paging, 169, 182
pt_cnt, 74, 174
pt_max_pty, 75
pt_pctofmem, 75

R
rechoose_interval, 88
reserved_procs, 36
rlim_fd_cur, 60, 172
rlim_fd_max, 59, 173, 182, 184
rpc.nisd, 162
rpcmod:clnt_idle_timeout, 121
rpcmod:clnt_max_conns, 120
rpcmod:cotsmaxdupreqs, 125
rpcmod:maxdupreqs, 123
rpcmod:svc_default_stksize, 122
rpcmod:svc_idle_timeout, 121
rstchown, 62

S
segkpsize, 174
segspt_minfree, 87, 185
semsys:seminfo_semaem, 85
semsys:seminfo_semmap, 178
semsys:seminfo_semmni, 81
semsys:seminfo_semmns, 81
semsys:seminfo_semmnu, 83, 188
semsys:seminfo_semmsl, 82
semsys:seminfo_semopm, 83
semsys:seminfo_semume, 84
semsys:seminfo_semusz, 178
semsys:seminfo_semvmx, 82
shmsys:shminfo_shmmax, 86, 185
shmsys:shminfo_shmmin, 178, 182, 188
shmsys:shminfo_shmmni, 86
shmsys:shminfo_shmseg, 179, 183, 185
slowscan, 48
sq_max_size, 157

strmsgsz, 76, 77
su, 162
swapfs_minfree, 52
swapfs_reserve, 51
sys-suspend, 162
syslog, 162

T
tar, 162
tcp_compression_enabled, 149
tcp_conn_hash_size, 144
tcp_conn_req_max_q, 142
tcp_conn_req_max_q0, 142, 186
tcp_conn_req_min, 143
tcp_cwnd_max, 138
tcp_deferred_ack_interval, 133
tcp_deferred_acks_max, 135
tcp_ecn_permitted, 141
tcp_ip_abort_interval, 145
tcp_local_dack_interval, 134
tcp_local_dacks_max, 135
tcp_max_buf, 137
tcp_recv_hiwat, 137
tcp_recv_hiwat_minmss, 148
tcp_rev_src_routes, 140
tcp_rexmit_interval_extra, 147
tcp_rexmit_interval_initial, 146
tcp_rexmit_interval_max, 146, 186
tcp_rexmit_interval_min, 147
tcp_sack_permitted, 139
tcp_slow_start_after_idle, 139
tcp_slow_start_initial, 138, 186
tcp_time_wait_interval, 140
tcp_tstamp_always, 136
tcp_tstamp_if_wscale, 148
tcp_wscale_always, 136
tcp_xmit_hiwat, 137
throttlefree, 44
timer_max, 89
tmpfs_maxkmem, 72, 185
tmpfs_minfree, 72, 170, 186
tune_t_fsflushr, 31
tune_t_gpgslo, 176
tune_t_minarmem, 47
tune_t_minasmem, 176
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udp_max_buf, 150
udp_recv_hiwat, 150
udp_xmit_hiwat, 149
ufs_ninode, 68
ufs:ufs_HW, 71
ufs:ufs_LW, 71
ufs:ufs_WRITES, 70
utmpd, 162
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xxx:ip_forwarding, 130
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